
    
      
        
      
    

  
		
			[image: 4c_1.jpg]
		

	
		
			[image: 4c_2-3.jpg]
		

	
		
			[image: 4c_4-5.jpg]
		

	
		
			[image: 4c_6-7.jpg]
		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			01　保護と案内

			02　彼方と此方の大きなずれ

			03　真島孝弘の物語

			04　案内と訓練

			05　エルフの事情

			06　霊廟での語らい

			07　眷属として、ご主人様として

			08　人形の挑戦　～ローズ視点～

			09　人形の疑問　～ローズ視点～

			10　人形の友達　～ローズ視点～

			番外編　Loving dead　～加藤真菜視点～

		

	
		
			モンスターのご主人様③

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・松田マサヨシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			01　保護と案内

			　

			　通っていた高校丸ごとひとつ分の生徒と教員、合わせて１０００人以上とともに、おれこと真ま島じま孝たか弘ひろが異世界に集団転移させられてから、早いもので２ヶ月以上が経過した。

			　おれたちが『チート能力』と呼ぶ、転移者に固有の能力として、モンスターを味方にする力が自身に備わっていることに気付いたおれは、ミミック・スライムのリリィをはじめとした眷けん族ぞくたちと助け合うことで、この過か酷こくな異世界をこれまで生き延びてきた。

			　眷けん族ぞくのひとりガーベラが、遥か昔に人間の軍隊を見たという北の地へと旅立ったおれたちが、人間の痕こん跡せきを見付けたのは、４日前のこと。森のなかの小道を辿たどることで、ついにおれたちは、この世界の人間と遭そう遇ぐうした。こっそりと様子をうかがっていたところを見つかってしまい、覚悟を決めて出て行こうとしたその直後、おれが保護している転移者の少女、加か藤とう真ま菜なが倒れてしまったのは想定外の出来事だったものの、彼女のことは眷けん族ぞくであるマジカル・パペットのローズと、白いアラクネのガーベラに任せて、おれは異世界人と接触を図ることにした。

			　そうして初めて言葉を交わした異世界人が、豊かな金髪の間から尖とがった耳が垣かい間ま見える『エルフ』の……それも、見たところおれとそう年の変わらない少女だとは、まさか夢にも思わなかったが。

			「お初にお目にかかります。わたしの名はシラン。この騎士団で副長を務めている者です」

			　全身鎧よろいに身を包んだ少女は、脱いだ白い兜かぶとを脇に抱えると、すっと頭を垂たれた。

			　手先まで神経の行き届いた仕草は、軍人としての――いや、彼女が自分たちを騎士と称していたことを考慮するなら、騎士としてのものなのだろう。そんな彼女の頭上には、黄色い球体が浮かんでいた。まるで粘土で作った丸い体たい躯くに突起状の手足をくっつけたような、不思議な生き物だ。長い衣をたなびかせて、その場でゆっくりと回転している。

			　シランに続いて、その場にいる20名ほどの騎士たちも兜を取った。この世界の人間が全員エルフであるわけではないらしく、耳が尖っているのは他に３人だけだ。ちなみに、不思議生物を引き連れている者はいない。

			　騎士たちのうしろには、おれと同じ転移者と思しき制服姿の少年少女が10名ほど、身を寄せ合って、こちらを見ていた。

			　どういった理由で彼らが異世界人と一緒にいるのか、気になるところではあったが、いまは目の前の少女との会話にまず集中すべきだろう。

			　顔を上げたシランと目が合った。澄んだ真っ直ぐな蒼あおい目が印象的だった。

			「異世界よりいらした稀まれ人ひととお見受けします」

			　やや物言いが大時代的なのは、当人の性質か、それとも異世界人特有のものだろうか。いずれにせよ、言っていること自体は間違っていない。

			「おっしゃる通りです。そう言うあなた方は、おれと同じ世界の出身者と一緒にいるようですが、おれたちの事情について御存知だと考えてよいのでしょうか？」

			「はい。今日までよくぞご無事でいらっしゃいました」

			　その言葉には、隠すつもりのない安あん堵どが含まれていた。

			　これが見せかけでないのなら、彼女にはおれたちに害を加える意図はないようだ。

			　それどころか、おれと、その隣にいる『水みず島しま美み穂ほ』――実際は、その姿を擬ぎ態たいしたおれの眷けん族ぞくリリィだが――の無事を喜んでいる気配さえあった。

			「さぞや大変な目に遭あわれたことでしょう。我らはいま、貴き殿でんの同どう胞ほうらを安全な場所にお連れするところです。よろしければ、貴殿も我らの暮らす地まで、お越しいただけないでしょうか」

			「それは……願ってもないことですが」

			　おれは少し戸と惑まどった。

			　人里までの案内は、もともとこちらから頼むつもりだった。どう切り出そうかと考えていただけに、この展開は文句なしに好都合だ。ちょっと座りが悪く思えてしまうくらいに。

			「……いいんですか？　おれたちみたいな得体の知れない人間を、あなたたちの住処すみかまで連れ込んでしまって」

			　常識的に考えるのなら、異世界からやってきたなんて言い出す人間は、お花畑の住人でしかない。この世界でそのあたりの常識がどうなっているのか知らないが、仮に異世界転移がよく知られている現象であるのだとしても、おれたちが異邦人であり、異分子であり……言い換えるなら、警戒すべき不ふ審しん者であることには変わりない。

			　だからおれは裏を疑ったのだが、シランの態度は誠実そのものだった。

			「もちろん、かまいません」

			　そこには、こうすることは当たり前だという空気さえ漂っていた。

			「貴殿ら稀まれ人ひとは、我らにとって賓ひん客きやくですから」

			「賓客……？」

			　その台詞せりふを聞いて、なぜかおれは背筋がぞわりとした。

			　言葉の裏にある悪意を読みとった、なんて話ではない。シランはあくまで誠実な物腰でおれに向き合っている。少なくとも、おれの目には、彼女の態度に疑わしい部分は見付からない。

			　だから、おれが感じた気持ち悪さは、もっとロジカルな部分に起因するものだった。

			　たとえば、いまのやりとりだ。

			　おれは自分のことを、この世界における侵入者だとさえ思っているのに、相手の口からは、賓客という単語が出てくる。

			　お互いの認識にズレがあるのだ。だから、微妙に話が噛み合わない。

			　相手は異世界人なのだから、そんなの当然だと言ってしまうのは簡単だ。しかし、自分のいまいる状況を把は握あくできていないのは座りが悪いし、なにより危険なことに思えた。たとえ、現状ではそれが好都合であったとしても、なにがどう転ぶのか予想できないのは恐ろしい。

			「すみません、シランさん。おれたちが賓ひん客きやくというのは、どういうことでしょうか」

			「それは……」

			　おれの問いに答えようとして、そこでシランはなにかに気付いたかのように言葉を切った。

			　……しまった。無意識のうちに、会話を急ぎ過ぎただろうか。

			　おれは自分の性急さに舌打ちをしたい気持ちになったが、幸いなことに、シランはおれとの会話に不快感を抱いたわけではなかったらしい。

			「申し訳ありません、孝弘殿。お話をする前に、そろそろ移動せねばなりません。あまりひとところに留まると、ここ『樹海』では命取りになりかねませんから」

			　そう言って、シランはかっちりと踵かかとを揃えて頭を下げた。

			「わからぬことばかりで不安もおありだと思います。しかし、まずは我らについて来ていただけないでしょうか。目的地には、すぐに到着いたします。説明については、またのちほど」

			「……わかりました」

			　急いで答えを得る必要はない。

			　そう判断したおれは、内心の違和感に関しては一時棚たな上げにすることにして、彼女の申し出を受け入れた。

			　おれの内心を知らないシランは、ほっと息をつくと、改めて白い兜かぶとをかぶった。

			「それではこちらにお越しください。我らは貴き殿でんらを歓迎いたします」

			　そう言った彼女の頭の上には、例の不思議生物が、ふわふわと浮かんでいる。

			　そういえば、あれがなんなのかも訊ききそびれてしまった。

			　機会があったら訊くことにしよう。心のなかのメモ帳に、おれはそう書き記した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　自己紹介もそこそこに、おれたちはすぐにその場を移動し始めた。

			　全身鎧よろいの騎士たちが半数ずつ、おれたち転移者の前後を守り、森の小道を進んでいく。

			　この集団を率いるシランは、前方の騎士たちのうしろにつき、全体を統率していた。

			　騎士たちに守られるかたちの学生たちは、おれとリリィも含めて15人。彼らはいくつかのグループが合流したものらしく、元のグループごとに何人かずつ纏まとまって行動していた。お陰で、おれとリリィが一緒にいるのも不自然ではなかった。

			「これまで、この森のなかをずっと彷徨さまよってたんだって？　よく生き延びられたなぁ」

			「もう大丈夫よ」

			「あとは、あいつらが守ってくれる。おれたちは助かったんだよ」

			「一時はどうなることかと思ったけど、ホントに良かったぁ」

			「というか、水島さんじゃん！　良かった。生きてたんだな！」

			　少しやつれた様子の学生たちは、合流したおれたちに温かい言葉をかけた。

			　ほとんど名前を教え合うだけの自己紹介しかできずにすぐ出発したので、個々人のパーソナリティまでは把は握あくできなかったが、それでも記憶に残る者はいた。

			　ひとりはおれより年上らしい学生服の少年だ。名前は三み好よし太た一いち。もともと、彼の同行者は男子生徒がふたりと女子生徒がひとりだったらしいが、それ以外の者にも分け隔へだてなく声をかけていた。言うなれば、クラスにひとりはいる『まとめ役』といったところだろうか。実際、彼の同行者は、元クラスメイトであるらしい。

			　あとひとりは、悪い意味で記憶に残る人物だった。

			　おれよりも一学年下の少年の名前は、坂さか上がみ剛ごう太た。名前を教えてくれたのは本人ではなく、やや苦い顔をした三好だった。

			　わかりやすくいえば、坂上剛太は『不良』だった。汚いまだらな金髪を不機嫌そうに掻かきむしっては、周囲に誰彼かまわず険けんのある視線を向けている。

			　こんなふうにしていたら、集団で浮いてしまう。平時ならともかく、このような状況では些さ細さいなことが命取りだ。それを気にしないほど豪ごう胆たんな性質には見えないが……と、さりげなく観察していたところ、坂上の視線がたまにリリィに向いていることに気付いた。

			　坂上の口元にいやらしい笑みが浮かんだ理由は、わざわざ言うまでもないだろう。リリィが擬ぎ態たいする水みず島しま美み穂ほの美少女ぶりは、この集団のなかでも頭ひとつ抜けている。

			　そんな坂上の同行者はひとり。気の弱そうな男子生徒だった。どうやら坂上の分の荷物も持たされているらしく、大きなリュックを背負ってよろよろ歩いている。

			　こういった場所でも、ひとはひとを虐しいたげるし、理不尽はまかり通るものらしい。

			　三好を含めた学生たちが、坂上の存在を苦々しく思っているらしいことは、表情と視線と言動とが物語っていた。

			　まあ、気持ちはわかる。おれだって、見ていて気分が良いものではない。

			　合流した彼らを見ていて、自然とおれが思い出したのは、いまはもう遥か昔のことに感じられる、転移前の学校での生活だった。

			　学年こそバラバラだし、シチュエーションは森のなかに移っているものの、これは日本中のどこの教室でも見られる、ありふれた光景だった。学校ひとつ分の学生たちがまるまる転移してきた現状を思えば、このような光景が見られるのも当然のことなのかもしれない……。

			「真島くんと水島さんは疲れていないか」

			「はい。大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

			「三好さんこそ、少し疲れているんじゃないですか？」

			「はは。女の子に心配されるとはね。おれはこれでも陸上部でね、専門は長距離なんだ。そう簡単にへばったりしないさ」

			　たまにこのような励はげましの声をかけ合うこともあったが、基本的には黙々と集団は小道を進んだ。雑談がないのは、疲労が大きいからというのがひとつ。この森のなかを歩きながら、ぺちゃくちゃお喋しやべりをするのはまずいからというのが、もうひとつ。あまりうるさくしていてはモンスターに見付かりかねないことは、小さな子供にでもわかることだった。

			「……」

			　そんな学生たちの一員として、無言で歩を進めながら、おれはどこか違和感を覚えていた。

			　なにかがズレている。そんな気がしてならない。それは、さっきシランとのやりとりで感じた認識の齟そ齬ごと、本質的には同じもののように思われた。

			　いまのおれには、なんだか自分がこの世界の異物になってしまったようにさえ感じられた。

			　もちろん、言うまでもなく、おれはこの集団の異物だ。それが証拠に、この集団に混じったそのときから、おれはリリィと寄り添ったまま離れていない。

			　これが傍はたからどう見えているのか知らないが――嫉しつ妬とめいた視線を時折感じることから、大体どう見えているのかは想像がつくが――実際のところ、こうしてリリィと寄り添い合っているのは、護ご衛えい対象と護衛としての距離感であり、同行する彼らへの警けい戒かい心しんの表れだった。

			　だから、おれが集団の異物であることは確かなのだが……一方で、その自覚がある以上、それ自体はおれが引っ掛かっている違和感の正体ではありえない。

			　この異物感は、もっと別のなにかに由来するものだ。

			　それがなんなのかは、まだわからないが。

			「『真島くん』？」

			　考え込むおれの手を、リリィが握った。

			　気遣いの視線が、おれのことを一心に見つめていた。

			　同時に、他の視線もいくつか集まるが、これはどうでもいい。

			「大丈夫、真島くん？」

			　異世界人や転移者との接触に際して、おれは保険のために、モンスターを率いる自分の能力を伏せている。そのため、リリィはおれのことを『ご主人様』とは呼ばない。あくまで水みず島しま美み穂ほとして振舞っている。

			　ただ、それでおれたちの関係性が変わるわけでもない。

			「ああ、大丈夫だよ」

			　少なくとも、彼女だけはおれと同じ場所に立ってくれている。その確信があるからこそ、おれは違和感をぐっと呑み込んで、足を前へと進めることができた。

			　やがておれを含めた一団は、緩ゆるく傾けい斜しやした斜面を登り始めた。

			　森のなかの丘きゆう陵りよう地を歩いていくと、唐とう突とつに視界がひらけた。

			　おぉ、と誰ともなく歓声があがった。

			　ずっと視界を覆おおっていた森が、そこだけなくなっていた。

			　代わりにあるのは、重厚な石造りの建造物。

			　深い森を切り取って、年月を経て茶けた壁面を晒さらす巨大な砦とりでが鎮ちん座ざしていた。
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			02　彼方かなたと此方こなたの大きなずれ

			　

			　深い森のなかに鎮ちん座ざする砦とりで。その印象は、一言でいって重厚だ。経過した年月が石壁の表面に降り積もり、元からある質量に時間の経過という別種の重みを加えている。

			　ここから見えているのは砦の外周部分の、それも一部分だけなのだろうが、それだけでも十分に、あれが巨大な要よう塞さいだということがわかった。

			　てっきりおれは、村や町に連れて行かれるものと思っていたのだが……よく考えてみれば、異世界人であるシランが『樹海』と呼んだこの危険な森のなかで、当たり前の村や町が存続できるはずがない。

			　冷たい金属で全身を鎧よろうだけでは足りない。何千何万という石を積みあげて造った頑がん丈じような箱のなかに閉じこもらなければ、きっと人はこんな場所では生きていけないのだ。

			「転移者のお方々。あれなるが、我らが『チリア砦』になります」

			　厳しく引き締められたシランの声色にも、いまは安あん堵どの色が濃かった。

			「もう安心です。我ら騎士団は、定期的に砦の周りのモンスターを掃そう討とうしておりますから。今頃、砦では皆様の歓迎の準備が整っているはずです。お方々の同どう胞ほうも、到着を待ちわびていらっしゃることでしょう。さあ、参りましょう。チリア砦は、すぐそこです」

			　一行は、止めていた足を進め始めた。足取りは軽い。

			「おれたちの他にも、砦には転移者がいるんですか」

			　興奮した様子で語り合う学生たちに便びん乗じようして、おれはシランに問いを投げた。

			「ええ。貴き殿でんらと同じく、この森を抜けた幸運な方がおひとり」

			　そう答えるシランの声に、陰りが落ちた。

			「残念なことですが、独力でこの森を抜けることができたのは、貴殿らふたりを除いては、彼ひとりだけということになります」

			「おれと水島さんを除いて、ひとりだけ……ですか？　ですが、ここには他にもたくさん、おれと同じ立場の学生がいるように思いますが」

			　やや浮かれ気味に歩く学生たちを見回して、おれは尋ねた。

			　シランの言い分が正しいとすると、彼らはいったいなんなのだろうか。

			「彼らは貴殿らのように、独力でこの森を抜けたわけではありませんから」

			「だったら、どうやって……？」

			「チリア砦は、ここ樹海の情報を集めるために、森のなかにいくつかの前進拠点を抱えております。貴殿らの同胞たちは、そこにお隠れになっていたのです。我ら『同盟第三騎士団』は、４箇所の拠点を巡ることで、こうして彼らをここまでお連れした、というわけです」

			「……なるほど」

			　そういうことだったのかと、おれは相あい槌づちを打った。

			　変だとは思っていたのだ。

			　かつておれたち転移者が、この森に作り上げた仮の住処すみか『コロニー』は、チート持ちの暴走によって崩ほう壊かいしてしまった。

			　その時点で、コロニーに暮らしていた生徒の数は８００人程度だった。

			　そのなかで、何人が生きてコロニーを出られただろうか？

			　１００か、２００か。あるいは、その倍も生き残れただろうか？

			　いずれにせよ、コロニーから逃げ落ちた彼らにとって、モンスターの跋ばつ扈こするこの森は、地じ獄ごくの先に待ちかまえていたもうひとつの地獄に他ならなかった。これはおれ自身の経験談だから、間違いない。実際、リリィに出会えなければ、今頃おれは野の垂たれ死んでいただろう。

			　おれのようなイレギュラーを除いたなら、それこそ全滅していたっておかしくない。

			　騎士たちに守られる学生たちを見付けたとき、『これほど多く生き残っていたのか』とおれが驚いたのは、このあたりが理由だった。率直に言うのなら、この森のなかを彷徨さまよい、これまで生き残ってきたにしては、ここにいる学生たちの数は少しばかり多過ぎたのだ。

			「しかし、なにがあるかわからぬものです」

			　シランはしみじみとした口調で言った。

			「先程、わたしが言った前進拠点というのは、我ら騎士団が樹海の深部を探る際の、言わば休憩所のようなところなのです。見た目は、単なる山小屋ですが」

			「……」

			「魔法技術の粋すいを集めた貴重な『結界の魔石』を設置しているため、モンスターを寄せつけません。そこにお隠れになったことで、転移者の方々はこれまで生きながらえていらっしゃった。なにがどう役に立つかわからないものですね」

			　おれは思わず沈ちん黙もくしていた。

			　加藤さんと出会い、おれ自身一夜を過ごした、あの山小屋のことを思い出していたせいだ。

			　どうやらあれは、彼ら騎士団のものだったらしい。

			　話に出てきた結界の魔石とやらは、きっと、リリィやローズの山小屋への侵入を阻はばんだ、あの不思議な石のことだろう。あの場所にあったものは、リリィたちを小屋に招き入れるために、おれが砕くだいてしまったが……。

			　と、回想していたおれは、ふとマズいことに気が付いた。

			「あそこに見える砦とりでにも、その結界の魔石とやらは使われているんですか？」

			　下手をすると、隣を歩いているリリィや、その身に隠れた仔こ狐ぎつねあやめ、それに、おれが左手に巻いた包帯の下にいるアサリナは、砦に入れないことになってしまう。

			　内心おおいに慌てたおれだったが、幸い、この懸け念ねんはすぐに否定された。

			「いえ。チリア砦には、結界の魔石は使われておりません。設置された結界の魔石には、効果の及ぶ範囲に限りがありますので。せいぜい小屋程度の大きさを覆おおうのが限界なのです。あの要よう塞さいを覆うとなると、とてもではないですが力不足です」

			「ああ、そうなんですか」

			「すでに製法が失伝した希少なものでもありますし、その割に効力も限定的で、あくまでモンスターを遠ざけるだけ。侵入を完全に防げる類たぐいのものではありません。そもそも設置するための条件が厳し過ぎて、この土地では使えません。無論、だからといって、心配なさることはありません。砦とりでには１０００を超える兵士が詰めておりますから」

			「そうなんですか。それなら、安心ですね」

			　適当に相あい槌ずちを打ちつつ、おれは胸を撫なで下ろした。

			　これは朗ろう報ほうだった。これから先も結界の魔石がおれたちの邪じや魔まになることは、そうそうないと考えていい。

			　落ち着きを取り戻したおれは、浮かれた様子で周囲を歩いている学生たちのことを眺ながめた。

			「しかし、『なにがあるかわからない』ですか。本当に、その通りですね」

			　先程のシランの台詞せりふを繰り返して、おれは溜め息をついた。

			「彼らは幸運だったわけだ」

			「それはどういうことでしょうか、孝弘殿」

			「いや。だっていまのシランさんの話によれば、彼らは偶然、結界の魔石が設置された山小屋に辿たどり着いたうえ、偶然、そこを訪れたシランさんたちに助けられたわけでしょう。これは、すごい幸運じゃないですか」

			　加えて言うなら、それはどこかおれ自身の境きよう遇ぐうにも似ていた。

			　コロニーを落ちのびて、身も心もぼろぼろになって森を彷徨さまよい歩いたすえに、おれはあの洞どう窟くつに辿り着いた。そこで一度は命を落としかけたが、思いがけぬリリィとの出会いを果たしたことで、いまのおれはここにいる。

			　ひょっとすると、おれは周りを歩く学生たちにシンパシーを感じていたかもしれない。

			「いえ、それは少し違います」

			　しかし、おれの抱いたそうした思いは、シランによって否定された。

			「偶然ではありません。我らが樹海深部にある山小屋へと赴おもむいたのは、『生き残りがいるかもしれないから保護してほしい』と要よう請せいがあったからです」

			「要請された？　それはいったい、どういう……？」

			　シランの言葉を聞いて、おれは混乱した。

			　ここは地球の、おれたちが住んでいた国ではない。偶然の遭そう遇ぐうで保護されたというならともかく、わざわざ救助の手なんて伸ばされるはずがない。モンスターの巣食う危険な森に踏み入ってまで、縁もゆかりもない異邦人を救出する義理なんて、どこの誰にもないのだから。

			　そもそも、誰が救助要請なんかできるというのだろうか。

			　疑問に囚とらわれたおれの耳に、そのとき、わあと華やぐ歓声が届いた。

			　前を向くと、巨大な砦とりでを囲む深い堀と、そこに渡された跳ね橋、その向こうに頑がん丈じような鉄門が見えた。

			　シランと話し込んでいるうちに、どうやら砦のすぐ近くまで辿たどり着いていたものらしい。

			　森に鎮ちん座ざするチリア砦の周辺は、人の手が入り拓ひらけている。

			　歩を進めるおれの視界の左右から、木々が消えた。

			　空が広い。

			　これまでおれたちを包んでいた、目に見えないなにかから解放されたような気がした。

			　ここは人の領域だ。それが、肌で感じられた。

			　残念ながら、おれにとってそれは、気を抜く理由にはならなかったけれど。

			　砦に渡された跳ね橋の前に、何十という騎士たちが整列して待っているのが遠目に見えた。

			　そのなかには、数人の学生服姿の少年少女が混じっている。

			　……砦にまで辿り着いた学生たちは、ひとりだけだったはずだが。

			　疑問に思ったおれは、すぐ近くを歩いていたシランにそのあたりを尋ねようとして、彼女が足をとめていることに気付いた。

			「シランさん？」

			「……まさか」

			　一歩行き過ぎたところでおれが振り返ると、シランが空を振り仰あおいでいた。

			　自然とおれは彼女の視線を追った。そこに、黄色い光がちかちかと瞬またたいていた。

			　ここまで歩いてくる間も、ふわふわとシランの頭のすぐ上に浮かんでいた例の謎の生物が、せわしなく短い手足を動かして、ぐるぐる回転していた。その仕草はなにかを訴えかけているようだったが、生あい憎にく、おれにはコレがなにを言いたいのかわからない。

			　しかし、シランは違ったらしい。

			「総員、剣を抜けぇ！」

			　シランの警告が森を貫いた。

			　何事かと尋ねるより、状況が動くほうが早かった。次の瞬間、いまおれたちが抜けてきた森の木々を押し倒して、巨大な緑色のイモムシが姿を現したのだ。

			「うわぁああ!?」

			「きゃあぁああ！」

			　体長３メートルを超える大型のモンスターだ。

			　それも、５体。がちがちと顎あごを鳴らして、こちらに突進してくる。

			　学生たちが悲鳴をあげて、騎士たちは慌てて腰の剣を抜いた。

			「な、なぜ、砦の近くでこれほどの数の『グリーン・キャタピラ』が……!?」

			　騎士のひとりが動揺した様子で叫んだ。

			　さっきシランは『騎士団は定期的に砦とりでの周囲のモンスターを掃そう討とうしている』と言っていた。普段はこんな場所で、これほどの数のモンスターに出遭うことはないのかもしれない。

			　そんなことを考えながら、おれは腰に下げた木剣を抜いた。

			　このあたりは、もはや反射の領域だった。背負った盾を装備する余裕はないものと判断して、すぐ隣にいたリリィと目め配くばせを交わす。まずは周囲の状況の確認からだ。

			　そう思ってあたりを見回したおれは……唖あ然ぜんとしてしまった。

			「……は？」

			　周囲にいる学生たちがみんな、パニックに陥おちいっていたのだ。

			　目と鼻の先にある砦のほうへ逃げ出そうとして、焦あせりのあまり周囲の確認もせず、ぶつかり合って転倒する者。彼らなんかは、まだましなほうだった。

			　進路にいる者を押しのける者、腰を抜かす者、近くの騎士に縋すがりつく者……それどころか、傍そばにいた者を蹴けり倒して逃げ道を確保しようという大馬鹿者さえいる始末だ。

			　これではおれたちも迂う闊かつに逃げられないし、なにより騎士たちの戦いの邪じや魔まになる。

			　パニックというのは伝染するもので、騎士たちも浮足立っていた。

			　足を引っ張るどころの騒ぎではない。これでは、ほとんど自殺行為だ。

			　……なんだ、これは？

			　こんなことで、こいつらはこれまで生き残ってきたとでもいうのだろうか。

			　シランの話によれば、彼らは自力で森を抜けたわけではない、ということだった。

			　彼らは山小屋に隠れ住んでいて、シランたち騎士団が助けに来るまでじっとしていた。

			　しかし、少なくとも安全地帯に避ひ難なんする前、あの崩ほう壊かいするコロニーで起きた地じ獄ごくを、彼らは生き延びてきたはずなのだ。それなのに、どうして……？

			「うろたえるな！」

			　唯一、冷静さを保っていたシランが、浮足立つ部下を叱しつ咤たした。

			　彼女の声にも苦いものが混じっている。状況のまずさを理解しているのだ。

			「防御を固めろ！　くるぞ！」

			　がちがちと顎あごを鳴らして、グリーン・キャタピラが襲いかかってきた。見た目は大きなイモムシなので、鈍重なイメージがあったが、とんでもない。むしろこれは巨牛の突進に近い。

			　シランの叱咤によって我に返った騎士たちは、辛かろうじて陣形を整えた。学生たちの壁となるべく、手にした盾を構える。しかし、おれの目には、彼らの背中がどうも頼りなく見えた。

			　こんなことで、果たして防ぎきれるのか。

			　不安を胸におれが見守る先で、５体ものグリーン・キャタピラと、全身鎧よろいの騎士たちが激突する――その寸前のことだった。

			「任せて」

			　涼すずやかな声が耳に届いた。

			　そのときには、すべてが終わっていた。

			「な……っ!?」

			　突っ込んできたのと逆方向に吹っ飛ばされるグリーン・キャタピラ。ずたずたに引き裂かれて、青い体液を撒まき散らすその最期を、おれは呆ぼう然ぜんと見守った。

			　気付けば、戦闘は終了していた。

			　時間を切り貼りしたみたいに、結果だけが目の前にあった。

			　なにが起こったのか、まったく理解が追いつかなかった。

			　けれど、誰がそれをやったのかだけは、はっきりしていた。

			　――とん、と。

			　ほんの一瞬前まで影も形もなかったブレザー姿の少女が、地面に降り立ったのだ。

			「もう大丈夫よ」

			　腰まで伸びる艶つややかな黒髪を風になびかせて、振り返った少女がにこりと笑った。

			　それは、見る者の不安をすべて包み込むような、温かな微笑ほほえみだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　突然の少女の登場に、その場の全員が息を呑んだ。

			　おれだって例外ではなかった。むしろおれこそが、一番衝しよう撃げきを受けていたかもしれない。

			　現れた少女の手には、精せい緻ちな意い匠しようを施された細身の剣が握られていた。きっとそれが、突進してきた５体のグリーン・キャタピラをずたずたに引き裂いたものなのだろう。

			　だが、それはあくまでも推測でしかなかった。

			　目の前で起こった出来事だというのに、グリーン・キャタピラに対する彼女の攻撃は、おれの目に一切映らなかったのだ。

			　信じられないことだった。

			　おれは魔力による身体能力強化を習得している。これは感覚器官も強化されるため、ファイア・ファングの疾しつ走そうくらいなら、いまのおれは目で追うことができる。

			　人間の感覚器官というのは、運動機能よりだいぶ優秀にできている、と聞いたことがある。対応できるかどうかはまったく別の問題として、たとえ相手があのガーベラであろうとも、いまのおれの目に、その動きがまったく映らないということはない。

			　しかし、目の前の彼女の動きは、誇こ張ちよう抜きで見えなかった。黒い影が現れたときには、もはやすべてが終わっていた。それはつまり、あのガーベラと比べてさえ、少女の動きが遥かに速いことを意味している。

			　ありえない。常識外れにしてもほどがある。存在する時間軸が違っているとしか思えない。

			　理不尽にさえ感じられるその強さは、ただそれだけで彼女の正体を暗示していた。

			「……チート能力者」

			　誰かの喉から漏もれたその単語を聞いて、少女はにこりとした。そうすると、やや鋭い顔立ちをした少女の印象が一気にやわらかなものに変わった。それは、リリィの笑顔に慣れたおれでさえ、見み惚ほれてしまいそうになるくらいに魅力的な笑顔だった。

			「おいおい、飯いい野の。ひとりだけ格好の良いところ見せるなんて、酷ひどいじゃないか」

			　そんな少女に向けて、親愛のこもった文句が投げかけられた。

			　振り返れば、砦とりでのほうから制服姿の少年たちが、ふたり連れでやってくるところだった。

			　学校帰りの学生とも見えるその姿だが、それぞれの手に握られた幅広の直剣と、煌きらびやかな宝玉が象ぞう嵌がんされた戦杖が、異彩を放っている。

			　細剣を鞘さやにおさめた少女は、微苦笑を浮かべて彼らに応じた。

			「文句を言われてもなぁ。一刻を争う事態だったでしょ。みんな足遅いんだし、わたしが動くのが一番てっとり早いよ」

			「お前に比べたら、みんな亀みたいなものじゃないか」

			　いきなり現れておいて、彼らはすでにこの場の主役だった。

			　学生たちも騎士たちも、全員が彼らの一挙手一投足に注目していた。おれたちが目の当たりにしたあの光景には、そうせざるをえないだけの絶大なインパクトがあったのだ。

			　そんなおれたちの様子に、彼らも気付いたらしかった。

			「十文字くん。みんな、ぽかんとしてるよ。まずは自己紹介しないと」

			「そういや、そうだな」

			　ぴんと指を立てて少女が言うと、直剣を持った男子生徒――いかにもスポーツマンといった雰囲気の、背が高くがっしりした体格の少年は、集まる視線を正面から受け止めた。

			「はじめまして。おれの名前は、十じゆう文もん字じ達たつ也や。こっちは、飯いい野の優ゆ奈なと渡わた辺なべ芳よし樹きだ」

			　先程、グリーン・キャタピラを一いつ蹴しゆうした少女、飯野優奈は少し恥ずかしげに肩をすくめて手を振って、小柄な男子生徒の渡辺芳樹は、手にした戦杖を持ち上げてみせた。

			「気付いているとは思うが、おれたちは全員、コロニーでは『探たん索さく隊』に所属していた」

			　探索隊は、かつてのコロニーで、チート能力者によって結成された組織だ。やはり彼らはチート持ちらしい。ということは……。

			「無事に森を抜けられたようで、なによりだ。それと、騎士団のみなさん。おれたちの要よう請せいに応えてくれて、ありがとう。お陰でおれたちは学友を失わずに済んだ」

			　……そういうことか。

			　おれはようやく、現状を把は握あくしつつあった。

			　たとえば、飯野優奈。彼女の名前には聞き覚えがある。

			　チート持ちには、『ウォーリア』と呼ばれる『身体能力・魔力に優れた者』から、おれのように『自分自身で戦う力はないが固有の能力を持つ者』まで、様々なタイプが存在する。

			　しかし、そのどちらをも兼ね備えている者というのは意外に少なく、十指に満たない。

			　飯いい野の優ゆ奈なは、その例外だ。

			　――『韋い駄だ天てん』の飯野優奈。

			　かつてのコロニーで、戦う力を持たないおれたち『残留組』にまで知られていた彼女の武器は、その速力だ。彼女は速い。とにかく速い。超人揃いの探たん索さく隊でも、彼女に追いつける者は誰ひとりとしていなかったと聞いている。

			　実際、目の前で見れば、そのスピードは圧倒的だった。

			　そんな有名な彼女だからこそ、彼女が精鋭揃いの『第一次遠征隊』に参加していたということを、残留組だったおれも知っていた。

			　第一次遠征隊。

			　探索隊に所属するチート能力者から構成され、この世界の情報を得るために、遥か遠い東の地を目指してコロニーを出発し……その結果として、コロニーの治安維持能力の低下を招き、ある意味でコロニー崩ほう壊かいの引き金ともなった一団である。

			　彼らは当初の目的通り、この異世界の住人たちに接触を果たしていたらしい。

			　シランは、山小屋で学生たちを保護した経緯を『偶然ではない』と言っていた。『生き残りがいるかもしれないから保護してほしいと要よう請せいされた』のだと。その要請をしたのが、第一次遠征隊、すなわち、目の前にいる彼らなのだ。

			　ここにいる学生たちは、彼らによって命を救われたということになる。

			　いまもまた、彼らは迫り来るモンスターを蹴け散ちらして、その脅きよう威いを排除してみせた。

			　そこに、危うげなど欠片かけらもない。力ある者が、その力を正しく使った結果があるだけだ。

			「ここでみんなに会えて、嬉しく思う。これからは、なにも心配しなくていい。おれたちがいるからには、もう大丈夫だ」

			　十文字のその台詞せりふには、自分は誰かを守る側の人間なのだという確信があった。

			　彼だけではない。飯野も渡辺も同じだった。

			　各々、見せている態度は違うものの、探索隊の３人は、全員がある種の自信に満ちていた。

			　自身の力に、意思に、存在に、彼らは確信を抱いている。

			　その在り方は、まるで物語のなかに生きる英雄のようで……。

			　……馬鹿な。

			　そんなわけがあるか。彼らが英雄であるはずがない。

			　あれはただの学生だ。どこにでもいる十代の少年少女でしかない。

			「あとは全部おれたちに任せてくれればいい」

			　だから、こんなことを言われたところで、安心なんてできるはずがなかった。

			　そもそも、すべてを任せたその結末が、コロニーで起きたあの惨さん劇げきなのだ。

			　おれはあの地じ獄ごくを忘れない。忘れたことなんて一度もない。

			　あの原因となったのも、目の前にいる彼らと同じ、チート能力者の暴走だった。彼らは決して聖人ではない。ときには欲に駆かられて間違うこともある、未熟な年少者の集団なのだ。

			　そのはず……なのに、これはどういうことだろうか？

			　わざわざあたりを見回すまでもなく、この場の空気は彼らの英雄然とした振舞いを肯定していた。これでやっと身に降りかかった不幸の数々は振り払われたのだと、危険はもう永遠に遠ざけられたのだと、安心し切って弛し緩かんしている。学生たちも、騎士たちも、探たん索さく隊の３人も含めて、誰ひとりとしてそれを疑問に思う様子はない。

			　例外はおれひとりだけだった。

			　やはり、なにかがおかしい。

			　ずれている。齟そ齬ごがある。乖かい離りしている。

			　……それとも、これはおれのほうがおかしいのだろうか。

			「……真島くん」

			　気遣わしげに、リリィがおれの名前を呼んだ。

			　いまとなっては、傍らに寄り添う彼女の温かさだけが、おれの正気の証明のように感じられてならなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　保護された学生たちの一員として、おれたちは無事に砦とりでへと招き入れられた。

			　探索隊の３人は、砦に戻って来たシランと話があるとかで、そこで別行動になった。

			　騎士たちとも別れ、学生たちだけが部屋へと案内された。

			　部屋まで案内をしてくれた男の装備は、全身鎧よろいを身に付けた騎士たちとは、また違ったものだった。鎧は胴体を守るだけのもので、おれと同じように丸盾を背負っている。移動中にちらっと見ただけだが、歩ほ哨しようとして働いている者は、揃いの槍やりを携たずさえていた。騎士たちとは、所属が違うのかもしれない。

			　ひとりに一部屋が与えられるという話だったが、おれはリリィと相部屋にしてもらった。

			　身の安全を考えれば、これはおれたちにとって当然の選択だった。

			　知らない場所に来て不安なのか、一団に合流する前の小グループ数人単位で部屋を利用したいと希望する者は他にもいたので、おれたちだけが目立つということもなかった。

			　案内された部屋は、ふたつのベッドの他に、窓際にテーブルと一対の椅子が置いてあるだけの簡素なものだった。ひとつきりの小さい窓には、木枠が嵌はまっていた。

			　驚いたことに、壁際には照明装置が備え付けられており、部屋を明るく照らしていた。調べてみると、電灯や蝋ろう燭そくの類たぐいではなく、握り拳こぶしサイズの石が壁に嵌はめ込まれていた。どういう原理なのか、石自体が発光している。魔法の道具だろうか。どうやらこの世界では、おれたちの世界とは違った技術が発達しているらしい。

			　ひと通り部屋を調べ終えた頃に、案内をしてくれた男性が再びやってきた。

			　水の入ったタライや着替えを渡してくれた彼は、到着したおれたち転移者のために歓かん待たいの席を設けていること、その準備ができたら、また呼びに来ることを伝えて去っていった。

			　終始、ずいぶんと緊張した様子だった。

			　少し気になる態度ではあった。しかし、おれ自身が転移者なんて珍しいものであることを考えると、少しくらい挙きよ動どう不ふ審しんになるのは当然のことなのかもしれない。

			　おれは濡らした布で体を拭ふいてから、着替えの服を手に取った。

			　渡された衣服は、正直、着心地が悪そうだった。なんだか生き地じがごわごわしている。さっき会った探たん索さく隊の面々が、いまだにブレザーを着用していたのは、このあたりが理由なのかもしれない。

			　早くもガーベラの作ってくれた服が懐かしいが、文句を言っても仕方ない。

			　ガーベラが蜘く蛛もの糸で織おり、ローズが装そう甲こう板ばんを張り付けた服を下に着込んでから、おれは着替えに袖そでを通した。

			　持ってきた武具は取り上げられなかったので、その上から身に付けることにする。

			　ローズ作の『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』や黒色の防具を、通常のマジカル・パペットの木製武具に見えるように施ほどこした偽装には、いまのところ気付いた者はいないようだ。いつでも偽装が解除できるように、ひと通りチェックしてから、おれはそれらの品を身に付けた。

			　そうして身だしなみを整えてから、おれはふたつあるベッドの一方に腰をおろした。

			　ふう、と溜め息が出た。

			　ここまでは、怖いくらいに順調だった。いろいろと準備をしていたことが、馬鹿みたいに思えてしまうくらいに。

			　ただ、それらすべてが、さっきから感じている『ずれ』が原因だとわかっているだけに、おれは素直に喜ぶことができなかった。

			「疲れてるの、ご主人様？」

			　それまで念入りに部屋を調べていたリリィが声をかけてきた。

			　おれの目の前に立つと、こちらの顔を覗きこんでくる。

			「……ご主人様はやめろ。誰が聞いてるかわからない」

			「部屋のなかでくらいはいいじゃない。防音はしっかりしてるみたいだし。それこそ、あやめたちなんて、部屋のなかでしか自由にできないんだよ？」

			「それは、確かにそうだが」

			　おれの返事を聞くや否や、リリィはブレザーを脱いでベッドに置いた。続いて、ブラウスのボタンを外していく。華きや奢しやな首筋から肩けん甲こう骨こつ、豊かな胸が露あらわになり――部屋の照明に照らされた少女の胸から下は、透明なスライムの体組織に変わっていた。

			　腹には、大きな空くう洞どうがある。

			　そこで丸くなっていた仔狐あやめが、くう？　と鼻を鳴らして顔をあげた。
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			　もしもこの部屋がなんらかの手段で監視されていたら、隠し事はこれでいっぺんにアウトなわけだが……まあ、そこまでいくと考え過ぎか。

			　この世界の人間社会の知識がないおれには、魔法的手段でどこまでのことが可能なのか判断がつかない。疑い始めれば、それこそリリィの服の下に隠れていることだって、大丈夫なのかという話にもなってくる。

			「わかった、リリィ。おれたちだけのときには、これまで通りにしよう」

			「だってさ、あやめ」

			　リリィが促うながすと、結論を待っていたあやめが部屋の床に飛び降りた。

			　たたたっと走ってきて、ベッドの上に寝そべるおれのところにやってくる。彼女自身の体たい躯くと同じくらいに大きな尻尾しつぽが、ぱたぱた揺れている。どうやら構ってほしいらしい。

			　手を伸ばして喉の下を撫なでてやると、あやめは気持ち良さそうに目を細めた。

			　悪戯いたずら心を出して手をとめると、あやめは前脚を使ってかりかりと手を引っ掻かいてくる。爪つめを立てているわけではないので痛くはない。

			　催さい促そくに従って、もう一度撫でる。毛の方向に沿うように、あるいは、逆らうように。

			　あやめの毛並みはやわらかい。定期的に水浴びをしているし、ローズが作った櫛くしで、たまにガーベラに毛を梳すいてもらっているお陰だろう。

			　おれが撫でるのをやめると、かりかり、かりかり。それでも撫でてやらないと、両手でぐいぐいとおれの手を引き寄せようとする。

			　必死な仕草がいじらしい。なんというか、癒いやされる。

			　くうくう情けなく鼻を鳴らし出すので、そろそろ意地悪はやめてやる。ついでに、左手の包帯も取っ払った。にょろりと伸びた寄生蔓つるのアサリナが、あやめに巻きついた。

			「ご主人様」

			　年少組の戯たわむれを見ていると、用意された服に着替えたリリィがベッドの隣に座った。

			　右腕が柔らかな温もりに包まれる。

			　悪戯いたずらっぽく笑ったリリィが身を寄せる。甘やかな唇が、おれの頬ほほに触れた。小鳥が餌えさを啄ついばむように、あるいはそれこそ、気を惹ひこうとして手を引っ掻かく子狐のように。

			　彼女がなにを催さい促そくしているのかはすぐにわかったので、おれは素直に口を開いた。

			「ちょっと話を聞いてもらえるか？」

			「もちろん」

			　おれはリリィに、自分がこの砦とりでに辿たどり着くまでの間、感じていたことを伝えた。

			　リリィは最後まで、大人しくおれの話を聞いていた。

			　おれ自身、話をしているうちに状況を整理できた部分があった。

			　おれのなかにある違和感を一言でまとめるなら、こんなところになるだろうか。

			「要するに、みんな簡単に相手を信じ過ぎなんだと思う」

			　シランたち異世界人からすれば、おれたちは不ふ審しんな異邦人だ。信じるべき理由は、なにひとつとしてない。『探たん索さく隊に要よう請せいされたから、騎士団は危険な森に命懸けで救助に向かった』という話だが、そんな義理はどこにもないはずなのだ。

			　保護された学生たちだって、そうだ。彼らはコロニーで起きた、あの地じ獄ごくを知っているはずだ。それなのに、どうしてああも簡単におれたちのことを受け入れたのだろうか。まるで疑うことを知らないかのように、彼らはおれたちに好意的だった。

			「……確かに、おかしいね」

			　おれの話を最後まで聞いていたリリィも、おれに同意した。

			「わたしも、ご主人様の言うような『ずれ』を感じてた。多分、なにかわたしたちの知らない事情があるんだと思う」

			「早いうちに、シランさんあたりを掴つかまえて、そのへんについて尋ねてみるべきだな」

			「うん。そうだね。ただ……」

			　リリィは頷うなずき、しかし、そこで躊躇ためらうように言葉を選んだ。

			「それって、都合の悪いことなのかな？」

			「え？」

			　リリィの問い掛けに、おれは固まった。

			「さっきご主人様は『簡単に相手を信じ過ぎている』って言ったけど、それって別に、わたしたちにとって都合の悪いことじゃないよね。実際、ここまでは順調なわけでしょう？」

			「……それは」

			「どんな裏があるのかわからないから、念のために事情を確認することは必要だよ？　だけどさ、ご主人様が気にしているのは、そこじゃないよね」

			　こちらを見上げて首を傾かしげるリリィと目を合わせて、おれは言葉に詰まった。

			　彼女の指摘は、的を射たものだ。

			　順調なのだから、そこは素直に喜んでおけばいいのだ。裏を疑うのは、それとまた別次元の問題である。

			　それなのに、おれは喜べないでいる。それがなぜなのかといえば……。

			「わたしからは、なんだか、ご主人様が『ずれ』そのものにショックを受けているように見えるんだけど……」

			　おれの顔を覗きこんで、リリィが言葉を重ねる。そのときだった。

			　部屋にノックの音が響いた。

		

	
		
			03　真島孝弘の物語

			　

			　部屋に響くノックの音。素早くリリィは立ち上がった。

			「わたしが出るね」

			　ぴょんと跳びついたあやめを、リリィは胸元から服の下に匿かくまった。

			　おれもアサリナが引っ込んだ左手に包帯を巻き直した。

			　そうして準備が整ったことを確認して、リリィは扉にかけていた錠じよう前まえをあけた。

			　わずかに開けた扉の隙間の向こうを覗き込む。

			「はい。どなたでしょうか」

			　慎重な対応は、護ご衛えいとしてのものだ。万が一のことを考えて、リリィは訪問者からおれのことが見えないようにしていた。

			　ただ、そうするとおれからも、誰が来たのかわからない。

			　歓かん待たいとやらの準備ができて、さっきの男が呼びに来たのだろうかと、おれが予想を立てた、その矢先。

			「あっれぇ？」

			　なにやら素すっ頓とん狂きような声が聞こえた。

			　どうやら訪問者は男性、というか、声の感じからすると少年らしい。

			　ここまで一緒に来た学生たちのひとりだろうか。いや。しかし、これは……。

			「ここは孝弘の部屋だって聞いたんだけど、なんで水島さんがいんの？」

			「それは……って、あ、あれ？　あなたは、確か……」

			　なにか様子がおかしい。

			　そう思ったときには、おれは立ち上がっていた。

			　扉まで駆け寄る。驚いた顔をして、リリィが振り返った。

			　彼女にどいてもらって扉を開ける。廊下にいた男子生徒が、こちらを向いた。

			　おれより少し背は低いが、その分、体格はしっかりした少年だ。ぼさぼさの髪が野や暮ぼったい。かけている眼鏡越しに、おれと目が合った。
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			「お前……幹彦、か？」

			　知り合いだった。

			　もっというなら、クラスメイトで友達だった。

			「おう、孝弘。久しぶりぃ」

			　へらっとした笑みを浮かべて、少年は片手をあげた。

			　どうやら人違いではないらしい。

			「孝弘も無事だったんだね。もう知り合いになんて会えないかと思ってたよ。たはは。この世界、クリア難度高過ぎだよね。それとも、おれたちだけ、難易度設定、間違ってる？　人生ハードモードも大たい概がいにしろっつーの」

			「ゲームかよ」

			　と、突っ込みながらも、いかにも『らしい』発言に思わず笑みが漏もれる。

			　なにを隠そう、異世界転生・転移系のファンタジーについてなにも知らなかった転移直後のおれに、そうした知識を熱心に語り聞かせてくれたオタク趣味の友人というのが、この鐘かね木き幹彦なのだ。

			　コロニーではおれと同じ残留組だった。てっきり、あのコロニー崩ほう壊かいの日に死んでしまったのだろうと思い込んでいたのだが……。

			「いやあ。しっかし、久しぶりだよなあ、ホント」

			「ああ。本当に、久しぶりだ……」

			　いかにも能天気そうな口調は、おれの知っている幹彦そのもので、目の前のこいつが幽霊や偽者ではないことを、なによりも雄ゆう弁べんに教えてくれた。

			　生きていたのだと実感が湧いた。

			　それがなんらかの感情に変わる前に、幹彦が口を開いた。

			「まあ、それはそれとしてさ。孝弘にひとつ訊きたいんだけど。どうして、ここに水島さんがいんの？」

			「どうしてって……」

			「ここって孝弘の部屋じゃなかったん？　おれ、そう聞いたから、ここに来たんだけど」

			　ぶしつけといえばぶしつけな、どうでもいい質問だったが、問い掛ける幹彦の表情は真剣だった。おれたちふたりを交互に見て、深々と溜め息をつくと、大おお仰ぎような仕草で天を仰あおぎ、最後には、がっくり肩を落としてみせる。

			「ひょっとして、これってそういうこと？　そういうことなん？　だとしたら、おれ、ちょっとばっかしショックなんだけど」

			「あはは。相変わらずだねえ、鐘木くん」

			　苦笑混じりにリリィが言った。

			　どうやら水島美穂の記憶から、目の前の少年がどういった人物なのかを参照したらしい。

			「あれ。水島さん、おれのこと知ってんの？　おれとはお喋しやべりしたことないよね？」

			「あれだけいつも騒がしくしてれば、知らずにいるのは難しいんじゃないかな」

			「アイタタタ！　水島さんも顔に似合わず、けっこうきついねえ」

			　おどけたように、幹彦は額に手をやった。

			「変わらないな、お前は……」

			　おれは、つい苦笑を漏もらした。

			　ああ。本当に、変わらない。

			　おれはほんの一瞬、ここが異世界であり、モンスターの徘はい徊かいする危険な森にある砦とりでの一室なんて、非日常的な場所に自分がいることを忘れてしまいそうになった。

			　二度と会えないと思っていた友人と、こうして生きて言葉を交わせたことが嬉しい。その相手が変わらない一面を見せてくれるなら、尚なお更さらなことだった。

			「うん？　そうかな。そういう孝弘は、ちょっと雰囲気変わったよね」

			「そうか。自分ではよくわからないが」

			「なんていえばいいのかな。精せい悍かん？　男っぽくなった？　なんかそんな感じ」

			　自分の顔を手で触るおれを見て、幹彦はけらけら笑った。

			「水島さんは前より美人さんになったね。ふたりとも大人っぽくなった……って、なにこれ、すげえ意味深！」

			「……なにを言ってるんだ、お前は」

			　もっとも、おれとリリィがそういう関係なのは事実なので、幹彦の言うことは正しい。

			　リリィを水島美穂と誤認しているところを除けば、だが。

			「馬鹿なことばかり言ってないで、まあ、入れよ」

			　折角、来てくれたのだ。立ち話もなんだろうと、おれは幹彦を部屋に招くことにした。

			　しかし、幹彦は体の前で手を振った。

			「あ、いや。おれがここに来たのは、孝弘たちを呼びに来たんだよ。砦のほうで、転移者様の歓かん待たいの準備ってやつができたみたいでね。孝弘がいるって聞いて、だったらおれがって」

			「ああ。そういうことか」

			「ついてきてよ。案内するからさ」

			　拒否する理由はない。おれは素直に幹彦の案内に従った。

			　部屋を出て石造りの通路を進んでいく。幹彦が半歩先導して、おれとリリィがそれを追うかたちだ。

			　リリィを挟んで向こう側を歩く幹彦の腰には、騎士団のものと同じ意い匠しようの短剣が左右２本ずつ。鞘さや同士がぶつかって、かちりかちりと鳴っていた。変わらない友人の出で立ちのなかで、そこだけが以前と違っている。

			「肩並べて寄り添って歩くとか恋人同士かよ畜ちく生しよう。距離近くね？　っつーか、さっきちらっと見た感じ、片一方のベッドが使われてる形跡なかったんだけど、どういうことよ」

			「細かいところ見てるな、お前……」

			　呆あきれて溜め息をついたおれは、気を取り直して幹彦に話を振った。

			「おれたちよりも先に砦に辿たどり着いた生存者っていうのは、お前のことだったんだな」

			「よくわかったね」

			「それはまあ、消去法でな」

			　シランたち騎士団が保護した学生たちのなかに幹彦はいなかったし、かといって、こいつは探たん索さく隊のメンバーではない。とすると、可能性は絞られる。

			　とはいえ、その可能性自体が、にわかには信じがたいものではあるのだが。

			「よく生き残れたな、お前」

			　無意識のうち、声には賞賛の響きがこもっていたかもしれない。

			　コロニーの混乱を生き延び、モンスターの跋ばつ扈こする森を歩いて抜けたというのは、生なま半はん可かなことではない。もちろん、幸運もあったのだろうが、諦あきらめずに森を歩き続けたというだけでも、その根性は賞賛に値する。

			　ふざけてばかりの男でもないのだ。これで。

			「ま。何度か死にかけたけどね。でも、それは孝弘だって同じでしょ」

			「……まあな」

			「それに、おれは最後までひとりだったってわけでもないしね」

			　やや不自然におれの返事が遅れたことに、幸い、幹彦は気付かなかったようだ。

			「おれはさ、ほうほうのていでコロニーを落ち延びて、ああもうこれ駄目マジ死ぬって思ったそのときに、同盟騎士団の団長さんに拾われたんだよ」

			「おれたちも似たようなものだけどな。おれたちは副長のほうだが」

			「ああ。シランさんね。そういや、彼女、あとで孝弘と話をしたいって言ってたよ。砦とりでに着いたら、いろいろ説明する約束をしていたからって」

			「そういえば、そんな話もしていたか」

			　そんなのは部下にでもやらせればいいと思うのだが、どうやらシランは印象を裏切らず、律りち儀ぎな性格をしているようだ。

			「彼女はいま、探索隊の連中となにか話し合いをしているんだよな」

			「うん。まだ樹海には生き残りの学生がいるかもしれないから、その救出作戦について話をしてるはずだよ。あんまり学生の数が多くても守り切れないし、樹海での長時間の活動は危険だってことで、今回、シランさんたちが回ったのは、あくまで一部の拠点だけだったからね。だから、いまやってるのは、シランさんに続く第二陣をどうするかって作戦会議だね。つっても、探索隊が来たからには、多分、出るのは帝国騎士団のほうで決まりだと思うけど……」

			「ちょ、ちょっと待て、幹彦」

			　おれはマイペースに話す幹彦の話をとめた。

			　こういうところも変わっていない……というか、直っていないらしい。

			「悪いが、話についていけてない。順を追って説明してもらえないか」

			「そっか。孝弘たちはまだ、全然この砦のことを知らないんだったね。いいよ。掻かい摘つまんでってことになるけど、それでかまわなければ」

			　おれたちより一足早くこの砦に辿たどり着いていた幹彦は、どうやら相応に事情にも通じているらしい。道中短い間ではあるものの、おれは幹彦の話に耳を傾けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　幹彦の話によると、第一次遠征隊が樹海を踏とう破はし、東の地にある別の砦とりで――エベヌス砦に辿たどり着いたのが、いまから２週間ほど前のことになるらしい。

			　それと前後して、コロニー崩ほう壊かいの報が遠征隊にもたらされた。

			　このあたりの詳しい事情は幹彦も知らなかったが、水島美穂の幼馴染おさななじみである高たか屋や純じゆんが、遠征隊に助けを求めて東に向かったという話もある。同じように東に向かった者がいたか、あるいは、それこそ高屋純が危き急きゆうの報せを持って駆け込んだのかもしれない。

			　それからすぐに、エベヌス砦からここチリア砦に連絡があった。

			　ふたつの砦の間には、かなりの距離があるが、こういうときのために遠隔地への連絡手段が用意されているそうだ。魔法を用いた方法らしいが、幹彦も詳しいことは知らなかった。

			　エベヌス砦からの連絡というのは、崩壊したコロニーにいた学生たちの救助要よう請せいだった。そこで、シランが率いる数十名の騎士は、連絡を受けてすぐに救助のために砦を出た。

			　その一方で、探たん索さく隊は速度を重視した少人数のメンバーを選抜し、チリア砦に派遣した。これが『韋い駄だ天てん』飯いい野の優ゆ奈なをはじめとした３人で、彼らは２日前にチリア砦に到着した。砦に着くまでシランが探索隊の到着を知らなかったのは、このあたりが理由というわけだった。

			「ここまでが、これまでの経緯ね。でもって、これからの予定なんだけど、シランさんたち同盟騎士団が帰ってくるのを待って、第二陣が出発することになっててね。探索隊の奴らは、自分たちも救助活動に参加するつもりでいるんだ。その第二陣に同行するのが帝国騎士団。まあ、これはおれの予想だけどね」

			　現在、このチリア砦には帝国南方方面軍、帝国第二騎士団、そして、同盟第三騎士団という三つの組織が駐ちゆう留りゆうしている。所属が違う軍事組織がひとつの砦に混在しているわけだが、それには理由があるらしい。

			「孝弘はこんな森のなかに砦があることを、不思議に思わなかった？　要よう塞さいっていうのは、外敵に備えるためのものだろ。だけど、ここから先の森のなかに人間の集落なんてないよね？」

			「……つまり、この要塞が想定している『外敵』は、人間じゃないってことか？」

			「そういうこと。チリア砦はこの森の向こうにある人間の世界を、樹海に棲すむモンスターの脅きよう威いから守るために建設された要塞なんだ。つまり、この砦は人類共通の敵に立ち向かうための橋きよう頭とう堡ほってわけ。でもって、帝国と同盟諸国は、いわゆる宗主国と属国の関係にあるんだけど、それぞれ砦に戦力を供出してるんだ」

			　複数の国家が団結して立ち向かわなければならないほど、この世界におけるモンスターの脅威は大きなものらしい。そうした事情を聞いたうえでなら、探索隊からの救助要塞に騎士団が応えたという話に関しても納得がいった。要は、利益の問題なのだ。

			　この異世界にいる騎士や兵士が、どの程度戦えるものなのか、おれは知らない。しかし、グリーン・キャタピラと対たい峙じしたときの騎士たちの様子を思い返すに、それを簡単に撃破したチート持ちが、彼らとは隔絶した戦闘能力を持つのは、まず間違いないだろう。

			　異世界転移なんて出で鱈たら目めに巻き込まれたおれたちは、極めつけにイレギュラーな存在だ。この世界にどんな縁も持っていないし、したがって、多大な危険を冒おかしてまで、おれたちを助けてくれるような組織は本来なら存在しない。しかし、ここ樹海のモンスターを軽く蹴け散ちらすことのできるチート能力者たちは、この世界において非常に有用な人材だ。異世界の住人たちが彼らに利用価値を見出して、振って湧いた幸運を逃すまいと便べん宜ぎを図ることにしたのだとしても、まったくおかしなことはない。

			「それで……っと。着いちゃったね」

			　と、幹彦がつぶやいた。

			　まだ話は途中だが、どうやら目的地に着いたようだ。

			　学校の教室ほどの大きさの部屋だった。なかには、人の気配とざわめきがある。

			「ありがとう、幹彦。参考になった」

			　まだ聞きたいことはあるが、それはまたの機会にすべきだろう。短い時間だったが、有用な情報を得ることができた。

			　おれたちは話を中断して、部屋に足を踏み入れた。

			　部屋には、探たん索さく隊を含めたほとんどの学生たちが集まっていた。話をしながらやってきたせいで、おれたちは少しゆっくりし過ぎてしまったらしい。

			　歓かん待たいというのは、立食形式のパーティだった。長いテーブルに様々な料理が並んでいる。見た感じ、食生活はおれたちの世界とあまり変わらないようだ。パンがあって、スープがあって、豪快な肉料理が並んでいる。土地柄、魚料理はなかった。果菜や葉菜は少なめで、代わりに根菜類が多く使われている。

			　久しぶりのまともな料理に、学生たちは待ち切れない様子だった。もっとも、このあたりはおれも変わらない。思わず喉を鳴らしてしまい、気付いたリリィにくすりと笑われた。

			　学生たちや給仕の他にも、部屋には何人かの年配の男性の姿があった。彼らは料理の並べられたテーブルではなく、部屋の奥でなにやら打ち合わせをしている様子だった。

			　鎧よろい兜かぶとこそ身に付けていなかったものの、男たちには独特の凄すごみがあった。きっと軍だか騎士団だかのお偉いさんなのだろう。彩いろどりも鮮やかな軍服に、老いてなお強きよう健けんな体を包んでいる。

			　そのうちのひとりと、偶然、目が合った。

			「……？」

			　向けられる視線に圧を感じて、おれは思わず男の目を見返した。

			　睨にらまれているわけではない。かといって、値踏みされているわけでもない。それでいて、その視線には不思議な熱があった。

			　それは、決して悪意に属するものではなかった。だが、単なる善意より重たいものを感じた。

			　これまでの人生で向けられたことのない感情が、その視線には込められていた。

			　……居心地が悪い。おれは、こちらから視線を切った。

			　そうして、改めて部屋を見回してみて、気付いた。

			　他の異世界人たちも同じだった。おれを含めた学生たちを見るときに、彼らの視線は奇妙な熱を帯びるのだ。これは、そう。まるで敬けい虔けんな信徒が宗教画にでも向けるような……。

			　それにもまして不思議なのは、そんな視線を向けられていることを、おれ以外の学生たちがなんとも思っていないように見えることだ。

			　彼らは極々自然体で、隣にいる仲間たちと言葉を交わしていた。異世界の住人たちから、たまに窺うかがい見られていることに、誰ひとり気付いていない……なんてことはないはずだ。なのに、彼らがそれを気にしている様子はなかった。

			　……幹彦と言葉を交わしている間に忘れかけていた『ずれ』の感覚が、再びおれの体をじわじわと侵食し始めていた。

			「お集まりいただけたようですな」

			　最後におれたちがやってきたことで、頃ころ合あいと見たのだろうか。年配の男性が、部屋に集まった面々に呼びかけた。パーティが始まるらしい。

			「お初にお目にかかります。わたしはこの砦とりでの責任者、ジェイラス＝グリーンと申します」

			　どうやらこの男性が、この砦で一番偉い人間らしい。

			　そんな彼が、胸に手を当てて深々と腰を折ったので、おれは驚きに目を見張ってしまった。

			　おれたちの何倍も年月を重ねている、社会的地位のある男が、おれたちのような年とし端はもいかない若造に過剰なまでの敬意を示したのだ。

			　それがどうやら単なる社交辞令でないことは、わずかな震えを帯びた声色からも明らかだった。そこには、かすかな緊張と陶とう酔すい、そして、紛まぎれもない畏い敬けいの念があった。

			　呆ぼう然ぜんとしておれが見守る先で、ジェイラスは長々と下げていた頭を上げた。

			「ようこそ、『異界より降こう臨りんせし勇者』様方。お会いできて光栄に存じます」

			　……なんだ、それは。

			　というのが、おれの正直な感想だった。

			　完全に思考が停まってしまって、それ以外にまともな考えが浮かばない。

			「本来なら帝都にご招待したうえで、陛へい下か直々にご歓かん待たいするのが通例ではありますが、なにぶん、砦は深い森のなか。このような粗そ末まつなもてなししかできぬことを、お許し願いたい」

			「やめてください、ジェイラス将軍。おれたちがここにいるのは、自分たちの要望を叶かなえてもらってのことですから」

			　探たん索さく隊の大柄な男子生徒、十文字が男の言葉に応えた。

			「改めて礼を言います。ここにいる仲間たちを助けてくれてありがとうございました。これから行う救助活動についても手伝ってもらえるということで、ありがたく思います。みなさんの助けがあれば、きっと他のみんなとも無事に再会できるものと確信しています」

			　礼を告げる十文字の態度は堂々としていて、集まる注目にも怖おじるところがなかった。

			　精せい悍かんな顔立ちに微笑ほほえみを浮かべ、目の前の男性の敬意を当たり前のものとして受け入れている様は、大柄な体がひと回り大きく見えるほどだった。

			　それは物語のなかに生きる主人公のような、伝説のなかで謳うたわれる英雄のような……それこそ『勇者』としての振る舞いに他ならなかった。

			　……とんだ茶番だった。

			　おれたちは英雄なんかじゃない。異世界転移なんて非日常的な出来事に巻き込まれただけの、どこにでもいる十代の子供だ。

			　この異世界にやってきてからのすべての出来事は、そんな当たり前の事実をおれたちに思い知らせたのではなかったか。

			　コロニー崩ほう壊かいの日にあった、あの混乱と醜しゆう態たいを忘れたのか。

			　あの無力さを、惨みじめさを覚えているのなら、勇者なんて夢を見られるはずがない。

			　そのはず……なのに。

			　そんなふうに感じているのは、どうやらおれだけらしかった。

			　騎士団に保護されてここまでやってきた学生たちには、特に疑問に思った様子もなかった。それどころか、彼らが十文字に向ける視線には憧あこがれさえ宿っており、表情には称しよう賛さんの色があった。

			　強烈な違和感が、ぐらぐらとおれの脳味噌を揺さぶった。

			　わけがわからない。宇宙人のなかに紛まぎれ込んでしまった気分だった。

			　この状況に違和感を覚えているらしいのは、おれ以外には、隣のリリィだけ――

			「くっだらねー」

			　――では、なかった。

			「……幹彦？」

			　それは本当に小さなつぶやきだったので、近くにいたおれ以外には聞こえなかっただろう。

			　眼鏡の下から部屋の様子を眺める幹彦の冷たい視線は、彼の心情を雄ゆう弁べんに語っていた。

			　幹彦の目が、混乱するおれの姿を映し出した。

			「良かった、孝弘はまともなんだね」

			　幹彦はふっと唇をほころばせた。

			「パーティも始まったことだし、少し話をしようか。ついてきてよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　異世界転移なんて現象は稀まれなことだとおれは思い込んでいたのだが、この世界では、そうでもないらしい。それどころか、転移者という存在はよく知られたものなのだそうだ。

			「おれたちだけでも１０００人くらい転移してきたんだ。他に転移者がいたとしても、そう不思議なことでもないだろ？」

			　これは幹彦の台詞せりふだが、言われてみれば、もっともな話ではあった。

			　ただし、おれたちのケースには例外的なところもあって、これほど多くの転移者が同時に現れることは、この世界でもこれまでになかったことらしい。

			　この世界に転移者が現れるのは、平均して百年に一度。現れる人数は、普通はひとり。多くても片手で数えられるくらいが、せいぜいだそうだ。

			　とはいえ、それ以外はおれたちのケースと変わりない。たとえば、これまでこの世界に転移してきた者たちは、例外なく図ず抜ぬけた力を持ち合わせていた。

			　おれはてっきり、東の地へ赴おもむいた探たん索さく隊のチート能力を知った異世界人たちが、彼らに利用価値を見出したのだろうと考えていたのだが、実際のところは、最初から異世界人たちは転移者の有用性を知っていたというわけだ。

			　……いや。『有用性』と言ってしまうのは、この場合、正確な表現ではないか。

			　異世界の住人たちが転移者に抱いているのは、尊敬さえ通り越した畏い敬けいの念だ。

			　だからこその『異界より降こう臨りんせし勇者』という発言や、あの畏かしこまった態度なのだ。

			　改めて考えてみれば、これはそれほど不思議なことではない。

			　この世界の住人たちは、常にモンスターの脅きよう威いに晒さらされている。

			　そんな世界に常識外れた力を保持した人間が現れる。彼らはその強大な力を用いて、凶悪なモンスターを鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに蹴け散ちらしてみせる。聞けば、なんと彼らは異世界からの来訪者なのだという。

			　……救世主扱いもされるだろう。されないほうがおかしい。

			　聞けば、伝承のなかで謳うたわれる最初の勇者降臨は、それこそ、この世界の人間社会がモンスターに喰い潰される寸前のことだったらしい。

			　放っておけば、モンスターの脅威は年々増大する。対抗するためには、手に武器を取って戦わなければならない。ここ何千年というもの、おおよそ百年に一度の周期で勇者が降臨することによって、モンスターの勢力は削そがれ、この世界の人間たちは息を繋つないできたのだ。

			　見方を変えるなら、この世界では『勇者』という存在が、『社会を維持するシステムとして組み込まれている』ということになる。当然、社会としても転移者を受け入れる体制が整っていて、たとえば言葉が通じることなんかがわかりやすい一例だろうと幹彦は言った。

			「孝弘はおかしいと思わなかった？　おれたちの世界だって、数千種類って言語があった。この世界にだって、独自の言語体系くらい存在するさ。本来なら、おれたちと言葉が通じるはずがない」

			「そういえば……」

			　おれが思い出したのは、グールになって襲いかかってきた兵士たちの遺体から回収した、あの書しよ簡かんのことだった。

			　そこには、見たこともない文字が書かれていた。それなのに、おれを含めた転移者たちは、なんの不自由もなく異世界人たちと言葉を交わすことができた。おれ自身、それを不思議だとは思っていたのだった。

			「この世界とおれたちの世界の言葉は違ってる。だけど、仮にも勇者様にイチから言葉を教えるのも迂う遠えんな話だ。かといって、地球上のどこの地域から転移者がやってくるかわからないから、勇者様の来訪に備えて、こちらの世界の人間たちが地球の言葉を覚えるのも難しい。……まあ、このあたりは、孝弘にはよくわかる話だと思うんだけどね？」

			　最後だけ冗談めかしてへらりと笑う幹彦に、おれは眉まゆをひそめた。

			「……悪かったな、英語の成績が悪くて。文法はできるんだ」

			「リスニング壊かい滅めつじゃん」

			「……」

			「はは。そんな孝弘でも安心していいよ。この世界では、そのあたりの問題を魔法でクリアしてるから」

			　そういう技術があるらしい。わかりやすくいえば、翻ほん訳やく機きだ。

			　この世界には、特殊な鉱物を利用して様々な効果を発揮する『魔石』を作製する魔法技術が発達している。たとえば、おれが案内された部屋に取り付けられていた照明や、山小屋の結界の魔石なども、その類たぐいだ。そのひとつとして、翻訳の魔石というのがあるらしい。

			「……しかし、魔石か。なんていうか、ずいぶんとベタだな」

			「うーん。それも仕方のないところがあるんだよ」

			　幹彦が語るところによると、翻訳の魔石は使用者の周囲にいる人間が相互に会話をすることを可能にするのだが、その際に互いに聞こえる言葉というのは、『その人間の認識から一番それらしい単語が選ばれる』のだそうだ。だから、同じ話を聞いていても、人によっては聞こえる単語が違ったりすることがたまにあるのだという。

			　魔力や魔法というものが実在するのなら、それをどうにかして『魔法使いという個人の技術』ではなく、『万人に利用可能な道具』に落とし込もうとするのは、人間社会として当然の試みと言えるだろう。そうして確立された道具の名称が『魔石』と聞こえるのは、それはもう、こちら側の都合だということだ。

			　とすると、先程から話に出てくる『勇者』というのも、おれたちにとって一番それらしい言葉が見み繕つくろわれたものと考えるべきなのだろう。ベタだと感じられるのは、それだけ広く共有された概念であるからだ。

			　しかし、便利なものがあるものだ。

			　ただ、このあたりについては『お前が言うな』という話ではある。

			　おれのチート能力は『パスという魔法的な繋がりによってモンスターと意思を通わせる』というものだ。これは、翻訳の魔石の類型と言える。

			　ただし、この翻訳の魔石、確かに便利なものではあるのだが、使えるようになるには専門の訓練が必要らしい。たとえば、おれたちをチリア砦とりでまで案内してくれたシランは、訓練を受けたうえで翻訳の魔石を携たずさえていたから、ああして言葉が通じたというわけだ。

			「このチリア砦にはシランさんみたいなのが何人もいるから、ここにいる間は、言葉の問題で苦労することはないと思うよ」

			　というのが幹彦の言だが、それはつまり、『なんらかの理由でここから立ち去ってしまえば、たちまち言葉の壁にぶつかる羽は目めになる』ということでもある。

			　今後の展開次第では、対策を講じる必要があるかもしれなかった。

			　ともあれ、このように転移者はこの世界で勇者として厚く遇されている。

			　しかし、だからといって、こちらがその気になるかどうかというのは、また別の話だ。

			　おれたちは、この異世界に放りこまれて右往左往する子供だ。言うなれば、世界を跨またいだ『遭そう難なん者しや』であって、間違っても『勇者』なんかではありえない。

			　あのコロニー崩ほう壊かいの日を知っているなら、勇者なんて夢を見られるはずがない。

			　というのが、おれの意見だったわけだが……しかし、である。

			　仮にあの日を知らないとするなら、どうだろうか？

			　コロニー崩壊と、それに伴う災難は、おれの価値観を激変させた。その変化を体験していないとすれば、話はまったく違ってくる。

			　ここに、おれが感じていた『ずれ』の原因があった。

			「いいかい、孝弘。探たん索さく隊の奴らは３人とも、第一次遠征隊に参加していた連中なんだ。あいつらはコロニー崩壊の事実を知っているけど、あくまでそれは、知っているだけだ。実際にそれを見たわけでも、あの場の空気を肌で感じたわけでもない」

			　百聞は一見に如しかず、という言葉を引くまでもない。彼らは本当の意味で、コロニーで起きた出来事を知らないのだ。だからこそ、さっき探索隊の十文字は、『この砦の人間の助けがあれば、きっと他のみんなとも無事に再会できるものと確信している』なんて甘いことを言っていたのだろう。

			「そもそも、これまで奴らが辿たどってきた道のりを考えてみればいい。異世界にやってきたことで目覚めた強力無比な力によって、襲いかかってくる怪物たちを蹴け散ちらして、無力な学友を守ってやり、いざ立ち向かうは森を横断する大冒険だ。奴らにとっては雑ざ魚こでしかないモンスターを相手に無む双そうの立ち回りをして、底上げされた体力で前ぜん人じん未み踏とうの地を突き進み、ついに人の住む世界に到着すれば、勇者様だ英雄様だと持て囃はやされる」

			　幹彦の言葉には隠しきれない皮肉があったが、言っていることは間違っていない。

			　苦痛も、恐怖も、絶望も、挫折も。

			　そこには、おれがこの異世界にやってきてから経験した諸々の苦難は、ひと欠片かけらだって存在しなかった。

			「もちろん、あいつらにだって不安はあっただろうさ。だけど、それはみんなで励はげまし合って乗り越えるために用意された程度のものでしかない。たったひとりで森を彷徨さまよう心細さや惨みじめったらしさに比べれば、なんてことはないものだよ」

			　そんなのは、英雄譚たんを彩いろどるためのスパイスだ。

			　あとはただただ、華々しい活躍だけが彼らを輝かせる……。

			「同じ異世界転移ファンタジーでも、おれたちとは物語のジャンルが違っているんだよ」

			　それは、とても幹彦らしい表現だった。

			　そして、そのジャンル分けでいうのなら、おれと一緒にこの砦とりでにやってきた13名の学生たちは、おれたちではなく探たん索さく隊の側の登場人物なのだという。

			「一時的にとはいえ、１０００人が暮らしていた集落だ。一口にコロニーとはいっても、それなりに広かっただろ。コロニーが崩ほう壊かいしたときは、どこもかしこも均等に地じ獄ごく絵図ってわけじゃなかったんだよ。さっき孝弘と一緒にここにやってきた連中は、みんな、混乱に巻き込まれる前に、コロニーに残っていた一部の探索隊に連れ出されて、山小屋に避ひ難なんしていたんだ」

			　以前に、似たような話を聞いたことがあった。

			　加藤さんのことだ。

			　彼女は崩壊するコロニーを逃げ惑ったあとで、水島美穂の幼馴染おさななじみである探索隊の高たか屋や純じゆんに保護されて、山小屋へ連れて行かれたと聞いている。

			　加藤さんと違って、保護されることなく死にかけたおれのような者もいれば、あの地獄を見ることさえなく保護された運の良い者もいた、ということだ。

			「だからか……」

			　おれはこの砦までやってきた道中のことを思い出していた。

			　和わ気き藹あい々あいとした空気。かけられた温かい言葉。励まし合う学生たち。

			　まとめ役の生徒。不良に、いじめられっこ。現代日本でどこにでもある教室の光景を、そのまま森に持ってきたような印象を受けたことを覚えている。

			　……それが、そもそも不自然なのだ。

			　こんな世界に放り込まれてなお、彼らが変質していないことには、それなりの理由があった。彼らはずっと守られてきたのだ。転移の直後からコロニー崩壊を経て、森を移動して砦に到着するまで、ずっとだ。

			　そうと知って思い返してみれば、砦のすぐ外でグリーン・キャタピラに襲われたとき、学生たちがパニックに陥おちいったのも、当然のことだったのだろう。彼らはあのとき初めて、その身に迫る本当の危機に直面したのだから。

			　そして、またしても彼らは救われた。探索隊の手によって。

			　彼らにしてみれば、探索隊はこれまでずっと自分たちを守ってくれた存在だ。勇者だと持て囃はやす異世界人の反応を見ても、疑問に思う余地などない。自分たちの英雄が認められたと思うだけのことだろう。

			　いいや。それだけではない。

			「おれたちがチート能力って呼ぶ強大な力を、この世界では『恩おん寵ちよう』っていうんだ。これまで現れた転移者はみんな、この不思議な力を持っていたらしい。それは、おれたち残留組の学生たちも、転移者である以上、例外じゃない」

			　すでに己の力を自覚しているおれは知っていたことだが、残留組の学生たちも、いまや自分に隠された力があることを知っている。

			　だから彼らにとって、探たん索さく隊の英雄たちは、追いつくべき先せん達だつだ。いずれは、自分たちもあんなふうに。そう思うことは、決して不自然なことではなかった。

			「まったく、ふざけた話さ！　なにが勇者だっての！」

			　話をしているうちに感情が煮立ってきたのか、幹彦は拳こぶしを握り締めた。

			　その怒りには、義ぎ憤ふんの色合いが強い。コロニーでの惨さん劇げきを知っているからこそ、そこで失われていった命の重みを肌で実感しているからこそ、なにも知らずに勇者様だなんだと持て囃はやされて、能天気に喜ぶ学生たちが気に入らないのだろう。

			　気持ちはわかる。痛いくらいに。

			　だが、その一方でおれは、それを幹彦のように表に出す気にはなれずにいた。

			　――良かった、孝弘は『まとも』なんだね。

			　幹彦がついさっき、この場の『異様な雰囲気』を疑問に思うおれを見て、口にした言葉だ。

			　しかし、果たしてどちらが『まとも』なのか。『異様』だったのはなんであり、誰なのか。そのあたりを考え始めてしまうと、おれは身動きが取れなくなってしまったのだ。

			「あっ」

			　そうして、ひと通り話が終わった頃のことだった。

			　なにかに気付いた様子で、幹彦が声をあげた。

			　まさに宴もたけなわ。探索隊の３人を主役にしたパーティの会場に、丁度、ふたりの人物が入ってきたところだった。

			「団長！」

			　幹彦が声を上げると、気付いた女性ふたりがこちらにやってきた。

			　前を歩いているのは、銀色の髪を短く刈った、背の高いがっちりした体格の女だった。

			　幹彦は彼女に駆け寄っていく。

			　あの嬉しそうな反応を見るに、あれが樹海を彷徨さまよっていた幹彦を保護したという、同盟第三騎士団の団長なのだろう。背の高い女に小柄な幹彦が駆け寄る図は、どことなく、飼い主に駆け寄る犬めいた印象があった。ずいぶん懐いているらしい。おれにとってのリリィみたいなものかと考えれば、関係性は異なるとはいえ、ああも嬉しそうなのは不思議ではなかった。

			　なんてことを考えつつ、幹彦の背中を見送っていたおれのほうに、銀髪の女性のうしろにいた金髪碧へき眼がんの少女が歩み寄ってきた。

			　おれをここまで連れてきてくれたエルフの騎士、シランだった。パーティという場所を考慮してか、騎士の鎧よろいは身に着けていない。

			「折角の歓迎の宴に遅れてしまい、申し訳ありません」

			　堅苦しい調子で言うと、彼女はかっちりと踵かかとを合わせて頭を下げた。

			　おれは彼女の金色のつむじを、ひどく複雑な気持ちで見下ろした。

			「頭を上げてください。そんなの謝るようなことじゃない。それに、おれはそんなたいした人間じゃありませんから」

			「なにをおっしゃいますか。孝弘殿は異界より降こう臨りんされた勇者様のおひとり。あまつさえ、あの樹海を踏とう破はされた方ではありませんか」

			　以前はそれほど気にならない仰ぎよう々ぎようしい物言いだったが、いまのおれは、そうした態度がなにに由来するものなのかを知ってしまっている。それはまったく見当外れの敬意であり、それだけに、畏かしこまられても居心地が悪い気持ちにしかならなかった。

			　だが、ここでおれがなんといっても、シランの勇者に対する敬意は揺るぎそうになかった。

			　真っ直ぐな眼差しが、誠実な表情が、勇者という存在に対して彼女の抱いている信頼と期待を、雄ゆう弁べんに物語っていた。

			　これはもはや信仰に近い。

			　と考えてから、おれは気付いた。

			　実際、これは信仰なのだ。

			　ある種の現あら人ひと神がみと言ってしまえば、わかりやすいかもしれない。

			　魔法が存在し、定期的に勇者が降臨するこの異世界では、モンスターから人々を守る勇者の伝説は現実のものとして息づいており、異世界から降臨する勇者に対する絶対の信仰として、この地に生きる者たちの胸に宿っているのだ。

			　この世界の人間たちが、みんなそうなのかどうかは知らない。だが、少なくとも、目の前にいる素そ朴ぼくな彼らは信じているのだ。自分たちが命懸けで戦い、堪たえ忍ぶことで、いずれは勇者が現れて、ともに戦ってくれるということを。

			　そして、ここにこうして、おれたちは降臨してしまった。

			　彼らはおれたちが勇者だと信じて、疑いもしない。困っているところを見れば躊躇ためらいなく救援の手を差し伸べ、最大限の敬意を払い、下にも置かぬ扱いをしている。

			　おれがこの服の下に仕込んだ鎧よろいと一緒に、彼らに対する疑ぎ心しん暗あん鬼きを隠しているなんてこと、想像さえしないのだろう。

			　なにも知らずに愚おろかなことだ。

			　……なんて、そんなふうに思うことはできそうになかった。

			　隣人を信じること。他人の悪意を疑わないこと。

			　おれだって、かつてはそうして生きてきた。

			　この世界にやってきて、おれが失ってしまった素晴らしいものを、彼らは当たり前のものとして所有している。

			　そして、それはきっと、この場にいる他の転移者たちも同じことなのだ。

			　これから探たん索さく隊は、この世界で勇者として活躍していくのだろう。彼らの強大な力を以ってすれば、この世界の脅きよう威いであるモンスターを駆く逐ちくすることなど、害虫駆除より容易たやすいことだ。逆説的ではあるが、勇気なんて必要ないくらい強大な力が、彼らが勇者として活動することを保証してくれている。

			　彼らに保護された残留組の学生たちだって、いずれは己の力に目覚めて、英雄として生きていくに違いない。おれとはジャンル違いの彼らの物語に、悲劇など存在しない。素晴らしいものを、そうと意識することさえなく保持したまま、彼らは勇者として生きていく。

			　これもまた、悪いことであるはずがない。彼らは力を正しく使おうとしているのだから。

			　確かにおれは、彼らの知らないことを知っている。

			　崩ほう壊かいするコロニーで人間の汚さを知った。絶望を覚えた。苦痛に塗まみれて、惨みじめったらしく地を這う経験をした。

			　だが、だからといって、素そ朴ぼくに他人を信じている人たちのことを『わかっていない』とこきおろすのは、少し違っているだろう。

			　おれは他人を疑えるようになったわけではない。信じられなくなっただけだ。

			　経験からなにかを得たわけではなくて、人間として大切なものを失っただけだ。

			　隣人を信じられる彼らと、疑ってしまうおれ自身。どちらがまっとうかなんて問い掛けは、あえてするまでもないことだろう。

			「孝弘殿？」

			　不意に呼び掛けられて、おれは我に返った。

			　気遣わしげな顔をしたシランが、こちらを見詰めていた。

			「あ、ああ。なんですか？」

			「この世界のことについてわからないことを、いろいろとご説明を差し上げると、先刻、お約束した件についてなのですが……申し訳ありません。少しお待ちいただけないでしょうか」

			　そんなことか、とおれは頷うなずいた。

			「それはかまいませんが。そういえば、パーティに参加するのが遅れたみたいですが、それがなにか関係が？」

			「いいえ。それはまた別件です。昼にあったグリーン・キャタピラの襲しゆう撃げきが、どうも気になりまして。少し城壁の上から、森の様子を見てきたのです」

			「……」

			　ガーベラあたりが見つからなかっただろうな。

			　と、心配してしまったのは、彼女のうっかり加減を知っているからだった。

			　我慢し切れずに近くまでやってきて、砦とりでの兵士に発見されて大騒ぎ……なんてことになってしまったら、冗談では済まない。ここにはチート持ちが３人もいるのだ。大人しくしていてほしいものだった。

			　おれの浮かべた微妙な表情を、砦の防備に関する不安のためだと解釈したらしく、シランは整った顔立ちに微笑ほほえみを浮かべた。

			「ご安心ください。恥ずかしながら、わたしの取り越し苦労でありましたから」

			「そうでしたか。でしたら良かった。……本当に」

			「わたしはこれから、ここまで同行させていただいた方々に、ご挨あい拶さつをして回らなければなりません。そのあとでよろしければ、お話させていただきたいと思うのですが」

			「ああ。そのことなんですが……申し訳ありませんが、おれはそろそろお暇いとましようかと思います。ですから、また後日に時間を取ってもらえませんか」

			「かまいません。それでは、またご連絡させていただきます」

			「あれ？　孝弘、部屋に戻るの？」

			　やりとりを聞いていた幹彦が尋ねてきたので、おれは頷うなずいた。

			「到着したばかりで少し疲れた。悪いが、幹彦。まだいまいち地理が掴つかめてない。部屋まで連れて行ってもらえないか」

			「いいよ。水島さんはどうする？」

			「わたしも戻るよ。真島くんだけにはしておけないし」

			「了解、了解。お熱いことで。んじゃあ、団長。あとでもっかい来ますんで」

			　団長とシランに挨拶をしてから、おれたちはその場をあとにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　部屋に着くまでの間、幹彦とは他愛のない話をした。先程の会話で、欲しかった情報は大体手に入れたので、おれからはもう訊ききたいことはなかった。

			　ただ、幹彦は違ったようだ。

			「孝弘さぁ」

			　部屋の前に辿たどり着いたところで、幹彦は話を切り出した。

			「あんまり思い出したくないだろうし、嫌だったら答えなくてもいいんだけどさ。おれたちのコロニーが終わった、あの日のことなんだけど、ひとつ訊いてもいいかな？」

			「なんだ」

			「お前、正まさ樹きや総そう司しと同じ区画で仕事してたじゃん」

			　幹彦が口にしたのは、おれたちの共通の友人の名前だった。

			「あいつらがどうなったか知らない？」

			「死んだよ」

			　訊きかれるだろうなと予測はしていた。

			　だから、平静な声で答えられたと思う。

			「あの日に死んだ。おれの目の前で」

			　それ以上、詳しい話をするつもりはなかった。

			　――ひとりは惨みじめに痛めつけられて死んで。

			　――もうひとりは炎に巻かれて灰になった。

			　そんなことを伝えてもなんにもならない。

			　だったら黙っていたほうがいい。そう思ったのだ。

			「そっか」

			　なるべく簡かん潔けつに伝えたつもりだが、ひょっとしたら、なにか勘付かれたかもしれない。

			　幹彦はそれ以上、尋ねてこなかった。その代わりに、こう言った。

			「お前が生きていてくれて良かったよ。もちろん、水島さんもさ」

			「ああ。おれもお前に、もう一度会えて良かった」

			　にっと笑って、幹彦は去っていった。

			　その背中を見送って、おれは溜め息をこぼした。

			　もう一度会えて嬉しいのだと、口にした言葉は本当だった。けれど、結局、おれは最後まで幹彦に隠し事をしたままだ。

			　失われたものは、もう二度と戻ってこない。

			　人の命も、裏表のない関係も、あるいは、かつての自分自身さえ。

			「ご主人様」

			　腕に抱きついてきたリリィが、耳元で囁ささやいた。その声は、どこか不安げに震えている。

			　おれのことを心配してくれているのだ。

			　おれはこちらからも腰に手を回して、彼女のことを抱きしめ返した。

			「ありがとう。だけど、大丈夫だから」

			「……本当？」

			「本当だ。強がって言っているわけじゃない」

			　羨うらやましくない……というと、さすがに嘘うそになるか。

			　実際、無条件の信頼を示す学生たちや騎士団たちに、おれは『ずれ』を感じたし、ショックを受けてしまっていた。今更、おれはああいうふうには生きられない。あの輪のなかに入ることはできない。そのために必要なものは、もう二度とこの手に戻ってこないのだから。

			　だけど、そんなことはどうだっていいのだ。

			「おれには、お前たちがいてくれるからな」

			　失ってしまったものを嘆くより、この腕のなかにある温もりを守り抜くべきだ。

			　そのためにだったら、隠し事だってする。どれだけでも慎重になろう。

			　それが、いまの真島孝弘という人間なのだ。そうした自分を恥じはしない。

			　これから英雄として生きていく彼ら彼女らのことを認めないわけではないし、ましてや馬鹿にするつもりはないが、だからといって、自分自身を無む闇やみに卑ひ下げしたりもしない。彼らに勇者としての物語があるように、おれにはリリィたちとともに生きる、おれだけの物語がある。あるいは、彼らといまの自分を比べることで、それを強く感じられたことこそが、今日一日で一番の収穫かもしれなかった。

			「そろそろ部屋に戻ろうか」

			　おれはリリィから体を離した。

			「打ち合わせをしよう。現状は大体把は握あくできた。明日はまた、いろいろとシランさんに訊きかなくちゃいけないことがある。この世界におれ以外のモンスター使いがいるのかどうか、ここを抜け出したあとの食料調達に関して、あとは……言葉の問題もどうにかしないとな」

			「苦手だもんねえ、語学」

			「お前までそれを言うか。……魔石に期待だな」

			　リリィと連れ立って、おれは部屋に入る。

			　そして、ぱたんと扉を閉めた。

		

	
		
			04　案内と訓練

			　

			　翌日の朝、身支度を終えた頃にやってきた兵士に案内されて、おれはリリィと一緒に朝食の席に向かった。

			　おれたちが寝起きしている砦とりでの区画では、一部の騎士たちも寝起きしているらしい。身なりの良い騎士とすれ違うたび、足をとめて慇いん懃ぎんな礼をされるので、おれは辟へき易えきとしてしまった。

			　一般の兵士たちが寝泊りする区画はまた別にあるらしく、警護役の兵士以外と顔を合わせる機会がないのは幸いだった。こんな扱いは居心地が悪いだけだし、慣れた頃には、なにか勘違いをしてしまいそうだった。

			　おれたちは、昨日の夜に案内されたのより、ひと回り小さな部屋に通された。

			　すでに食事を始めている何人かの学生たちと挨あい拶さつを交わし、給仕をしている年とし嵩かさの女性のもとに向かう。焼いてから間もない芯しんに熱が残ったパンを渡され、根菜主体のサラダを皿に盛ってもらう。大鍋からは、ごろりと大きな肉が浮かんだスープを器によそってもらって、おれたちはテーブルについた。

			　リリィと差し向かいで朝食を摂り始めようとしたところで、幹彦がやってきた。

			「おっはよ、孝弘。水島さん」

			「幹彦か。おはよう」

			「おはよう、鐘木くん。……たくさん食べるんだねえ」

			　リリィがちょっと呆あきれたような口調で言った。おれの隣の席についた幹彦が木製の盆に載せて持ってきた朝食は、おれたちの３倍は量があったのだ。

			「頼んだら盛ってくれるよ。孝弘も頼めば？」

			「おれはいい。朝からそんなに食えない。……というか、お前って、そんな大食いだったか」

			「んんー。まあ、一度、餓が死し寸前までいったからかねえ。どうも体質が変わったっぽいよ」

			　傍そばで聞いていたらぎょっとするようなことを、なんでもない世間話の調子で言ってのけて、幹彦はもぎゅもぎゅパンを口に詰め込んだ。

			「そのうち太りそうで、ちょっと怖いね。ちゃんと運動しないと」

			　そんなことを言う幹彦だが、おれの記憶にあるより、その姿はかなり痩やせている。

			　本人の言うところの『餓死寸前の状態』から、回復し切っていないのだろう。体がそれを補おうとしているのか、幹彦はがつがつ食事を掻かき込んでいた。

			「運動といえばさ、孝弘たちは今日どうするん？　訓練には参加する予定？」

			「訓練……？」

			「あ。そっか。孝弘と水島さんは、昨日、すぐ部屋に戻ったから知らないんだっけ」

			　手て慰なぐさみにスプーンを揺らしつつ、幹彦はおれが部屋に戻ったあとのことを教えてくれた。

			「砦とりでに来たばっかりの孝弘たちは、まだこの砦のことをよく知らないわけじゃん？　だから、今日は砦を預かる将軍自ら、砦のなかを案内するってことになってるんだ。練れん兵ぺいの様子なんかも見学できるらしいね。で、そのあと、砦のほうから人員を回してもらって、希望者は軽く訓練を付けてもらえるんだってさ。剣と魔法のファンタジーなやつをね」

			「へえ」

			「残留組がチート能力を持ってるって言っても、それがどんなものか自覚できないと、宝の持ち腐ぐされでしょ。今日からちょっとずつ色んなことを試してみて、自分の能力がどんなものなのか探ろうってことらしいよ」

			「なるほど」

			　悪くない発想だ。おれ自身、『モンスターに直接遭そう遇ぐうする』という切っ掛けなしには、自分が持つ固有の能力を自覚できなかった。様々な機会を得ることの重要性は理解できる。残念なのは、おれはすでに能力を自覚しているので、参加する意義が薄いということだが。

			　おれはふと、幹彦の腰に下がった、片側２本ずつの短剣を見下ろした。

			「そういう幹彦は参加するのか、その訓練とやらに」

			「え？　おれが？　あいつらと一緒に？　なんで？」

			　幹彦は横目でちらりと部屋にいる他の学生たちを見ると、ふんと鼻を鳴らした。

			　わかりやすい態度に、おれは小さく苦笑した。

			　とはいえ、幹彦の態度を咎とがめるつもりはない。正直なところ、おれも探たん索さく隊の奴らは好きじゃないし、他の学生たちにもあまり良い印象は抱いていないからだ。

			　これは、ただのつまらない嫉しつ妬とだ。そんなことはわかっている。ただ、わかっていても、どうしようもないことはある。我がことながら、人間が小さくて嫌になるけれど。

			「今日は団長さんのとこに行くつもり」

			　口のなかのものをごくりと呑み込んで、幹彦が口をひらいた。

			「今日はっていうか、今日もだけど」

			「……ずいぶんと惚ほれ込んでるんだな、あの人に」

			　おれは昨日の夜に顔を合わせた、銀髪の女性を脳のう裏りに思い浮かべた。それと同時に、彼女に懐く幹彦の姿も思い出される。

			「惚れ込んでるってのはいいね。色んな意味で的を射てる」

			　幹彦は照れさえもしなかった。楽しげに肩を揺らしている。

			　どうやらこれは本気らしい。

			「……驚いた。お前、二次元以外に興味ないとか言ってなかったか」

			「宗しゆう旨し替えするくらい、本気だってことだよ。まあ、なかなか難しいところもあるんだけどね。出身地、というか、世界の違いとか、歳の差はどうにかするとして、身分の差のあたりは、いかんともしがたいっつーか」

			「身分？」

			「あの人、ああ見えて小国のお姫様だからさ」

			「……なんで、そんな身分の人間が、騎士団で団長なんてやってるんだ」

			「いろいろあるんだよ。いろいろ。しがらみとか、諸々含めてね」

			　聞けば、彼女が団長として率いている同盟第三騎士団が冠につけている『同盟』とは、樹海に面した小国群を指すそうだ。

			　同盟第三騎士団は、そのなかの一国から派遣された騎士によって構成されており、彼らを率いる騎士団長は、王族が務めるしきたりなのだとか。いかにも面倒な異世界事情という感じで、なるべくなら、関わり合いになりたくないことだった。

			　しかし、幹彦は特に気負った様子もなく、こう言った。

			「あの人もあの人で、いろいろと大変だからね。支えてあげたいって思うんだ」

			「……そうか」

			　おれにしてみれば、ただただ面倒だとしか思えない、この世界の人間たちが抱えたややこしい事情に、どうやら幹彦は真正面から取り組んでいく心積もりらしい。

			　そんな面倒なことに首を突っ込むなんて気が知れない、とは思わない。

			　なんとなく、いまの幹彦の気持ちはわかるような気がしたからだ。

			　これは昨日のうちに幹彦から聞いた話だが、過去に勇者として現れた転移者が、元いた世界に戻れた記録はないらしい。

			　おれたちは、いずれこの世界に骨を埋めることになる。

			　だったら、これから先の長い人生を、おれはリリィたち眷けん属ぞくと過ごしたい。

			　幹彦にとって、そう思える相手が、同盟騎士団を率いる団長さんなのだろう。だから、異世界の面倒な事情にだって、正面から立ち向かおうと思えるのだ。

			　おれ自身、これから先にどんな困難に見舞われようとも、今更、リリィたちと離れるなんて考えられない。それと、きっと同じことなのだ。

			　おれが出会ったのが、モンスターであるリリィではなく、この異世界の人間だったなら。

			　幹彦が出会ったのが、同盟騎士団の団長ではなく、モンスターであったなら。

			　おれたちの立場は、違っていたかもしれない。

			「頑張れよ」

			　おれがしてやれるのは、応援の言葉を送るくらいのものだ。

			　幹彦は少し照れたように笑って、頷うなずきを返した。

			　対面のリリィは、そんなおれたちのことを笑顔で眺めていた。

			「……ん？」

			　おれは首を傾かしげた。彼女の表情が、なんだか妙に嬉しげなものに見えたからだ。

			「どうした？」

			「ううん。なんでもない」

			　リリィは首を横に振って、食事に戻った。

			　この場では言えないことなのか。それとも、本当になんでもなかったのか……。

			　まあ、なにかあるなら、あとで向こうから言うだろう。

			　おれはそう判断して、残りの食事の時間を、幹彦との会話にあてることにした。

			　

			　幹彦の話は半分が団長さんに関することで、もう半分はおれと『水島美穂』との仲をからかうものだった。要するに、ほとんどが雑談で、会話から大した情報は得られなかった。

			　友人との雑談なんてのは、本来そういうものだが。

			　リリィはあまり会話には参加せず、言葉を交わすおれたちのことを眺めていた。

			「……」

			　どことなく嬉しげに、そして機嫌良さそうに、おれたちのことを見守っていたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食を終えたおれたちは、幹彦の言っていた砦の案内ツアーに参加することにした。

			　他の転移者たちも、体調を崩している者以外は、全員が参加しているようだった。

			　案内には、砦とりでを預かるグリーン将軍自らが先頭に立つのみならず、帝国南方方面軍や帝国騎士団の幹部が同行した。将軍以外の軍人たちは、見学をする学生たちに声をかけたり、彼らの質問に答えたりしていた。

			　案内をするグリーン将軍は、いかにこのチリア砦が難攻不落の要よう塞さいであるのか、そこを守る兵士がいかに精強であるのか、ひいては、そんな彼らを率いてこの要地を任された自分自身がいかに優秀な人間であるのかということを、雄ゆう弁べんに語った。

			　この催もよおしの意図が、おれにもなんとなく掴つかめてきた。

			　言ってしまえば、これは彼らにとって、勇者へのアピール・タイムなのだろう。そうして考えてみると、この『勇者に砦を案内する』という仕事は、かなり競争率の激しいものだったのかもしれない。

			　実際、案内に参加しているのは、砦の幹部クラスだけのようだった。同盟騎士団だけは参加していなかったが、このあたりが幹彦の言っていた『いろいろな事情』の表れのひとつなのかもしれない。同盟の小国家は、帝国の属国だということだし、砦での立場は強くないのだろう。

			　ともあれ、砦の案内自体はそれなりに有意義なものだった。

			　上機嫌のグリーン将軍を先頭にして、おれたちは砦のなかを歩いて回った。

			　チリア砦は、平たい多角柱を重ねたような形をしている。堀で囲った外壁の内側には、更に防壁が張り巡らされて、より高い内壁を形成している。外壁と内壁はそれぞれ上部に出ることができ、おれはそこから、自分たちが彷徨さまよってきた樹海を見下ろすことができた。

			　有事には、ここから外敵を迎撃するのだろう。他にも、砦の城壁の要所に設けられた守備塔のいくつかにも登った。

			　チリア砦は、１０００人を超える軍団を収容する巨大要よう塞さいだ。砦の隅々まで回ることができたわけではない。だが、それでも大体の構造を把は握あくできたのは大きい。たとえば、砦の防備が薄いところを知っていれば、リリィたちの正体がバレたときに逃げ出すのに役立つかもしれない。

			　もちろん、そんなことにならないなら、それに越したことはない。しかし、不測の事態というのは起きうるものだ。おれはできる限り、砦の防備の要かなめとなる場所を頭に叩き込んでいった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ひと通り砦を案内されたあとで、おれたちは砦に何箇所かあるという練れん兵ぺい場のひとつに連れてこられた。

			　広い部屋には、一面に砂が敷き詰められている。そこでは、槍やりを手にした兵士たちが鍛たん錬れんに精を出していた。

			「どうですかな、皆様方！」

			　グリーン将軍が、誇ほこらしげにおれたちに呼びかけた。

			「素晴らしいですね。彼らの熱意が伝わってきます」

			　自然と転移者を代表するようになった十文字が、これに応えた。

			　確かに、兵士たちの鍛たん錬れんには熱がこもっていた。勇者が閲えつ兵ぺいするとあっては、手を抜くことなんてできない、ということなのだろう。ひょっとしたら、ここでも熾し烈れつな競争があったのかもしれない。

			「はは。十文字殿にそう言っていただけるとは、光栄ですな」

			　グリーン将軍は満足げに頷うなずくと、ふと思いついた様子で言った。

			「そうだ。是非ともここはひとつ、兵たちに胸を貸していただけませんか」

			「ええ。かまいませんよ」

			　興味がないという飯野以外の探たん索さく隊メンバー、十文字と渡辺が、将軍の提案を受け入れて、兵士たちの相手をすることになった。

			　そうして始まった模も擬ぎ戦は、ただただ探索隊の強さを見せつけるものだった。

			　十文字の相手をしているのは、ひと際屈強な兵士だった。鎧よろいの下の筋肉は分厚く、重たい大剣を振り回しても、体たい幹かんはびくともしない。

			　しかし、チート持ちである十文字にかかれば、そんな彼も子供扱いだった。

			　唸うなりをあげて迫りくる剛剣を悠々とかわす。無造作に繰り出した長剣が、渾こん身しんの一撃を楽々と弾き返す。剣を握った手を押さえて小さく苦悶の声をあげる兵士を見て、精せい悍かんな十文字の顔に、不敵な笑みがよぎった。

			「どうした。そんなものか！」

			　チート能力者の大半を占めるウォーリアは、戦闘能力に長けている。コロニーにいた頃に聞いた話によれば、彼らには、戦っているときにどう動けば良いのかが、直感的にわかるのだという。実際、長剣を握る十文字の動きは、荒々しいものではあるものの、平和な日本に住んでいた学生とは思えないような堂々としたものだった。

			　異世界に飛ばされてから２ヶ月半。本格的な訓練なんて一度も受けたことがないことを考えれば、異常という言葉さえ生ぬるい。

			　そして、なにより身体能力が圧倒的だった。相手をしている兵士との身体能力差は、まさに幼児と大人のような隔絶したものだった。

			「今度はこちらから行くぞ！」

			　勇ましく宣言した十文字が動き出せば、兵士は防戦一方に陥おちいった。

			　必死に喰らいつこうとしているが、まったく反応が追いついていない。

			　散々に翻ほん弄ろうされた挙句に、ついには鈍い音とともに、剣を弾き飛ばされてしまった。

			　見ていた学生たちから歓声があがった。

			　十文字には、まだまだ余裕があった。それは、もうひとり訓練に参加している渡辺だって似たりよったりだった。これがチート持ち。これが、勇者なのだ。

			「……」

			　興奮気味に探たん索さく隊の模も擬ぎ戦に見入る学生たちを横目に、おれはどうしても、この場の空気に馴な染じめずにいた。

			　少なくとも、他の学生たちのように、目を輝かせる気持ちにはならなかった。

			　たとえば、十文字が相手をしているあの兵士。彼はきっと、これまで厳しい訓練を受けてきたのだろう。振るわれる剣には、積み重ねられた想いが込められている。おれ自身、最近はガーベラ相手に特訓をつけてもらっているから、そういうふうに感じられるのかもしれない。

			　対して、十文字の力には、そうしたものが感じられない。

			　本来なら時間をかけて、想いを傾けた結果として得るべきものを、なんの代償もなく、降って湧いたように手に入れたものだから、当然あって然るべきものが欠けているのだ。むしろおれは、そうした彼らの在り方に、薄ら寒いものを感じていた。

			　だからこそ、なのかもしれない。ふと思った。思ってしまった。

			　

			　おれたちのこの力には、本当に代償はないのだろうか？

			　そんなものがないからこその勇者なのだとしたら、そこにはいったい、どのような理屈が働いているのだろうか？

			　

			　疑問に答えが出ることはない。自分自身のものなのに、おれはこの力のことを、なにも知らないからだ。

			　以前にも不思議に思ったことだが、なぜ自分がこの世界にやってきたことで、モンスターを率いる力を与えられたのかという極々基本的なことさえわからないのだ。

			　それはどこか危ういことにも思えて、感じた寒気に体がひとつ小さく震えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　案内役の砦とりでの人間に適当な言い訳をして、おれはリリィを連れて部屋に戻ることにした。

			　砦の案内が終わったところで、おれの目的はほぼ達成されている。兵士たちの鍛たん錬れんの見学には、もともとあまり興味がなかったし、その後にあるという訓練に他の学生たちと一緒に参加するのは精神的に苦痛でしかないと容よう易いに想像がついた。

			　それに、いまのところ、おれは自分が魔力による身体能力強化を修得していることを、誰にも話していない。手持ちのカードは、なるべく伏せておく方針でいるからだ。しかし、訓練に参加することで、なにかの拍子にこれが隠し切れなくなるかもしれない。そうして考えてみると、ますます訓練に参加する意味はなかった。

			「おや。孝弘殿に、美穂殿」

			　練れん兵ぺい場を出てすぐのところで、正面から声をかけられた。

			　顔見知りのエルフの騎士が、通路をこちらに向かって歩いてきていた。

			「どうかなさいましたか。確か今日は、砦とりでの案内のあと、兵たちの訓練の様子をご覧になる予定だったと記憶していますが」

			「それなんですが、ちょっと連れが、訓練の見学中に気分を悪くしてしまったみたいで」

			　今朝のうちに用意しておいた言い訳を口にして、おれの腕に体重を預けて俯うつむくリリィを示すと、信じたシランは心配そうに眉まゆを寄せた。

			「そうですか、美穂殿が。それはいけませんね」

			「訓練の熱気にあてられたみたいです。あまり、ああしたことには縁がなかったもので。部屋に戻れば、すぐに良くなると思います。シランさんは、どうしたんですか。今日は、鎧よろい姿ではないようですが」

			　シランは昨日のパーティのときと同じく、軍装ではあったものの、武具の類たぐいは腰の剣以外に身に着けていなかった。なんとなく、要よう塞さいにいる兵士や騎士というのは常に完全武装しているイメージでいたのだが、別にそんなことはないらしい。

			「我ら騎士の任務は、森に分け入ってのモンスターの討とう伐ばつですので。砦に戻ってくれば、必ずしも武装しているわけではありません。砦の維持、管理、防衛は、軍に所属する兵士の職務となります」

			　騎士団と軍団とで軍務に棲すみ分けがなされているらしい。

			　おれたちの世界での縦割り行政なんかを思い出すまでもなく、組織として互いに領分を決めるのは、無用な摩ま擦さつを避けるために必要なことなのだろう。

			「それに、わたしは長期任務明けでありますから。武装の解除が認められております」

			「ああ。今日はお休みってことですか。……あれ？　とすると、そっちにいるのは……？」

			　シランはひとりの少年を連れていた。

			　異世界人ではない。おれと同じ転移者だ。保護された学生たちのなかでも印象の強かった金髪の男子生徒、『不良』の坂さか上がみ剛ごう太たと一緒にいた『いじめられっこ』。確か名前は……。

			「……工く藤どう陸りく、だったか。どうして、こんなところに？」

			　気弱そうな下級生は、おれの問い掛けに、線の細い顔を伏せてしまった。

			　彼に代わって、シランがおれの疑問に答えた。

			「つい先程、ここから少し離れた区画にいらっしゃるのをお見かけしまして。皆様のいるところまで、案内差し上げているところです」

			　なるほど。要するに、迷子か。

			　砦を案内されている間、坂上の姿は見たが、工藤はいなかった。てっきり体調を崩して不参加なのだと思っていたが、そうではなかったようだ。

			「あの、シランさん」

			　内心でおれが納得していると、黙りこくっていた工藤が顔を上げた。

			「そこが練れん兵ぺい場ですよね。ここまで来れば、もう大丈夫ですから」

			「承知しました。それでは、わたしは失礼いたしましょう」

			　シランは工藤に一礼すると、ふとこちらに顔を向けた。

			「そういえば、孝弘殿は、これから部屋に戻られるのですよね」

			「そのつもりですが」

			「お時間がおありでしたら、昨日、お話させていただいたように、いろいろとこの世界のことについて、ご説明差し上げようと思うのですが、いかがでしょうか」

			「本当ですか。それはありがたいです」

			　昨日、幹彦からいくらか有用な話を聞くことができたが、更に情報収集を行う必要性を感じてもいた。部屋に帰ったら、シランか、彼女が忙しければ別の誰かに、この世界のことについて話を聞けるように頼んでみるつもりだったのだが、その手間が省はぶけてしまった。

			「是非、お願いします。勇者のことや、あとは魔石なんかにも興味があるんで、お話が聞けたら助かるんですが」

			「了解しました。では、のちほど、お部屋のほうにお伺いいたします」

			　シランはかっちりと踵かかとを合わせて一礼すると、背中を見せて去っていった。

			「あの……」

			　シランの背中で、彼女のひとつにまとめられた金髪が揺れるのを見送っていると、横から話しかけられた。

			　視線をやれば、残された工藤がこちらを見ている。

			「先輩は訓練に参加しないんですか」

			　表情には出さなかったものの、おれは意外に思った。

			　工藤は昨日、チリア砦とりでにやってくるまでの間、自己紹介のときを除いては一度も口を利かなかった。こんなふうに、こちらに興味を持って質問をしてくるとは意外だった。

			「そのつもりだが」

			「……そうですか」

			　おれが答えると、工藤は顔を伏せる。

			　なんなのだろうか。おれはリリィと顔を見合わせた。

			　ひょっとすると工藤も、おれと同じで訓練への参加について、気が進まないのだろうか。

			　それとも、単に他の転移者たちと別行動を取ろうとしているおれたちのことが、奇異に見えただけだろうか。

			　いずれにせよ、おれたちのなにかが、彼の興味を惹ひいたらしい。そうでなければ、この手の人種は、見知らぬ人間に声をかけたりはしない。

			「あの……」

			「お。工藤じゃん」

			　なにやら工藤がこちらに話しかけてこようとした、そのときだった。背後からの無遠慮な声が、彼の言葉を遮さえぎった。

			　途端、工藤の表情が曇くもった。

			「ずいぶん遅かったな」

			　声をかけてきたのは、金色に髪を染めた少年、坂さか上がみ剛ごう太ただった。

			　練れん兵ぺい場に通じる通路からは、グリーン将軍を先頭にして、他の転移者たちも姿を現していた。おれたちがシランや工藤と話をしている間に、どうやら練兵の見学は終わったらしい。彼らは部屋に戻ろうとするおれたちとは別の方向へと、通路を歩いて行った。

			　目め敏ざとくこちらに気付いた坂上だけが、こちらに近付いてきた。

			「なにかあったのか？　まさか、道にでも迷ったわけじゃねえんだろ」

			「あ。え？　でも、それは……」

			「あん？　なんだよ？」

			「……ううん、別に、なんでも……ない」

			「ったく、とろくさい奴だな」

			　にやにや笑う坂上の訳知り顔を見て、おれはなんとなく事情が読めたような気がした。

			　道に迷った工藤を見付けた、とシランは言っていた。それは多分、この坂上が原因なのだろう。なにをしたのか知らないが、下らないことであることだけは間違いなかった。

			「んだよ、先輩」

			　気付けば、坂上がこちらを向いていた。

			「じろじろ見てんじゃねーぞ」

			　そんなつもりはなかったのだが、坂上はそう思わなかったらしい。

			　というか、これは単に因縁をつける理由を探していただけのことなのかもしれない。女連れなのが気に入らないのか、チリア砦とりでにやってくるまでの間も、坂上はたまに鬱うつ陶とうしい視線を向けてきていた。

			　どうしたものかな、とおれは思案した。ここで争い事になって悪目立ちすることは、隠し事をしている身としては、あまり嬉しくないのだが……。

			　と、考えている間に、先に事態のほうが動いた。

			「どうかしたか？」

			　他の転移者に少し遅れて練兵場からやってきた探たん索さく隊が、こちらに気付いたのだ。

			　話しかけてきたのは、十文字だ。さっきまで兵士たちの相手を務めていたはずなのに、汗ひとつ掻かいていなかった。

			「なにか問題でもあったのか？」

			　十文字は目を細めて、坂上に尋ねた。

			「……いや。なんでもねえよ」

			　坂上はややつまらない顔をしつつも、肩をすくめて素直に引き下がった。

			　さすがに探索隊と揉めるつもりはないらしい。

			「おい。さっさと来いよ、工藤」

			「う、うん……」

			　工藤に声をかけて、坂上がおれの目の前を通り過ぎていく。

			　舌打ちをして、すれ違いざまに睨にらみつけてきたのは、最後の嫌がらせだろうか。

			　ほんのわずかに目元を鋭くし、身じろぎをしたリリィの手を、おれはぽんと叩いて宥なだめておいた。不愉快なのはおれも同じだが、あれは小物だ。わざわざ相手をしてやっても、なんの意味もない。万が一にもおれたちの隠し事がバレることを考えたら、百害あって一利なしだ。

			「あまりあいつには近付かないほうがいいよ」

			　去っていく坂上を不快そうな顔で見送りながら、探索隊のひとり、渡辺が工藤に忠告した。

			「ぼくたちからも、あとで言い聞かせておくからさ」

			「……はい。ありがとうございます」

			　工藤は頭を下げると、坂上を追って小走りで駆け出した。

			　渡辺の言葉は、彼に届かなかったらしい。

			「困ったもんだ」

			　十文字が溜め息をついた。

			「いまは力を合わせていかなければいけないときだっていうのに、ここが元いた世界のままのつもりでいてもらっては困る」

			　どうやら探索隊の彼らには、彼らなりの苦労があるようだ。

			　たまたま手に入れた絶大な力がカリスマを生んでいるとはいえ、人を纏まとめるというのは、そう簡単なことではない。十文字の顔には、苛立ちめいたものが垣かい間ま見えていた。

			「ところで、あんたたちはどうしてこんなところに？」

			　十文字は、いま気付いたようにおれたちに尋ねてきた。

			「騎士団の皆さんが訓練をつけてくれるって話は知っているだろう」

			「あー……いや。おれたちは訓練に参加しない」

			「なんだって？」

			　おれの返答に、質問をしてきた十文字は驚いた顔をした。

			「どうして？」

			　十文字の声色には、非難するような響きがあった。

			　なるほど、納得した。こんな調子で言われたから、幹彦はこの件について話をしたとき、ああも不機嫌そうにしていたというわけだ。

			　なまじ善意ベースで話をしているだけに、厄やつ介かいだった。

			　この場はさっさと話を切り上げてしまうほうがよさそうだ。

			「悪いが、ちょっと約束があるんだ」

			　さっき取り付けたばかりのシランとの約束を、口実にさせてもらうことにする。

			「そういうわけで、おれたちは行かせてもらうよ」

			　おれはリリィを連れて歩き始めた。十文字が顔をしかめていたが、そんなのは見えないふりだ。

			「あ、ちょっと待って」

			　ところが、そこで思わぬところから待ったがかかった。

			「ごめん、十文字くん、渡辺くん。ちょっと野や暮ぼ用。先に行ってもらえるかな」

			　そう言ったのは、探たん索さく隊３人の紅一点、『韋い駄だ天てん』の飯いい野の優ゆ奈なだった。

			　これは予想外だったのか、十文字も毒気を抜かれた顔になって頷うなずいた。

			「あ、ああ。わかった……けど、訓練には遅れるなよ」

			「わたしに遅れるって言葉はないんだよ、十文字くん」

			　冗談めかして言った飯野は、同行していた学生たちを先に行かせてしまった。

			　残されたのは、おれとリリィ、そして飯野だけだ。

			「さてと」

			　なんの用かと内心で身構えたおれの前で、飯野はリリィに向き合った。

			　どうやら用事があるのは、リリィのほう……というか、彼女が擬ぎ態たいしている『水島美穂』のほうらしい。にこやかに飯野は呼びかけた。

			「久しぶり、水島さん。あんまり喋しやべったことないけど、わたしのこと覚えてる？」

			「もちろん。こっちに来てからは、話をしたことなかったよね」

			　飯野は２年生なので、おれや水島美穂とは同学年だ。

			　おれはこれまで飯野と言葉を交わしたことはなかったし、同級生として顔に見覚えがあっても、顔と名前が一致していなかった。けれど、水島美穂とは女子同士、言葉を交わす機会くらいはあったらしい。

			　わざわざ呼び止めたのは、顔見知りに挨あい拶さつをするためだったのかと、おれは納得しかけたのだが、それにしては様子がおかしいことにすぐ気付いた。

			　飯野はむしろ、おれのことを気にしている様子だったのだ。

			　ちらりと視線を向けられる。はあ、と飯野は溜め息をついた。

			「うーん、不ふ憫びんだなぁ」

			　……ずいぶんと、ご挨拶なことを言ってくれる。

			　喧けん嘩かを売っているのだろうか。買う気なんて毛頭ないのだが。

			「ああ、いやいや。きみのことじゃなくってね」

			　飯野はぶんぶん手を振って、リリィに視線を戻した。

			「高たか屋や純じゆんくんって知ってるよね。ひとつ下の」

			　飯野の言葉に、リリィが目を見開いた。

			　それは水島美穂の幼馴染おさななじみであり、探たん索さく隊の一員だった少年の名前だった。

			　飯野は微笑ほほえみを浮かべて告げる。

			「高屋くんは生きてるよ。一応、あなたには伝えとかなくちゃって思って」

			「ってことは、東のエベヌス砦とりでに辿たどり着いた第一次遠征隊に、コロニー崩ほう壊かいの情報を伝えたのは、やっぱり……」

			「うん。高屋くんだよ」

			　水島美穂の幼馴染である高屋純は、遠征隊に救援を求めて東へと向かったと、以前に加藤さんから聞いている。彼は目的を果たしていたらしい。

			　……いや。目的は果たせていないのか。彼が助けたかった水島美穂は、もうこの世にいないのだから。遠征隊のもとに辿たどり着いたとしても、今更、なんの意味もない。

			「わたしは水島さんの顔を知ってたからね、もしも見つけたら保護するようにって、高屋くんに頼まれていたんだ。結果的には、わたしが助けに行くまでもなかったわけだけどさ」

			「……彼はいま、どうしてるの？」

			「東のエベヌス砦に置いてきた。ひとりで樹海を抜けるのは、やっぱり無理があったみたいでさ。強行軍だったこともあって、体ぼろぼろだったから。結構ごねたんだけど、あの体じゃあ、わたしたちにはついてこれそうになかったし。こっちに来るのは、だからまだ少し時間がかかるかなぁ」

			　言いながら、飯野はまたちらりとおれのほうを見た。

			「……来たら来たでかわいそうだけど。高屋くんの頑張りを知ってるわたしとしては、彼のことを応援したかったんだけど、これはどうも分が悪そうね」

			　おれに寄り添うように立つ『水島美穂』の姿を見て、おれたちの関係を推測することは容よう易いだろう。真実は違うのだが、いずれにしても、高屋純にとって残ざん酷こくな展開には違いない。

			「とまあ、わたしからの話っていうのは、それだけ。出発前に話す機会があってよかった」

			「わざわざありがとう、飯野さん」

			　肩の荷が下りた様子の飯野に笑顔で礼を言い、リリィは小さく首を傾げた。

			「ところで出発って？」

			「ん？　水島さんは知らないんだ？　今日中にも、樹海への第二次救出隊を出してくれるっていうから、わたしはそれについていくことになってるんだ。樹海の深部にある山小屋巡りと、余裕があればコロニーにも寄るつもり」

			　それは昨日、幹彦からも聞いた話だった。

			　シランが帰ってきた、昨日の今日で出発とは。さすがは『韋い駄だ天てん』。行動が早い。

			「あ。でも安心してね。砦に残るみんなが不安になってもいけないから、十文字くんと渡辺くんには残ってもらうことになってるんだ」

			「探たん索さく隊みんなで行くわけじゃないのね」

			「わたしひとりいれば、戦力的には十分だからね。むしろわたしだけのほうが速くて良いんだけど……樹海では、なにがあるかわからないって、騎士団の人に反対されちゃった。十文字くんなんかも、渡辺くんも連れてけってうるさくて」

			　肩をすくめる飯野の物腰には、これから危険な場所に向かうことに対する危機意識のようなものは見て取れない。

			　その必要がないのだ。

			　おれは昨日見た……というか、『見えなかった』グリーン・キャタピラとの戦闘を思い出した。『韋い駄だ天てん』の二つ名に偽いつわりはなく、飯野優奈の戦闘能力は桁けたが外れていた。それでいて、華があった。まさに英雄かくあるべし。こうしたあたりが、保護された学生たちや異世界人たちの目には頼もしさとして映り、幹彦の目にはどうにも気に食わない余裕として映るのだろう。

			「あ。いけない。ごめん、水島さん。わたし、そろそろ行かないと」

			　話し込んでしまったことに気付いたのか、飯野はそう言って踵きびすを返した。

			「それじゃあ、またね」

			　手を振って飯野は駆け出した。さすがに目に映らないスピードではなかったが、それでも健脚といえる足取りで。

			　そのうしろ姿は、あっという間に廊下の向こうに消えていった。

		

	
		
			05　エルフの事情

			　

			　シランが部屋にやってきたのは、おれたちが部屋に戻ってすぐのことだった。

			「お待たせしてしまって申し訳ありません、孝弘殿、美穂殿」

			　かっちりと踵かかとを揃えて頭を下げるシランを、応対に出たリリィが迎え入れる。このあたりは昨日、幹彦を相手にしたときと同じだった。

			「いえ。非番なのに、わざわざ来てもらって、今日はありがとうございます」

			「お気になさらず。休暇と言っても、訓練くらいしかすることのない森のなかです。それに、こうして勇者様のお役に立てるのは、大変に栄誉なことですから」

			「……まあ、立ち話もなんですから入ってください」

			　相変わらずシランの言葉遣いは大おお仰ぎようだ。このままの態度でいられると会話がしづらいのだが、どうしたものだろうか。そんなことを考えつつ、おれはシランを部屋に通した。

			「失礼いたします」

			「し、しし、失礼いた、しますっ」

			　部屋に足を踏み入れたシランは、ひとりの少女を連れていた。

			　シランと同じ金髪碧へき眼がん。短めの髪の間から、尖とがった耳が覗いている。

			　年の頃は、多分、12歳くらい。緊張に強張った顔は、シランによく似ている。姉妹なのだろうか。将来はシランと同じ系統の美人になりそうだが、いまはまだ幼さが色濃い。

			　歳にそぐわぬ堅苦しい軍服に身を包んだ彼女は、体の前で小さなバスケットを抱えていた。

			「この子は、ケイと申します。わたしの身の回りの世話をさせている者です。ケイ、ご挨あい拶さつしなさい」

			「は、はい。シラン姉様」

			　がちがちに緊張した様子でケイが頭をさげた。白い頬ほほが紅こう潮ちようしている。

			「どうかよろしくお願いします、孝弘様」

			「ああ。こちらこそよろしく。……あと、あんまり緊張しないでくれると助かる」

			　部屋には机と椅子が用意されていたが、残念ながら椅子は２脚しかない。

			　おれはリリィと隣り合ってベッドに座り、客人であるふたりには椅子を勧めることにした。

			「シランさんたちは、どうぞ椅子にかけてください」

			「いえ。我らはこのままで」

			　やや距離を置いて、シランは直立不動の体勢を取った。

			　そのうしろで、ケイと名乗った少女も、しゃちほこばって直立する。

			「……あの、シランさん」

			　おれは思わずこめかみを押さえた。やはりこれは、話をする前に言っておかねばならないようだった。

			「なんでしょうか、孝弘殿」

			「もう少し楽にしてもらえませんか」

			　おれは生あい憎にく、ずっと相手を立たせたまま、平然と話をしていられるような性質ではない。はっきり言えば、話しづらい。なんの嫌がらせかというのが本音だった。

			「座ってください。あと、あまり仰ぎよう々ぎようしい喋しやべり方もやめてもらえませんか。シランさんとは、歳もそう変わらないはずです。どうか普段通りにしてください」

			「それはできません」

			　まさかの即答だった。

			「孝弘殿こそ、我らのような下々の者に、あまり丁寧に接し過ぎるのはどうかと存じます」

			　むしろシランとしては、おれの態度のほうに思うところがあったらしい。

			「わたしのことはどうかシランとお呼びください。敬語も必要ありません」

			「……確か幹彦は、団長さんという女性に、敬語を使っていたように記憶していますが」

			「団長は我々より、ひと回り以上、年上でありますから。幹彦殿の話では、孝弘殿の世界では目上の者に敬意を払うことが尊とうといとされているとか。素晴らしいことかと存じます」

			　……どうやら幹彦は、適当なことを言って団長を言いくるめたらしい。

			　あいつらしい話だが、お陰でおれがやりづらい。幹彦と違って、おれはあまり口の上手いほうではないのだ。説得しようにも、どうやって言い返せばいいものか。咄とつ嗟さに思いつくほど器用ではなかった。

			　リリィに目配せをするものの、苦笑を返されてしまう。お手上げらしい。

			　これはどうしようもないか。

			　と、諦あきらめかけたところで、おれはシランが形の良い眉まゆを寄せていることに気付いた。

			　彼女の蒼あおい瞳ひとみが、おれの目をじっと見詰めている。薄い唇が言葉を紡つむいだ。

			「本気でお嫌なのですね、孝弘殿は」

			「……顔に出ていましたか」

			　指摘された事実におれは驚く。表情に出したつもりはなかったのだが。

			「我らエルフは、相手の感情の機き微びに敏感なところがありますから」

			　シランは苦笑まじりで言った。そのうしろでは、ケイがおろおろしている。この分だと彼女にも、おれの感じている不愉快さが伝わってしまったらしい。そこまでわかりやすかっただろうか。

			「勇者様方のなかには、いまの孝弘殿と同じようなことを、わたしどもにおっしゃる方もいらっしゃいました。ですが、孝弘殿のように、本気でご不快に感じられている方というのは、いらっしゃいませんでした」

			　シランの口調には、困こん惑わくが透けていた。彼女たちにしてみれば、勇者に恭うやうやしい態度で接することは当たり前のことで、それを拒絶されるとは予想もしていなかったのだろう。

			　おれ自身にも、多少過敏だという自覚はあった。

			　おれが彼女たちの恭しい態度を不愉快だと感じてしまったのは、勇者扱いされることに対する生理的な嫌悪感があるからだ。それがなければ、困りはしても不快と感じるまではいかなかったかもしれない。

			　幹彦あたりもシランの態度を同じように感じていそうだが、あいつはおれより要領が良い。不快感をシランに悟られることのないように振る舞ってみせたのだろうし、だからこそ、惚れ込んでいる団長に対しては、距離を縮める意味でも口八丁を駆使して説得したに違いなかった。

			「……わかりました」

			　シランは少し考え込む様子を見せたあとで頷うなずいた。

			「わたしとしても、決して孝弘殿に不快な思いをさせたいわけではございません。ここは、お言葉に甘えさせていただくとしましょう」

			　そう言ってシランは一礼すると、部屋を横切って椅子についた。

			　そのうしろを、おれたちの様子を窺うかがいつつケイがついていく。頬ほほを真っ赤にした彼女は、緊張のあまり目を回しそうな様子に見えた。ひょっとすると、シランは幼いケイのことを慮おもんぱかって、おれの言葉に従った部分もあるのかもしれない。

			　真っ直ぐ背筋を伸ばして姿勢良く椅子に座ったシランは、お供のケイが座るのを待って口を開いた。

			「できる限り孝弘殿の意に沿うようにいたします。その代わりと言ってはなんですが、孝弘殿には敬語をやめていただきたい」

			「わかった。シランもおれには普段通りに喋しやべってくれ」

			「……申し訳ありませんが、この口調は素です」

			　と言いつつも、シランの丁寧な口調からは、無駄に仰ぎよう々ぎようしいところがなくなっていた。

			　彼女に内心を見透かされてしまったのは迂う闊かつとしか言いようがないが、結果オーライといったところか。やりやすくなったところで、おれはシランを部屋に招いた目的を果たすことにした。

			「それじゃあ、早速話を聞きたいんだが」

			「はい。なにについてお話しましょうか」

			「そうだな。まずは、おれたち勇者が、この世界でどういった存在なのか聞いても良いか。これまでの勇者の逸いつ話わなんかも聞きたいんだが」

			「勇者様の伝説ですね。わかりました」

			　正直なところ、この世界の勇者の伝説を聞くこと、それ自体の重要性はおれのなかで高くない。興味がないとは言わないが、どちらかといえば、こちらの本当に聞きたい話の取っ掛かりになれば、という意図が強かった。

			「それではお話しましょう。そもそも勇者様が初めて降こう臨りんされたのは――」

			　――そうしてシランが語った話は、昨日、幹彦から聞いたものと大枠で変わらないものだった。

			　モンスターに追い詰められる異世界人たちと、そこに１００年ごとに降臨する勇者たち。場合によっては50年くらいだったり、１００年以上の間があることもあったが、途切れることだけはなく、勇者はこの地に降臨し続けた。

			　おれたちを除いても、歴代数十人にのぼる勇者たちの伝説は、そのすべてがモンスターとの戦いの記録だった。

			　そして、それは樹海と人類の闘争の歴史でもあった。

			「わたしたちが樹海と呼んでいる森は、濃密な魔力を帯びていることが知られています。アンデッド系統を別にすれば、基本的にモンスターは樹海を起源とする生物です。最初の勇者様が降臨されたときには、樹海はいまわたしたちが住んでいる大地をほとんど覆おおい尽くさんばかりに広がっていたと伝えられています」

			　人の世界を浸食する樹海。襲いくるモンスターに、追い立てられる人間たち。

			　そこに降臨する最初の勇者。

			　シランが語る伝説のなかで、勇者を旗はた頭がしらとした人間たちは、少しずつ樹海を削り取っていく。そのなかで集落が生まれ、やがてそれは国へと成長していった。

			「各地には切り離された樹海が存在しますが、現在では樹海と言えば、特に大陸中央から南部を覆おおい尽くす、いま我々がいるこの広大な森を言います」

			　シランは伝説を語るうえで、現在の樹海についても触れた。

			「樹海はより深い場所ほど、濃密な魔力に溢れ、強力なモンスターが生息することが知られています。結果、ただ奥地にあるということ以上に、人が足を踏み入れることが困難になっているのです。そこで、『どれだけ人間が足を踏み入れることができているか』を指標にして、呼び名がつけられています。すなわち、『表層部』、『深部』、『最深部』と」

			　樹海表層部には、いくつかの砦とりでが建造されている。ここチリア砦や東のエベヌス砦がそれだ。多くのモンスターが跋ばつ扈こしているものの、ここまでは辛かろうじて人の領域と言えるだろう。

			　これに対して、樹海深部には砦が存在しない。人夫を送って砦を建造することができないくらい、強力なモンスターが跋扈しているためだ。ここは最精鋭の騎士たちでも生きて帰ることが難しい魔界であり、多大な犠牲を払ってモンスター避けの結界の魔石を設置することで、辛かろうじて前進拠点としての山小屋が点在している。

			　そして、最後に最深部。

			　現在も樹海の総面積の半分以上を占めている樹海の最深部領域には、人の手がほとんど入っていない。結界の魔石を仕込んだ山小屋も存在しないため、どのようなモンスターがいるのかもほとんどわかっていない。そうした領域を、まとめて最深部と呼んでいる。

			　思い返してみれば、おれたちがガーベラを仲間にしたあと、人里を求めて北へと旅している間に、遭そう遇ぐうするモンスターの種類は変わっていった。それとともに、徐々に戦闘が楽になっていったように記憶している。リリィたちの連携が良くなっていたことが理由だと思っていたのだが、それだけでなく、森の浅いところに近付くにつれて生息するモンスターが弱いものに変わっていたのも、大きな要因だったのかもしれない。

			　ちなみに、おれたちが転移してきてコロニーを建造した場所は、樹海北部の表層部寄りの、深部領域に当たる。

			　幹彦はこれを聞いたとき、「どんなクソゲーだ！」と絶叫したそうだ。

			　ゲームで言えば、開始直後に魔王の城の付近に飛ばされたようなものだと考えれば、あいつの言いたいことも理解できる。

			　とはいえ、最深部に飛ばされなかっただけマシだという考えもある。たとえ３００人規模のチート持ち集団がいたところで、どうなっていたかわからない。

			　実際、シランが語る勇者たちの英えい雄ゆう譚たんのなかでは、人類を守るために最深部に挑んだ勇者たちが、多大な戦果と引き換えに壮絶な討ち死にをするシーンがいくつかあった。

			　英雄譚がこの世界ではほぼ神話に等しいことを考慮に入れて、華々しく脚色された部分を差し引くと、どう考えてもそれは遠征の失敗であり、勇者の惨敗だった。それが証拠に、勇者を旗印にした軍が一いつ気き呵か成せいに樹海を切り取ろうという作戦は、ここ５００年ほど行われていないらしい。樹海の最深部は、勇者さえ容よう易いには寄せつけない魔境なのだ。

			　それでは樹海最深部に対して、人類は打つ手を持たないのか？

			　もちろん、そんなことはない。

			　樹海の持つ魔力は、森の深さに比例する。つまり、表層部の木々を切り倒し、樹海自体が小さくなれば、自然と最深部の面積も小さくなっていくのが道理だ。

			　何度かの最深部遠征を除けば、歴代の勇者は基本的には樹海の表層部か深部、あるいは、樹海の外に出たモンスターの討とう伐ばつを行うことで、この世界の住人たちが危険な森を切り拓ひらく手助けをしてきたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　50年ほど前に亡くなったという前代の勇者の話を最後に、シランは伝説を語り終えた。

			「ありがとう、シラン。参考になった」

			　短い時間で話をするために、ディテールを省はぶいた部分もあるものの、勇者に関する部分に限定すれば、この世界の歴史をひと通り知ることができた。この世界でどれだけ勇者の存在が大きいのかを知れたという意味で、これは価値ある時間だった。

			「しかし、シランはずいぶんと、勇者の伝承に詳しいんだな」

			　学者というわけでもないのに、シランはよく物を知っている。おれの要望に応えて、勇者について話をしてくれた。どんな形であれ、教育を受けていなければこうはいかない。

			「この世界にも、やっぱり学校とかってあるのか」

			「ありますが、わたしは通ったことはありません。ただ、どんな村にも大抵は、『聖堂教会』の建てた教会があり、子供たちは勇者様の伝説を聞かされて育ちますから」

			　シランがいう聖堂教会というのは、話を聞く限りでは、『代替わりする勇者を現あら人ひと神がみとして崇あがめる宗教組織』と言った感じの存在らしい。

			　やはりこの世界では、勇者は信仰の対象なのだ。おれが勇者に対する異世界人の対応を見て感じていた印象は、おおかた当たっていたということになる。

			　聖堂教会は、勇者降こう臨りんの際に勇者の活動をサポートする役割を担っている。そのために聖堂騎士団という独自の戦力を抱えており、その名は何度となく伝説のなかにも登場していた。

			　普通、勇者は聖堂騎士団と轡くつわを並べて戦うものなのだという。今回は、探たん索さく隊が生き残りの救援を優先して樹海に留まっているため、遠く帝都にいる彼らとはまだ合流していないが。

			　この聖堂教会のもうひとつの役割が、勇者の偉業を後世に伝えることだ。

			　どんな村にも大抵は教会があるというシランの言葉が本当なら、勇者信仰はこの世界に広く浸透していることになる。教会の持つ影響力は、相当なものに違いなかった。

			「たいしたもんだな。ケイも教会で話を聞いたりしたのか？」

			　と、おれが尋ねた相手は、シランのお供の少女だった。

			　ふっくらとした頬ほほを林りん檎ごのように赤くしている彼女のことが、さっきからずっと気にかかっていたのだ。緊張のし過ぎで、彼女はいまにも倒れてしまいそうに見えた。会話を振ったのは、少しでも緊張を解くことができれば良いと思ったからだ。しかし、これはむしろ逆効果だったかもしれない。

			「ふぇ!?」

			　話を振られるとは思っていなかったのか、びくんとケイは座ったままで跳ね上がった。

			　膝ひざの上に置いたバスケットが大きく跳ねる。

			「は、はわわわわわわっ！」

			　危うく落としそうになったバスケットを、ケイは両手で抱えた。バクバクと弾けそうになる心臓の音が、こちらまで聞こえるかのようだった。

			「は、はははっ、はい！　わたしは、あの……その……」

			　しどろもどろで意味を成していない返答を聞く限り、どうも自分がなにを口にしているのかさえわかっていない様子だった。いくらなんでも緊張し過ぎである。

			「落ち着きなさい、ケイ」

			　シランが溜め息をついて、額のあたりを手で押さえた。

			「申し訳ありません、孝弘殿。ケイが醜しゆう態たいを……」

			「いや。おれは別にかまわないが」

			　下手に話しかけないほうが良かったかもしれない。おれに話を振られたケイは、パンクしそうになっていた。なんだかもう、ここまでいくと居心地が良いとか悪いとか以前に、ただただ申し訳ない気持ちになる。

			「……そういえば、孝弘殿は魔法技術にも興味があると言っていましたね」

			　微妙な空気を払ふつ拭しよくするためか、シランは唐とう突とつに話題を変えた。

			　シランはケイに目配せをした。一瞬、意思疎そ通つうができていないようだったが、シランが「持ってきたものを」と促うながすと、慌てた様子でケイは膝の上のバスケットを開いた。

			　バスケットのなかには布が敷き詰められており、その上に、色も形も大きさもとりどりの石が載せられていた。

			「こちらが魔石になります」

			「わざわざ持ってきてくれたのか」

			　確かに事前に話を聞きたいとは言っておいたが、実物を持ってきてくれたらしい。

			「手に取っても？」

			「どうぞ」

			　おれは掌てのひらサイズの青い石を手に取った。滑らかな表面には、複雑な模様が刻んである。ためつすがめつして見ていると、シランが説明をしてくれた。

			「魔石には様々な種類があり、どれも魔力を通すことで使用可能です。孝弘殿が見ているそれは、水属性の魔法を刻みこんであるものですね。ただ魔法を再現するだけではなく、それを利用した道具もあります。ケイ、お見せして」

			「は、はい」

			　ケイは震える手でバスケットの中の魔石を取り出すと、底に敷かれていた布をテーブルへと移した。布の下には、いくつかの道具が収められていた。

			「この容器は？」

			「水筒ですね。底に水属性の魔石が仕込んであります。魔力を流すと水が充じゆう填てんされます」

			「こっちの袋は？　小さな魔石がたくさんついているようだが」

			「そちらは道具袋です。効果は容積の増量と物品の保全だったかと」

			「……この指先サイズの筒は？」

			「ライターですね。火が出ます」

			　様々な便利な品が並ぶ。正直、驚いた。

			　どうやらおれが思っていた以上に、異世界の技術は進んでいるらしい。おれたちがいた現代日本の最新技術でさえ、再現不可能な品がいくつかあった。

			　考えてみれば、翻ほん訳やく機きなんてものもあるわけで、一概にはどちらの世界の技術レベルが高いと言えないのかもしれない。

			「魔石を利用したこうした物品は、広く普及しているものなのか」

			「物によっては庶民も利用しています。ただ、希少で値段が張るもののほうが多いですね。単純な属性魔法をはじめとして、生産ラインが確立されているものもありますが、効果が特殊なものになると専門の細工師でないと彫れませんし、そもそも、純度の高い原石が必要になるものもあります」

			「そういえば、結界の魔石なんかは、製法が失伝しているって話だったか」

			「あと、専門の訓練を受けなければそもそも使えないものもありますね」

			「ここにあるものは誰でも使えるのか？」

			　おれが布の上の魔石を示して尋ねると、シランは頷うなずいた。

			「照明用や水属性の魔石でしたら、魔力さえ扱えれば誰にでも使えます。もともと、魔石は魔法が使えない者のために開発されたものですから」

			「逆に、専門の訓練を受けなければ使えないものというのは、たとえば、翻訳の魔石なんかのことか？」

			「ご存知でしたか。ご覧になりますか？」

			　シランは首のうしろに手を回した。そうして軍服の胸元から引き出された細いチェーンの先には、指先ほどの赤い魔石が繋がれていた。これが、翻訳の魔石らしい。

			「意外に小さいんだな」

			「一定の距離にいれば効果があるとはいえ、基本的に持ち歩くことを前提にしていますから。ちなみに、小さいですがこれひとつでひと財産になります。これは勇者様方の救出任務に就く際に貸たい与よされたものです」

			　とすると、手に入れるのは難しそうか。

			　……いや。使えなければ、入手したところで意味がないのだが。

			「使うためには訓練が必要だって話だったが、他の魔石となにが違うんだ？」

			「翻訳の魔石をはじめとする一部の魔法道具は、ある種の魔法を再現するというより、魔法の制御の一部を魔石に任せる補助具としての意味合いが強いのです。だから、使うためには、ほとんど魔法を習得するのと変わらない努力が必要となります」

			「なるほど」

			「基本的に勇者様方には世話をする者が付けられますから、わざわざ孝弘殿が使い方を覚える必要もないかと思いますが」

			　普通なら、そうなのだろう。

			　だが、別行動を取りたい人間としては、それだと非常に都合が悪い。

			　頭の痛いところだったが、あまり食い下がっても不ふ審しんがられるかもしれない。

			　ここを出て行こうと考えていることが知られてしまい、どうして出ていくのかと尋ねられても困る。ここは引き下がったほうが良さそうだった。

			「いや。ありがとう。少し興味があってな」

			　おれが礼を言うと、シランは掌てのひらの上に載せていた翻訳の魔石を胸元に戻した。

			　見てはいけないものが見えるわけではないが、あまりじろじろと見ているのも失礼だろう。おれはさりげなく視線を逸らした。

			　そこで、視界に黄色いものがちらついた。

			「そういえば」

			　もののついでに、おれはもうひとつ尋ねてみることにした。

			「シランの傍そばに浮いてるそれも、魔法技術で作られたものなのか？」

			　ずっと気になっていたことだった。

			　シランの肩の上あたりには、今日も黄色く光る不可思議な球体状の物体が浮かんでいた。粘土をこねて丸めたようなそれは、いまもくるくると気ままに空中を浮遊している。おれたちの世界には存在しない、明らかに魔法のにおいのするものだけに、あれはきっと異世界の魔法技術の産物だろう。そんなふうにアタリをつけて、丁度良い機会だから尋ねてみたのだ。
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			「え？　孝弘様は精霊が見えるんですか？」

			　しかし、おれのこの質問には、なぜかシランの隣に座るケイのほうが、ちょっと驚いた様子で反応した。

			「……あっ」

			　最後まで言ってしまってから、なにも考えずに疑問を口走った自分に気付いたらしい。

			　元から赤かったケイの顔が、これ以上ないというくらいまで紅こう潮ちようした。

			　膝ひざの上で握った両手を見つめるようにして、ケイは顔を伏せてしまった。

			　シランはそんな彼女を見て苦笑を浮かべると、戸と惑まどうおれに視線を向けた。

			「孝弘殿には、わたしの傍そばに浮かんでいるあの子が見えるのですか」

			「……それは、どういう意味だ？」

			「これは、『精霊』と呼ばれる存在です」

			　言いながらシランが差し伸べた手に、ぼんやり光る黄色い粘土細工――精霊が、ふよふよと近づいた。

			　精霊の短い腕が少女の指先に触れる。

			　……いや。あれは、触れていないのか。おれの目には、互いの手先がわずかにめりこんでいるように見えた。精霊に実体はないらしい。

			「正確には、『小精霊』と言います。『精霊の目』と呼ばれる特別な感覚を持っていなければ、彼らを見ることは叶かないません。我らエルフは生まれつき持っている感覚ですが、人間だと精霊を見ることができるのは、魔法に長けた者のなかでも極一部だけです。ひょっとして孝弘殿は、魔力の扱いに心得があるのですか」

			「それは……」

			　しまった、と思ったがもう遅い。

			　まさかこれがふつうの人間には見えないモノだとは思わなかった。迂う闊かつなことを訊きいてしまった。

			「おれは……その、少しだけ」

			　咄とつ嗟さに否定しかけて、その直前でおれは思い直した。

			　魔力の扱いが、精霊の目とやらを備えている最低限の条件なのだとしたら、ここで否定すると、あとあと問題になりかねない。

			　おれの魔力の扱いは、たいしたレベルではない。知られても、それほど問題にはならないはずだ。むしろ下手に隠そうとしてすぐにバレる嘘をつけば、そこからずるずると、おれが自身の能力を隠していることに気付かれてしまうかもしれない。それはまずい。

			「コロニーにいたときに習って、あとは我流だが」

			「なるほど。納得しました。樹海で孝弘殿が生き残ることができたのも、そのあたりに理由があるのですね」

			　おれがなにも言わないうちに、シランは自分で納得してくれた。こちらにとっても好都合なので、わざわざ否定はしない。

			「といっても、たいしたことができるわけじゃないから、そこは勘違いしないでくれ。魔法は使えないし、できるのは身体能力の強化だけだ。それもたいしたレベルじゃない」

			　誤解が行き過ぎないよう補足だけはしておいて、おれはふわふわ浮かぶ精霊を見上げた。

			「しかし、精霊なんてものがいるんだな」

			「精霊は世界を満たす魔力が形を取ったものと言われています。精霊たちとの契約は、わたしたちエルフだけが扱える特別な魔法です。特定の精霊と契約することで、わたしたちは彼らから力を借りることができるようになります。そうした技能を持つ者を、『精霊使い』と呼ぶのです。ちなみに我ら騎士団が休憩していたときに、孝弘殿が隠れているのを教えてくれたのも、この子ですね」

			「なんだ。あれはシラン自身が気付いたわけじゃなかったんだな」

			「エルフは総じて人より感覚が優れていますが、さすがにあの深い森のなかに隠れられては、気付くことはできません。気配を察するにしても、距離が離れていましたから。あれが探たん索さく隊の方々なら、また話は違うのかもしれませんが」

			　シランは口元に微苦笑を浮かべた。

			「あのときは、この子がわたしに『わたしたちのことを見ている者がいる』と教えてくれたのです」

			　そういえば、砦とりでに到着する直前でのグリーン・キャタピラの襲しゆう撃げき前にも、シランは空に浮かぶ精霊へと視線を向けていた。

			　あのときも、彼女は精霊から警告を受け取っていたというわけだ。

			「精霊は世界を視覚で認識しているわけではありません」

			　シランは小精霊に伸ばしていた手を引っ込めた。

			「一説には、魔力を介して世界を捉えているのだとか。そんな彼らだからこそ、あの森のなかでも、隠れていた孝弘殿たちのことを見付けられたというわけです。樹海で活動しているとモンスターに奇襲を受けることがありますから、わたしはその対策として『隠れてわたしたちのことを見ているような存在があれば教えてほしい』と頼んでおくことにしています。あのときの孝弘殿は、その条件に引っかかったかたちですね」

			「……。なるほど、すごいんだな」

			「といっても、彼らはあくまで頼んだ通りに警告をしてくれるだけですから、その点は注意が必要なのですが。わたしたち精霊使いも、人間相手にするようには、精霊と自由に意思疎そ通つうできるわけではありませんから、どうしても精霊の対応というのは、杓しやく子し定じよう規ぎなものになりがちなのです。もちろん、それは精霊たちがどうこうではなく、わたしたち精霊使い側の問題であって、我々にとって精霊が良き隣人であることは、間違いのないことなのですが」

			　精霊について、どこか楽しげに語るシランに相あい槌づちを打ちながら、おれは頬ほほが引き攣つりそうになるのを我慢しなければならなかった。

			　自分がかなり危うい橋を渡っていたことに気付いたからだ。

			　シランが言うには、精霊は視覚で世界を捉えているわけではないらしい。

			　ということは、初めてシランに会ったあのとき、ローズたちがおれたちと別れて去って行ったのも、この小精霊はきちんと認識していたのではないだろうか。

			　いや。それどころか、いまおれの左手の包帯の下に宿っているアサリナや、リリィの体のなかに隠れているあやめのことにも気付いているのではないだろうか。

			　頼まれていないから、それを主であるシランに伝えていないだけのことで。

			「……」

			　精霊はいまもぼんやりと宙を回っている。

			　表情もなにもあったものではないその顔からは、おれの疑念に対する答えは引き出せそうになかった。

			「精霊に、精霊使いか」

			　ちょっと怖いが、あまり気にし過ぎていても仕方がない。

			　おれは意識的に頭を切り替えた。

			　それに、これはシランに訊ききたいことのひとつを尋ねるのに、丁度良いタイミングでもあったのだ。

			「そうだ、シラン。ちょっと気になったことがあるんだが」

			「なんでしょうか」

			　首を傾かしげるシランに、おれは尋ねた。

			「精霊使いが精霊を使役するように、この世界には、モンスターを使役する『モンスター使い』のような存在はいないのか？」

			　これは、絶対に訊かなければならないことだった。

			　おれのチート能力は『モンスターを率いること』だ。もしもこの世界にモンスター使いか、それに類似した存在がいないのなら、モンスターを引き連れて町に入った途端に、問答無用で攻撃を受けるようなことにもなりかねない。

			　逆に、仮にこの世界にモンスター使いが存在するのなら、おれが自分の能力を隠す必要性はなくなる。伏せ札として有用なリリィの正体を明かすかどうかはともかくとして、ローズやガーベラをこの砦とりでにまで招き寄せることも、場合によっては視野に入れることができるだろう。

			　残念ながら、今日聞いた勇者の伝説には、モンスターを使役する能力者の話は出てこなかった。勇者自身はもちろん、その仲間として戦った異世界人のなかにもだ。

			　とはいえ、期待値は低いが、ひょっとしたらということもありうる。

			「おれたちの世界では……といっても、創作物のなかでの話なんだが、『モンスターを従える力を持つ人間』というのが出てきたりするんだ」

			　あくまで好奇心を装って、おれはシランに尋ねた。

			「精霊を扱う技能があって、精霊使いがいるのなら、同じようにモンスターを使役する技術があってもいいんじゃないかと……」

			「違います！」

			　突然、言葉を遮さえぎられて、おれは目を丸くした。

			　叫んだのは、これまで緊張して縮こまっていたケイだった。

			　ケイは勢い良く椅子から立ち上がっていた。その拍子にテーブルに手がぶつかって、いくつかの魔石が床に転がったが、そんなことには気付いた様子もなく、彼女は言い募つのった。

			「精霊はモンスターなんかとは違います！　違うんです！　だから、どうか勘違いしないでください！」

			　これまで大人しくしていたのが、嘘のような剣けん幕まくだった。

			　おれは呆あつ気けにとられてしまった。なにが彼女を必死にさせているのかわからない。

			　いまのケイの顔は、緊張とはまた別の感情で、真っ赤になっていた。

			　怒りではない。むしろその表情は、泣き出す寸前の子供のものだった。

			「わかってください、孝弘様！　わたしたちはっ、わたしたちは裏切り者なんかじゃない！」

			「ケイッ！」

			　頬ほほを張るような強い声で、シランがケイの名を呼んだ。

			「……あ」

			　それで、ケイも我に返ったらしい。赤かった顔色が、みるみる紙のように白くなった。

			　自分がおれを――勇者のひとりを怒鳴りつけてしまった事実に、気付いたのだ。

			「もっ……」

			　ケイは体を投げ出すようにして、床に膝ひざをついた。

			「申し訳ありません！」

			　深々と頭をさげて、ケイは謝罪した。

			「……」

			　正確な歳はわからないが、見た目、10歳そこそこの女の子が、目の前で土下座しているかたちである。どんな罰ゲームだろうか。頭が痛くなってきた。

			「怒ってないから、頭を上げてくれ」

			　おれがこう言っても、ケイは頭を床に押し付けるようにして動かない。小さな肩が、がたがた震えていた。痛々しくて、まともな神経をしていたら見ていられるものではなかった。

			「シランからもなんとか言ってやってくれ」

			　助けを求めて、おれはシランに水を向けた。

			「……孝弘殿がこう言ってくださっているのです。ケイ。席に着きなさい。孝弘殿を困らせてはいけません」

			　シランの言葉に、おずおずとケイは顔を上げた。

			「わかりました」

			　ケイはのろのろと椅子に戻った。まるで死刑判決を下された囚人のようだった。

			　そんな彼女の横で、こちらも顔色の悪いシランが、深々と頭をさげた。

			「申し訳ありません、孝弘殿」

			　お前もか。

			　……いや。この世界では、これが普通なのだろう。勇者であるとは、きっとそういうことなのだ。

			　気の滅入るような話だった。

			「処しよ罰ばつについては、いかようにもわたしがお受けします。ですから、どうかケイの無礼については御ご寛かん恕じよくださりますよう」

			「シ、シラン姉様!?」

			「……だから、おれは気にしてないと言っているだろう」

			　おれはうんざりとして溜め息をついた。

			　昨日の時点でわかっていたつもりだが、勇者として扱われる大おお仰ぎようさには、ほとほと嫌気が差していた。まともに会話さえできないのだろうか。

			「頼むから、頭をあげてくれ。それで、おれにもわかるように事情を話してくれると、ありがたいんだが」

			「はい」

			　状況説明を求めると、ようやくシランは頭をあげた。

			　ほっと胸を撫なで下ろしたおれは、重ねて彼女に尋ねた。

			「それで、これはどういうことなんだ。おれにはさっぱり状況が掴つかめないんだが」

			「それは、その……」

			　らしくもなく、シランは歯切れが悪かった。あまり話したいことではないらしい。

			　しかし、ここは切り込まなければいけない場面だ。モンスター使いについて話をした途端にこれなのだ。詳しい話を聞かないわけにはいかない。

			「さっきケイは『わたしたちは裏切り者なんかじゃない』と言っていたな」

			　待っていても埒らちが明かない。おれはこちらから切り出すことにした。

			「ふたりは裏切り者扱いされたことがある、ということか？」

			「わたしたちふたりが、というわけではないのですが……」

			　完全に萎い縮しゆくし切っているケイに代わってシランが答えるが、いまひとつ要領を得ない。そこで、リリィが会話に口を挟んだ。

			「『精霊はモンスターとは違う』とも言っていたよね。ひょっとして、『精霊がモンスターと同じものだと思われた』ことが、裏切り者扱いされた原因なのかな？　とすると、裏切り者だってことにされたのは、精霊使いとそれを輩出するエルフという種族そのものってこと？」

			　シランは答えない。無言のまま目を逸そらした。

			「どうしてそんなことに……？」

			「……孝弘殿は、モンスターの存在しない異世界から来たために、ぴんとこないかもしれませんが、我らの世界では、モンスターの脅きよう威いというのはなにより大きなものなのです」

			　観念したのか、シランは逸らしていた顔をこちらに向けた。

			「遠い昔の話です。精霊使いの使役する精霊が、モンスターと同じものだとされた時代がありました。実際、それを否定する材料はありません。さっきケイは『精霊はモンスターとは違う』と言いましたが、我らもなにが違うと断言することはできないのです。ただ、我々は精霊が我らに害を及ぼすものではないと知っているだけで……」

			　モンスターが魔力を持っている生き物である以上、魔力が形を成したという精霊との違いはないように思える。

			　ひょっとすると、同じものなのかもしれない。

			　おれからすれば、ただそれだけで済む話だ。しかし、この世界の人間の感覚は違うらしい。

			「モンスターを扱う者。人類の裏切り者。人類を滅ぼすために潜り込んだ、内なる敵。……もちろん、いまはそんなことを表立って言う者はいません。ですが、我らエルフがそうした理由で迫害された時代があるのは史実であり、残念ながら、いまでも我らの地位はあまり高いものとは言えません」

			　要するに、被差別種族だったということだろうか。

			　……いや。話が過去形なのだとすれば、ケイがあれほど過敏な反応をするのはおかしい。

			　いまでも有形無形を問わず、差別は残っていると考えるのが妥だ当とうなところだろう。

			　事情を聞かされてみれば、思い当たる節もある。たとえば、シランから説明を受けるまで、おれは精霊使いの存在を知らなかった。その直前に、歴代の勇者の伝説をひと通り聞いているにもかかわらずだ。

			　勇者の華々しい英えい雄ゆう譚たんに、精霊使いたるエルフは一度たりとも登場していなかったのだ。

			「……話はわかった」

			　おれが言うと、ケイはびくりと震えた。隣にいるシランの瞳ひとみの奥にも、押し殺された怯おびえの色があった。それを見て、おれのなかのうんざりした気分は、更に重さを増していった。

			　……これはどうも、しっかり言ってやらないとわかりそうにないな。

			　おれはシランの目を真っ直ぐ見詰めた。

			「重ねて言うが、おれは怒っていない。だから、謝る必要はない」

			「孝弘殿……」

			　シランもおれのことを見返した。蒼あおい目が、おれの目の奥を探った。

			　やがて、ほんの少しシランの肩の力が抜けた。

			　そのあとすぐに、シランの整った顔立ちに、羞しゆう恥ちの色が浮かんだ。

			　先程、シランは『エルフは他人の感情に敏感だ』と言っていた。シランはおれの態度を観察して、おれが本心から言っていることを確認したことで、ようやく安あん堵どしたのだろう。そのあとに浮かべた羞恥の感情は、多分、おれの言葉を疑った自分を恥じたのだ。そうした彼女の態度は、おれにとって好ましく感じられるものだった。

			「さっきのケイの反応についても理解した。そういう理由があるなら、ああして必死になるのも無理はない。おれのほうこそ、知らずに無神経なことを言ってしまって悪かったな」

			　最後の部分は、小さくなっているケイに言ってやる。

			　ケイはぶんぶん音が鳴りそうなくらい、勢いよく首を振った。

			「そ、そんな。わたしが孝弘様に失礼なことを言ったのは、確かですから……」

			「気にすることはない。もしも気になるようなら、むしろその『孝弘様』というのをやめてくれ。そちらのほうが、よっぽどおれは気になるから」

			　ケイは困った顔をした。エルフは人の感情の機き微びに敏さとい。であれば、おれが本気で嫌がっているのもわかったに違いなかった。

			「それじゃあ、なんとお呼びしたら？」

			「普通に『さん付け』でいい。なんなら、呼び捨てでもかまわないが」

			「そ、それはさすがに……た、孝弘さん？　で、いいですか？」

			「ああ。それでいい」

			　頷うなずいてやると、ようやくケイはぎこちなくとも口元をほころばせた。

			　顔を合わせてから、これが初めて見た彼女の笑顔だった。おれも笑顔を返す。とりあえず、これでシランたちのほうはいいだろう。

			　……問題は、おれのほうだった。正直、頭を抱えたい。

			　この世界では、モンスター使いはおれの他にいないらしい。

			　精霊がモンスター扱いされたために、精霊使いの技能を持つエルフは、被差別種族になったという。そうすると、そのものモンスターを率いるおれの存在は、完全にアウトだろう。

			　想定していた最悪のケースだった。念のために、自分の能力を隠していて正解だったということになる。これはもう、絶対におれの能力を知られるわけにはいかない。

			　この世界でのおれは勇者という身分にあるから、エルフとはまた別の扱いを受ける可能性もある。だが、希望的観測で動くわけにもいかないだろう。

			「真島くん」

			「うん？」

			　考え込んでいたおれは、リリィに声をかけられて我に返った。

			「ああ。悪い。ちょっとぼうっとしていた」

			「お疲れのようでしたら、我らはお暇いとましようかと思いますが」

			　シランが気遣いの言葉を口にした。

			「なにか他に、お話できることがありますか？」

			「いや。別に疲れたわけじゃないんだ。そうだな、他には……」

			　聞きたいことは聞いたように思う。他になにかあっただろうか。

			「ほら、あの指輪。丁度良いから、シランさんに渡したらいいんじゃないかな」

			　おれが考えを巡らせていると、リリィが助け船を出してくれた。

			「ああ、あれか。そうだな、いま渡しておこう」

			　おれはベッドから立ち上がると、部屋の隅に置いておいたバックパックのなかから、紐ひもでつないでひとまとめにしておいた、いくつかの指輪を取り出した。グールになって襲いかかってきた騎士たちの死体から、回収しておいたものだ。これまで出すのを忘れていた。

			　シランも同じような指輪をつけていることは確認済みだ。ただし、色は違っていたが。

			　騎士たちの死体から回収した指輪に象ぞう嵌がんされた石は黄色だった。それに対して、シランの指輪は蒼あお色だ。記憶にある限り、あのときのグールが身に付けていた鎧よろいなどの装備品は、シランの率いていた騎士たちと同じものだったから、指輪の違いは部隊の違いかなにかを反映しているのだろうか。いずれにせよ、彼女なら然るべき処置をしてくれるはずだ。

			　おれが指輪を手渡すと、シランは酷ひどく驚いた様子で目を見開いた。

			「確かにこれは、我ら同盟第三騎士団のものですね。これをどこで？」

			「樹海のなかを彷徨さまよっているときに、遺体を見付けた。遺体はさすがに持ってこれなかったから、せめて遺品をと思ったんだが」

			「……そういうことですか。どうもありがとうございます」

			　シランは痛ましげに眉まゆをひそめた。

			「それは恐らく、勇者様方を救援するために我らが樹海に向かった際、露払いとして先行していた別働隊でしょう。彼らは道中の安全を少しでも確保するために、進路上でモンスターの掃そう討とうを行っていたのです。不運にもモンスターの群れに行き遭あい、全滅したと聞いています。そのなかには、遺体を回収できなかった者たちがいたと聞いていますが……」

			　やや俯うつむき加減に掌てのひらの上の指輪を見詰めるシランは、なにやら考え込んでいる様子だった。

			「孝弘殿。不ぶ躾しつけながら、お願いがあります」

			　数秒経って、顔をあげたシランが口を開いた。

			「彼らの弔とむらいに、参加してはもらえませんか？」

		

	
		
			06　霊れい廟びようでの語らい

			　

			　亡くなった騎士たちの弔いに参加してほしいというシランの頼みに、最初、おれは困こん惑わくさせられたが、詳しい事情を聞いたあとで、その申し出を受けることに決めた。

			「それでは、よろしくお願いします」

			　弔いに必要な手続きを進めるために、シランはケイを連れて部屋を去り、その間におれたちは昼食を摂るように勧められた。手続きにはそれほど時間がかからないので、食事を摂って少し休んでから、適当に時間を見計らってシランを訪ねることになった。

			　食事は部屋まで持ってきてくれるようにシランが手配してくれた。食べ終わったあとで、人目がなくなったことで部屋でのびのびしているあやめやアサリナを横目に、おれとリリィは状況のすり合わせをした。

			「これから先の、わたしたちの方針は――」

			　リリィはさっきまでシランが座っていた椅子にかけて、もう一方の椅子に座ったおれと向き合った。

			「――ご主人様の能力を隠したうえで、翻訳の魔石を入手。使い方を習得して砦とりでを出たあと、ご主人様が転移者だってことを知らないどこかの村や町に渡りを付けて、物資の供給ルートを確保する。でもって、加藤さんの保護先も見付ける」

			　やるべきことを指折り数えたリリィが、上目遣いでおれを見た。

			「ってとこでいいんだよね？」

			「ああ。そのあとは、どこか人里離れた場所に隠いん遁とんするか、最悪、樹海に戻ることになる」

			「うぅん。難易度高いなぁ」

			　渋い顔をしたリリィが、唸うなり声をあげた。おれも同じ気持ちだった。

			「これは確認なんだけどさ」

			　言いながら、リリィは形の良いほっそりした手を差し出した。

			「この面倒な状況を解決するために、とっても簡単な方法がひとつあるんだけど、それを使うつもりはないってことでいいんだよね？」

			　差し出されたリリィの片手の先が、どろりと透明なスライム状になって輪郭を失った。

			「この世界の人間の死体を探せば、手っ取り早く、通訳は手に入るけど」

			　伸ばされたスライムの触手が、おれの目の前で揺れる。

			　おれは首を横に振った。

			「人を喰って言語能力を獲得するのは、なしだ」

			「だよね。うん。言ってみただけ」

			　その選択肢があるのなら、以前にグールに行き遭あったときに、リリィに騎士たちの遺体を喰わせていた。そもそも、加賀をはじめとして、これまで見付けてきた探たん索さく隊や残留組の死体についても、残らずリリィの餌えさにしていれば良かったという話である。

			　けれど、おれはそうしなかった。

			　加賀のときにも考えたことだが、リリィの捕食と擬ぎ態たい能力にはリスクがあるからだ。

			　リリィの擬態能力は優秀だ。外見だけでなく、取り込んだ対象のすべてを真似てしまう。見た目も。能力も。内面でさえ。

			　リリィは取り込んだ水島美穂の影響を、多少なりとも受けているように見える。

			　意思のないモンスターを喰うのと違って、人間を捕食するには、取り込んだ人間の影響を受けるリスクが付きまとう。通訳が手に入るのはいいが、その結果として、いまここにいるリリィが失われてしまうのでは割に合わない。

			　これは他の眷けん族ぞくたちにも言えることだが、どんなかたちであれ、おれは誰ひとり仲間を失うつもりはない。

			　おれは、ただ生き残りたいわけではない。この世界で、みんなで生きていきたいのだ。

			「リリィのことが心配だっていうのは大前提だが、他にも問題がないわけじゃない。たとえ死体であろうと異世界人を喰えば、悪戯いたずらに彼らの敵意を煽あおってしまう可能性がある。……まあ、このあたりは今更かもしれないが」

			　モンスター使いだという時点で、おれは十分に、この世界の住人に敵性判定されてしまいかねない事情を抱えている。

			　勇者なしには樹海の侵攻を食い止められない異世界人たちだが、彼らが敵に回った場合、その脅きよう威いは決して低いものではない。人間社会を守る、という大きな視点に立てば、力足らずだというだけのことで、本来それは、個人ないしはおれたちのような小勢力が対抗できるようなものではないのだ。もしも敵視されるような羽目になってしまえば、おれたちは絶望的な戦いを強いられることになるだろう。

			　これから先、もしもおれの正体がばれたときのために、ひょっとしたら残るかもしれない対話の可能性を台無しにしてしまうわけにはいかない。そういう意味で、人間喰らいはあまりにリスクが高かった。

			「となると、やっぱりどうにかして翻訳の魔石を入手して、扱い方を教えてもらわなくちゃいけないってことだよね」

			　片手を少女のものに戻したリリィが、思案げに顎あごに手をやった。

			「そこをクリアしたところで、習得するまでに時間がかかるらしいのは問題だけどな」

			「うー、そうだね。あんまり滞たい在ざい時間が長くなり過ぎると、ガーベラあたりが心配だもの。我慢できずに近くまで来ちゃって、シランさんの精霊に見つかったりして……」

			「やめてくれ。口に出すと現実になりそうな気がする」

			　考えることはみんな同じらしい。あやめまでもが、くぅくぅ鼻を鳴らしていた。

			　今頃どうしているだろうか。大人しくしているだろうか。特にガーベラ。心配だった。

			「……まあ、いますぐにどうこうしなければいけないわけじゃない」

			　おれはかぶりを振って、気持ちを切り替えた。

			「もともと、数日は情報収集するつもりだったんだ。とりあえず、いまはそういう方針で考えておいてくれ」

			「うん。わかった」

			　頷うなずくリリィに、おれは苦笑いを向けた。

			「もちろん、難しいのは、さっきリリィが言った通りだろうけどな。どうにかして、ふたりで打開策を練っていこう」

			「ふたりで……か。うん。そうだね」

			　おれの言葉を聞いたリリィは、そこで、なぜか少し俯うつむいた。

			「リリィ？」

			　ちょっと反応がおかしい。

			　どうかしたのだろうかと、おれは首を傾げた。

			「あのさ、ご主人様」

			　リリィはどこか迷うような口調で言った。

			「なんだ？　なにか思いついたのか」

			「……ううん、やっぱり、なんでもない」

			　リリィはかぶりを振った。

			　そして、にこりと笑みを浮かべて指摘する。

			「けっこう時間も経ったし、シランさんのところに行ったほうが良いんじゃないかな」

			　そう言われて、おれも気付いた。話をしているうちに、そこそこ時間が経っていた。これ以上遅くなると、シランを待たせてしまうことになるかもしれない。

			「ああ、そうだな。そろそろ行こうか」

			　おれは立ち上がって、ベッドの上に置いてあった包帯を手に取った。

			　それをアサリナの宿る左手に巻き付けながら、おれはリリィに言葉を投げる。

			「それはそうと、なにか思いついたことがあったら言ってくれよ。いまは、リリィだけが頼りなんだから」

			「わかってるってば」

			　リリィはあやめを服の下に隠しながら、笑みを返した。

			「さ、行こ。ご主人様」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おれはシランから事前に聞いていたように通路を進んだ。

			　指定された部屋に辿たどり着く。扉をノックして部屋のなかに入った。

			　ここが、同盟騎士団の使っている部屋のひとつだと聞いている。簡素な木製の机が並んでおり、その上には紙の山がいくつも積み重なっていた。

			「申し訳ありません、孝弘殿。美穂殿」

			　こちらに気付いたシランが、駆け足でやってきた。そのうしろにはケイの姿もある。

			「弔とむらいの手続きについては終わらせたのですが、最後に必要な団長の承認がまだなのです」

			　眉まゆ尻を下げたシランが言った。どうやら予定通りに状況が進まなかったらしい。

			「なにか問題でもあったのか」

			「団長がいらっしゃらないのです。いつもなら、とっくに定例会議は終わって、戻ってきているはずなのですが」

			　そんなやりとりをしていると、丁度、部屋に戻ってきた団員らしい男性が、おれたちの傍そばを通りすがった。

			「副長。団長なら、練れん兵ぺい場で見ましたけど」

			「本当ですか、マーカス。それは何番のです？」

			「第七ですね。勇者様方が訓練をされてるんですよ。定例会議のあとで、帝国のほうの団長に誘われたんじゃないっすかね。団長の立場上、誘われたらなかなか断れませんし。まったく。団長は忙しいってのに、困ったもんです」

			　シランとは気安い付き合いをしているらしく、そこから先は愚ぐ痴ちだった。

			「そもそも会議の内容自体、勇者様方の救援のために帝国騎士団から人員を出した分、その穴をおれたちに埋めろってぇ話でしょ。ただでさえ、こちとら欠員が出て大変だってのに……」

			「わかりました。ありがとうございます、マーカス。助かりました」

			　いつまでも続きそうな男性の愚ぐ痴ちを、慣れた調子でシランはさっさと切り上げた。

			　すまなさそうな顔が、こちらに向けられる。

			「申し訳ありません、孝弘殿、美穂殿。わたしはこれから団長に承認をいただいてこなければなりません。孝弘殿と美穂殿には、ご自分の部屋で待っていてもらって……いえ。それほど時間はかかりませんね。それでは、ここで……」

			「なんならついていくが」

			　シランの言葉を遮さえぎって、おれはこちらから提案した。

			「いいのですか？」

			「行ったり来たりするのも二度手間だろうからな。時間だってもったいない」

			　おれが答えると、シランは一瞬考えてから頷うなずいた。

			「わかりました。でしたら、ついてきていただけますか」

			　シランに先導してもらうかたちで、おれたちは練れん兵ぺい場に向かうことになった。

			　すれ違う兵士たちから向けられる視線をなるべく気にしないようにしながら、砦とりでの構造を頭に入れつつ、シランのあとをついていく。

			「……？」

			　その道中、なぜかケイは妙にこちらを気にしている様子だった。

			　なにか用だろうか。

			　しかし、視線を向けてみても、尖とがった耳まで真っ赤になって俯うつむかれてしまうだけだ。声は……かけないほうが良さそうだった。こんな廊下の真ん中で目を回して倒れられても困るし、万が一にもさっきのように平伏されるような事態になれば、それこそ目も当てられない。

			　いくつか階段を下りたあと、おれたちは土が敷き詰められた練兵場に辿たどり着いた。

			　午前中に帝国兵の訓練を見たのとは、また別の大部屋である。保護された転移者と、その相手をしている兵士たちとを合わせて、いまは20名ほどが体を動かしていた。

			「団長」

			　訓練を少し離れたところから見守る集団に、シランが声をかけた。

			「なんだ、シランか」

			　背の高い銀髪の女が振り返った。昨日の歓迎の席でも顔を合わせた、同盟騎士団の団長を務めている女性だ。鋭い蒼あおい瞳ひとみがちらりと一瞬、おれに向けられたが、すぐに逸それた。

			　団長はシランとなにやら事務的なやりとりを始めた。

			　その近くにいた幹彦が、おれに気付いて手を振ってきた。練兵場には団長についてきただけのことらしく、前言通り訓練には参加していないようだ。

			　幹彦に手を振り返してから、視線を練れん兵ぺい場の中央に向ける。10人弱の少年たちが、布を巻いた棒を片手に、マンツーマンの指導を受けていた。

			　さすがに全員というわけではないものの、大部分の学生が参加しているようだ。

			　参加者のなかには、『クラスのまとめ役』的な雰囲気を持つ三好太一や、『いじめられっこ』の工藤陸だけでなく、金髪不良の坂上剛太の姿もあった。てっきり訓練なんか知ったことかと不参加を決め込むものと思っていたので、おれは少し意外に思った。

			　よく見れば、意気込んで訓練を受けているというわけではなく、その表情はどこか不満げだった。ちらちらと逸それる視線の先には、腕組みをして訓練を見守る十文字の姿がある。どうやら坂上に限っては、探たん索さく隊を気にして訓練に参加しているらしかった。

			　探索隊で訓練に立ち会っていないのは、飯野優奈だけだった。今朝、顔を合わせたときに言っていた通り、生き残りの学生たちを救出するために、彼女は帝国騎士団を引き連れて樹海深部に向かったのだろう。

			　探索隊に憧あこがれの視線を向ける昨日の学生たちの様子を思い返す限り、保護された学生のなかでこの場にいないのは、体調不良でやむなく参加できなかった者くらいのものなのだろう。やる気があるのは、けっこうなことだった。

			　ただ、おれとしては、少し恨めしい気持ちも湧いてしまう。

			　探索隊はすっかり勇者として生きていくつもりでいるようだし、そんな彼らに憧れの視線を向ける他の学生たちも、その気になってしまっている。

			　華々しい英雄として生きる未来を見ることで、元の世界にはもう二度と帰れないという現実から目を逸らしている部分があるのかもしれない。あるいは、非常事態特有の連帯感が働いた結果なのかもしれない。いずれにせよ、彼らは勇者を目指して歩き出している。

			　その一方で、異世界人側もまた、おれたちが自分たちと一緒に、人間世界を守るために戦ってくれるものと素そ朴ぼくに信じている。

			　そうした諸々が作用しあった結果、勇者として戦うのが当然のような雰囲気が、自然とできあがってしまっていた。

			　雰囲気というものは強い。集団心理とでも言うべきものが働いてしまう。

			　それがなければ、あの転移者たちのなかにも、戦うことを嫌がる者はいたはずだ。たとえ嫌々であるにしても、あの坂上でさえ訓練に参加していることを考えれば、その影響は決して馬鹿にしたものではない。

			　みんなが同じように動いている状況で、周りと違う行動を取れば、多かれ少なかれ注意を引いてしまう。不ふ審しんに思われるし、疑問を抱かれる。隠し事を抱えた人間にとって、それは致命的な事態を招きかねない。

			　翻訳の魔石を手に入れて、さっさと砦を出たいと考えているおれにとっては、動きづらい状況ができあがってしまっているのだ。彼らのやる気を、恨めしく思いもするというものだった。

			「お待たせしました」

			　訓練を眺めていると、シランが声をかけてきた。無事、承認はもらえたようだ。

			「それでは、こちらへ」

			「わかった」

			　最後に幹彦にもう一度軽く手を振って、おれは練兵場をあとにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シランに案内された先には、地下に延びる階段があった。

			　番をしている兵士とシランが短いやりとりを交わしたあとで、おれたちはその階段を降りた。

			　下まで降りると、暗闇の先に細長い通路が続いていた。

			　シランが入口の脇にある照明の魔石に触れると、通路が明かりで満たされた。

			「……ここは戦死者たちの霊れい廟びようです。およそ２５０年前にチリア砦とりでが建造されてから、これまでの間に亡くなった者たちが、勇者様とともに英霊として祭られています」

			　シランの厳おごそかな声を聞きながら、おれは小さく息を呑んだ。

			　長く続く通路の石壁には、象ぞう嵌がんされた蒼あおい石が表にくるようにして、何万という指輪が埋め込まれていた。

			　それは、おれがシランに渡した指輪と同じものだ。

			　ただし、一点。嵌はまっている石の色だけが違っていた。

			　ここにあるのは、すべてが蒼あおい石だ。

			　おれがシランに渡したのは、黄色い石の指輪だった。

			　あの指輪は、騎士団や軍団に配布される認識票なのだという。屑くず石ではあるものの、象嵌されているのは魔石であり、所有者の死亡を確認したのちに指輪は回収されて、この霊廟に収められる。その一方で、遺体は焼かれて、遺骨は砦の別の場所にある墓地に葬ほうむられる。場合によっては、遺品とともに故郷に送られることもある。

			　霊廟であるこの場所には、剣や盾、鎧よろいなどといった勇者ゆかりの品々がいくつか収められている。この世界において、勇者とともにこの場所で祭られるということは、最大の栄誉とされる。

			　ただ、今回おれたちが用があるのは、霊廟ではない。

			「行きましょう」

			　真っ直ぐ延びる通路ではなく、シランはその脇に作られた狭い道に、おれたちを案内した。

			　こちらの通路は、壁面に指輪が埋め込まれていない。天井も低く、閉へい塞そく感があった。

			　通路の奥は、３メートル四方ほどの小部屋になっていて、その中央には、黒色をした石造の祭さい壇だんが設しつらえられていた。

			　その上には、いくつかの大皿が置かれている。皿には指輪が山と積まれていた。象ぞう嵌がんされた魔石の色は、先程、霊れい廟びようで見たのと同じ蒼あお色だ。

			「それでは、始めます」

			　祭壇に歩み寄ったシランは、おれが渡した黄色の指輪を取り出した。

			　彼女はそれを、蒼あおい指輪の山の上に置く。

			「哀れな死者に浄化の炎を」

			　シランは厳おごそかな口調で言って、祭壇の縁を指でこすった。

			　祭壇自体が魔法道具だったらしく、祭壇の上に緑色の炎が巻き上がった。

			　緑の炎のなかで、シランが置いた指輪の色が、黄色から蒼に変わっていった。

			「……」

			　シランは黙もく祷とうを捧ささげた。そのうしろで、ケイも目を閉じている。
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			　厳かではあるが、儀式自体は簡素なものだった。

			　なにより、参列者がおれとリリィを含めても、たった４人しかいないのが寂しかった。

			　普通、戦死者の弔とむらいには、もう少し手順があるらしいが、今回それは行われない。

			　指輪の持ち主が、グールになった者だからだ。

			　――もともと、我ら樹海で戦いに携たずさわる者がつけるこの指輪は、グールを判別するために始まったものです。

			　おれはシランの背中を眺めながら、彼女が弔とむらいへの参列を頼んできたときに聞いた、感情を押し殺した声を思い出していた。

			　――モンスターの身に宿る魔力の流れは、それぞれ独特のものであることが知られています。人からグールになった者も、例外ではありません。この指輪に嵌はまっている魔石には、グールに特有の魔力のパターンを判定する効果を刻んであるのです。

			　この世界では、死者は必ずしも死ぬだけで終わらない。稀まれにだが、グールと化してしまう者がいるからだ。特に樹海では、グールの発生率が異常に高い。これは、土地に宿る魔力の密度が関係しており、魔力密度が高ければ高いほど、発生率は増加する。

			　戦場においては、更にグールの発生率は上昇する。なぜなら、多くの屍しかばねが転がる場所では、一時的に魔力密度が跳ね上がるからだ。

			　コロニーでも知られていた通り、魔力は魂たましいに宿っている。モンスターを倒した際には、この魔力を獲得することができる。だから、かつてのコロニーでは探たん索さく隊がモンスターを乱獲していたし、おれ自身、モンスターとの遭そう遇ぐうを積極的に行っていた理由のひとつがそれだった。

			　ただ、このときに蓄えられる魔力というのは、あくまで一部であり、大部分はそのまま霧む散さんしてしまう。そのため、死者の周囲では一時的に場の魔力密度が増加する。

			　死体の数が増えれば、ただでさえ濃い樹海の魔力濃度は、更に跳ね上がってしまう。これが、戦場で多くのグールが生まれる原因であり、グール識別の効果を持つ魔法道具が騎士たちに配布されている理由でもあった。

			　――指輪の色が蒼あおから黄色に、人からモンスターへと指輪の色が変わった者は、戦士として扱われません。昔は弔われることさえなかったそうです。

			　元は人間とはいえ、グールはモンスターだ。そして、モンスターは人類の敵である。

			　それゆえに、この世界では、死後グールになることは、最大の不名誉とされている。

			　英霊として、霊れい廟びようで勇者とともに祭られることはない。

			　いまのこの儀式も、どちらかといえば、慰い霊れいや鎮ちん魂こんよりも禊みそぎの意味合いが強い。

			　祭さい壇だんはグール判別の魔石を初期化し、指輪は黄色から蒼に戻る。そうすることで、死者はモンスターから人に戻る。

			　とはいえ、それはマイナスがゼロになるだけで、死者の名誉が回復されるわけではない。

			　わざわざグールになった者の弔いに参列する人間はいない。というより、遠慮するのが暗黙の了解になっており、ひっそりと死者は葬ほうむられる。

			　だが、だからといって、故人を知る者の心に痛みがないわけではない。

			「うぇ……ひっく」

			　静かな通路に嗚お咽えつが響く。ぼろぼろとケイが泣いていた。

			　振り返ったシランが、ケイの肩を抱いた。毅き然ぜんとしているが、シランの目元も赤かった。

			「ああ、もう。顔がぐしゃぐしゃではありませんか。ここはいいから、洗ってきなさい」

			「……ず、ずみばぜん」

			　普段は厳しく引き締められたシランの声も、いまは優しい。恐らく、こちらが騎士としてではない『シラン姉様』の素なのだろう。

			　顔を伏せたケイは、踵きびすを返して通路を戻っていった。

			「部下の弔とむらいに参列していただき感謝します、孝弘殿、美穂殿」

			　ケイを見送ったシランは、深々と頭を下げた。

			　彼女もまた、ケイと同じく死者を悼いたんでいた。縁があったおれたちに参列を頼んだのも、おれという勇者がその場にいることに意味があったのだろう。名誉を失った騎士たちへの、せめてもの餞はなむけとしたかったに違いなかった。

			　それが理解できたから、おれはこの儀式へと参列することに決めたのだ。それは、彼らの指輪をここに届けた者の責任だと思った。

			「……親しい人たちだったの？」

			　リリィが尋ねると、シランはこくりと頷うなずいた。

			「ええ。ケイは特に良くしてもらっていた方もいましたので。申し訳ありません。お見苦しいところをお見せしました」

			「謝るようなことじゃないよ」

			　リリィは首を横に振った。

			「良い子だね。それに、ずいぶんとシランさんのことを慕ってるみたい。妹さんなんだよね？」

			「いえ。あの子はわたしの姪めいです。亡くなった兄の忘れ形見なのです」

			「あ、そうなんだ。顔立ちもよく似ているし、てっきり姉妹なのかと思ってた」

			「姉妹も同然に育ちました。あの子は母親を幼い頃に喪うしなっていましたし、兄は騎士として村の外で働いていました。ですから、村ではわたしの家で祖母……わたしにとっては母にあたりますが、彼女が引き取って同じ家で暮らしていたのです」

			「シランの村か。どんなところなんだ？」

			　懐かしげに目を細めるシランに、おれは尋ねた。

			　おれはまだこの砦とりででしか、この世界の人間と会っていない。異世界に生きる人々の生活には、興味をそそられるものがあった。

			「樹海の近くにある小さな村です。我らエルフが住まう開拓村のひとつなのですが、村の者たちは貧しくも肩を寄せ合ってみなで暮らしていました」

			「開拓村……？」

			「放っておけば、どんどん広がっていってしまう樹海を切り拓ひらくために存在する村のことです。現在でも樹海の周辺には、エルフが住む村もそうでないものも含めて、無数の開拓村が存在します。当然、こうした村は、樹海に棲すむモンスターの襲しゆう撃げきで壊かい滅めつ的な打撃を被こうむることも多く、わたしの村では常にモンスターの襲しゆう撃げきに備えていました」

			　貧乏くじという単語が、おれの頭に思い浮かんだ。

			　しかし、そうした存在は、この過か酷こくな世界では必要なものなのだろう。森の近くに住み、森を切り拓ひらく彼らがいなければ、世界は樹海を押さえ込めない。勇者はモンスターを討ち、その数を減らすことができても、広大な世界をひとりで開かい墾こんすることはできないのだから。

			　そうした役割を担っている者の一部に、エルフが含まれているというのも、この種族が抱えている事情を反映しているのだろう。霊れい廟びようまで来る間も、砦とりでのなかでシランたちに向けられる視線は、好意的なものばかりではなかった。侮あなどり。蔑さげすみ。嘲あざけり。いまから考えれば、道中でケイが気にしていたのは、あの視線だったのかもしれない。

			　さっき彼女たちが見せた、故人を悼いたむ態度を見る限り、どうやら同国の出身者たちのなかには、彼女たちに好意的な人物もいるようだが、そうでない者も多いのだろう。

			「いいところとはお世辞にも言えません。しかし、それでもあの村は、わたしにとって故郷です。改めて思い返すと、懐かしいですね。もう離れてから５年ほどになりますか」

			　切なげにシランはつぶやいた。彼女の脳のう裏りにはいま、故郷の光景が思い浮かんでいるのかもしれない。

			　普段はなるべく思い出さないようにしている、もう帰れない世界のことを脳裏に浮かべそうになって、おれは小さくかぶりを振った。

			「５年もか。長いな。帰りたいとは思わないのか？」

			「思わない、わけではありません。ですが、帰るわけにはいきません。あの村のためにもです」

			　シランの顔に、ほろ苦い笑みが浮かんだ。

			「チリア砦を含む各地の要よう塞さいに駐留している騎士たちは、樹海表層部のモンスターを討とう伐ばつすることで、樹海の外に溢れ出るモンスターの数を減らすとともに、近隣にある開拓村の防備を間接的に助けています。しかし、それでも年にいくつかの村が、モンスターにより蹂じゆう躙りんされ、その名な残ごりさえ森に呑まれてしまっています」

			　シランは広げた自分の掌てのひらに視線を落とした。

			「兄はこの砦で戦い、村に帰ることなく亡くなりました。恐らくわたしも、生きて故郷に戻ることはないでしょう」

			　強い視線。芯しんの感じられる声色。拳こぶしが強く握りしめられる。

			「ですが、たとえこの目で二度と見ることが叶かなわないとしても、わたしは故郷を守りたい。あの村にいた同どう胞ほうたちと同じ境きよう遇ぐうにある、他の村の者たちを守りたい。ともに戦う仲間たちを守りたいのです。そのために、わたしはこの身を鍛え、技術を磨いてきました」

			　その言葉には熱があった。

			　込められた覚悟の重みに、おれは思わず息を呑む。

			「……あ」

			　そんなおれの反応を見て、はっとした様子でシランは、握り締めた拳こぶしをといた。

			　照れたように笑うと、彼女は誤ご魔ま化かすように尖とがった自分の耳を指先でいじる。

			「申し訳ありません。つまらないことを聞かせてしまいました」

			「つまらないなんてことはない」

			　おれはかぶりを振った。

			「そういうのは……おれにもわかる気がするから」

			　守りたい者のために、努力して強くなる。それは最近、ぼろぼろになるまでガーベラと訓練を繰り返していたおれにとって、特に強く共感できる感情だった。

			　おれの場合は、『誰かを守るため』というより、『守られるときに少しでも足を引っ張らないため』というのが大きいが、それでも大切な者のために努力したいという気持ちは同じだ。昏こん倒とうさせられようが、胃のなかのものをぶちまけようが、なにもできない辛つらさに比べれば、なんてことはない。

			　無意識のうちに、おれは隣にいたリリィの手を握っていた。

			「シランのそういう気持ちは、なにより大事なものだと思うよ」

			「……ありがとうございます」

			　シランはおれたちが結んだ手を見て、口元に小さな微笑ほほえみを刻んだのだった。

		

	
		
			07　眷属として、ご主人様として

			　

			　樹海の犠牲者たちの弔とむらいを終え、おれたちは地上に帰還した。

			　解放感を覚えたのは、閉鎖空間にいたことばかりが理由ではないのだろう。地下霊れい廟びようの空気には、独特の質量があった。

			「このあとですが、孝弘殿と美穂殿は、訓練に合流されるつもりでしたか？」

			　地上に出てきたところで、シランからひとつ提案があった。

			「先程、団長から聞いたのですが、他の勇者様方は、そろそろ訓練を切り上げるそうです。そこで、その……こうしてわたしが頼んで、仲間の弔いに付き合っていただいたことで、訓練に参加する機会を逃したのですから、僭せん越えつながらわたしが、剣術や槍そう術じゆつについておふたりにお教えできたらと思うのですが、いかがでしょうか？」

			　正直、悪くない申し出だった。

			　これまでおれが行ってきたガーベラとの訓練は、戦闘に体を慣らすという点については、非常に有意義なものだった。

			　ただ、ひとつ大きな問題があった。

			　ガーベラは優れた戦闘者だ。しかし、小細工なしで圧倒的な戦闘能力を誇ほこるため、彼女には武術の心得がない。修得していないものを教えることは、当然のことながら不可能だ。

			　その一方で、おれのような脆ぜい弱じやくな人間が、仲間たちの足を引っ張らないだけの戦闘力を手に入れようとすれば、武術という名の小細工は絶対に必要なものだった。

			　そういう意味で、シランの提案は悪いものではなかった。

			　どうせシランには、おれが魔力を扱えることは悟られてしまっている。いまとなっては、訓練を受けることで、それが露ろ呈ていするのを恐れることもない。その場に他の転移者はいないから、気だって楽だ。また、どのようなかたちであれ一度でも訓練をしていれば、これから先も訓練に不参加を決め込むことに言い訳が立つだろう、という打算もあった。

			　リリィに目配せをしたおれは、彼女が頷うなずくのを確認して、シランに了承を伝えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、おれたちは、泣き腫はらした顔を洗いに行っていたケイが戻るのを待って、練れん兵ぺい場に移動することにした。

			　そこで、少し計算が狂った。

			　転移者たちが引き払ったあとの練兵場では、兵士たちの通常の訓練が行われていたのだ。

			　無理を言えば、おれたちのためにスペースを作ってもらうことも可能だっただろう。だが、勇者として我が侭ままを押し通すのも気が引けた。

			　どうせ訓練を行うのはおれたちだけなのだし、それほど広いスペースは必要ない。というわけで、おれたちはもっと狭い別の部屋に案内してもらって、そこでシランから武術の手ほどきを受けることにした。

			　半日程度では、できることも限られている。剣の振り方を教わっただけだが、それでも、打ち込みの際の体重の移動から、刃筋の立て方まで、学ぶべきことは多かった。

			　シランの教え方も良かった。実践できるまでには、まだ時間がかかるだろうが。

			　リリィは早いうちに訓練を切り上げて、見学に回っていた。

			　別にサボっていたわけではない。モンスターであるリリィの異様な体力を勘繰られないようにするためだった。

			　ここまで正体がばれることなくきているが、油断は禁物である。

			　実際、流れる汗の種類が変わるような一幕もあった。

			「孝弘殿の魔力の扱いは、独特のものがありますね」

			　と言われたときには、体を動かしていたことで火ほ照てっていた顔面から、一気に血の気がひいたものだった。

			　おれの魔力の扱いはガーベラ……ハイ・モンスターである白いアラクネに習ったものだ。それに、保有している魔力の大半は、ガーベラ他の眷けん族ぞくから流れてきているものなので、魔力の質自体が普通の人間とはちょっと違っている可能性もあった。

			　それを、まさか悟られてしまうとは。

			「そんなことがわかるのか」

			「わたしは精霊使いですから。魔力の扱いに秀ひいでていなければ、精霊と交感することは叶かないません」

			　大たい概がい、エルフというのもチートな気がした。

			　だからこそ、彼らは迫害を受けたのかもしれないが。

			「おれは独学だったからな。一般的なケースとは、魔力の扱い方が違うこともあるのかもしれない」

			「いえ。たとえ独学だったとしても、普通、そんなふうに魔力は流れないはずですが」

			「そ、そうか。だったら……そうだ。おれが転移者だからじゃないか。おれはもともと、この世界の人間ではないわけだし」

			「なるほど。確かに、そうかもしれません。勇者様なら、なにがあっても不思議ではありませんから」

			　こんな一幕はあったものの、それ以外は特に問題なく充実した時間を過ごすことができた。

			　結局、おれは夕方までぶっ通しで訓練を続けていた。

			　窓のない部屋だったこともあり、気付いたら夕方になっていたのだ。

			　夕食を食べ損ねたおれたちのために、シランは夕食を部屋まで運ぶ手配をしに行った。ケイは訓練を終えたおれのために、飲み水や汗を拭ぬぐう布を準備してくれた。

			　リリィは訓練を終えたおれの汗を拭ったりなんなりと、世話を焼いて楽しげだった。

			　護ご衛えいである彼女はおれの近くを離れるわけにもいかず、ずっと訓練を見守っていた。退屈してしまいそうなものだが、彼女は楽しげにニコニコ笑っていた。

			「なぁに？」

			「……いや」

			　じっと見ていると、気付いたリリィがこちらを向いた。おれは首を横に振った。

			　楽しげにしている彼女の姿が見られるのは、おれにとっても嬉しいことだ。おれは鼻歌まじりに世話を焼くリリィの好きにさせておくことにしたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕食の手配をしてくれたシランに礼を言って、おれとリリィは部屋に戻った。

			　ケイが部屋に持ってきてくれた湯で体を清めてから、ジャージに着替える。夕食を摂ったおれは、ベッドに横になった。隣にリリィが腰を下ろす。

			「ご主人様、疲れてる？」

			「ああ。ちょっとな」

			　疲れが全身に溶けて眠気に変わっていく。

			　腕や関節に残る疲れは、シランにつけてもらった稽けい古こによるものだ。

			　そちらは、たいしたことなかった。

			　どちらかといえば、精神的な疲れのほうが、体に重くのしかかってくるように感じた。

			　この砦とりでにやってきてからこのかた、部屋にいるとき以外、おれは常に気を張り詰めている。

			　というと、モンスターの襲しゆう撃げきを警戒し続けなければならなかった、樹海での生活と同じようにも思えるが、体感としては砦に来てからのほうが大変だった。

			　眷けん族ぞく以外のモンスターは、おれの姿を見かければすぐに襲いかかってくる。だから、白か黒かは常にはっきりしていた。出会った相手にどう対応するかという点に限って言えば、樹海の生活は楽なところもあったのだ。

			　しかし、ここではそうはいかない。

			　言うなれば、すべての存在が灰色だ。すれ違う人間を全員警戒しなければならず、だからといって、こちらから攻撃して排除するわけにもいかない。

			　今日は一日中砦で過ごしたので、疲労も相応に蓄積していた。

			　骨折り損のくたびれ儲けではないことだけが幸いだった。ここにやってきたことで知ったことは多い。その一方で、問題が解決する兆きざしがまるでないのは頭を抱えるところだった。知れば知るほど、困難な状況が浮き彫りになるかのようでもある。

			「あのさ、ご主人様。……ご主人様？　寝ちゃったの？」

			　まだ起きている、と答えようとしたときには、意識は深いところに沈んでいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――チリア砦滞たい在ざい３日目。

			「……眠い」

			「ご主人様は相変わらず朝弱いねえ」

			　呆あきれたような、それでいてどこか微笑ほほえましげなものが混じったリリィの声を聞きながら、おれは欠伸あくびを噛み殺した。

			　まだ空も薄暗い早朝。おれたちは部屋でシランが来るのを待っていた。

			　昨日のうちに、また剣を教えてもらう約束をしておいたのだ。

			　シランは早朝に体を動かす習慣があるということで、それに付き合いませんかと誘われるかたちだった。

			　シランは良い教師だ。我流で剣を振っていたおれにとって、昨日の訓練は期待していた以上に学ぶところが大きかった。そんな彼女から、もう一度、指導が受けられるのだ。早朝だからといって文句なんてなかった。

			　もう一度、欠伸を噛み殺したところで、部屋にノックの音が響き、リリィが応対に出た。

			　シランが来たのかと思ったが、現れたのは、ぼさぼさ頭の友人だった。

			「おっす。おはよう、孝弘、水島さん」

			「あれ？　どうして鐘木くんが？」

			「孝弘がシランさんに剣を教わるって聞いたから、おれも混ぜてもらおうかと思って」

			　ひらひらと手を振る幹彦の言葉に、おれは首を傾かしげた。

			「幹彦が？　それはまた、どういう風の吹き回しだ？」

			「あー、まあ。なんつーかさ」

			　幹彦は恥ずかしげに笑った。

			「おれもたまに、シランさんに訓練つけてもらってるんだよ。だからまあ、そういうこと」

			「……そうか」

			　おれは小さな笑いの発作に襲われた。努力している姿を見られるのが恥ずかしい。こいつがそういう性格なのは、よく知っている。

			「それにほら、孝弘と一緒だったら、少なくとも勇者ノリの連中とチート覚かく醒せい目指して体動かすより楽しいし。教えてくれるシランさんは、団長の信頼も厚い人だからね。あと、おれも一応、身体能力の強化と、簡単な魔法くらいなら使えるから」

			「なるほど。それなら、大体、おれと同じくらいだな。だったら、一緒に稽けい古こを受けるのにも都合が良いか。……まあ、おれは魔法を使えないが」

			「それは大丈夫。おれだって使えるのは、せいぜいコロニーで教わった第一階かい梯ていの水属性魔法くらいだから。つっても、これがなかったら樹海で野垂れ死んでただろうし、これまで十分過ぎるくらい役に立ってくれたんだけどね。ただ、魔法については、おれ、あんまり才能ないみたいでさ。身体能力強化はここに来てから教わって、それからはもっぱら、こっちを鍛えてるんだ」

			　そう言って幹彦は、腰にある短剣の柄つか尻じりを指先で弾いた。

			「魔法よりまだ可能性はありそうだからさ」

			「そういえば、幹彦は短剣を使うんだな」

			「おうさ」

			　幹彦の腰には、刃渡り30センチほどの頑がん丈じようそうな拵こしらえの短剣が４本下がっている。

			　しゃん、と音をたてて、幹彦は二刀を逆手に引き抜いた。その滑らかな動作は堂に入っている。これだけでも、幹彦が真面目に鍛たん錬れんに取り組んできたことがうかがえた。

			「二刀流？」

			「そ。カッコイイっしょ？」

			　こういうところは幹彦らしいが。

			　とはいえ、予備の武器もきちんと用意しているあたり、お遊びではなく、ちゃんと実戦を想定してはいるのだろう。鞘さやに剣を納めた幹彦は、胸を張って言った。

			「目指すは武芸百般。おれは団長の騎士になりたいかんね。とりあえず、とっつきやすい武器から手に馴な染じませようと思って、シランさんに師事してるってわけ」

			　剣を鞘さやに納めた幹彦は、きょろきょろと部屋を見回した。

			「それで、肝心のシランさんは？」

			「おれたちも待ってるところだ。もうそろそろ来るんじゃないかと……」

			　言いかけたところで、ノック音。

			　噂をすれば影が差すとでもいったところか。今度こそ、現れたのはシランだった。

			「おはようございます、孝弘殿、美穂殿。幹彦殿もいらっしゃいましたか」

			「ああ。おはよう、シラン。……どうかしたのか」

			　おれは眉まゆをひそめた。

			　控え目ながら整ったシランの表情に、かげりを見つけたためだった。

			「申し訳ありません、孝弘殿」

			　憂うれい顔のシランが頭を下げた。

			「鍛たん錬れんの件についてなのですが、少しお待ちいただいてもよろしいでしょうか」

			「別にそれはかまわないが。なにかあったのか？」

			「ええ。それが、今朝の訓練の準備をするよう言いつけておいたケイの姿が、どこにも見当たらないのです」

			「……なに？」

			　おれは目を細めた。

			「このようなことはこれまで一度もなかったものですから、心配でして」

			　本人の言う通り、シランは動揺しているようだった。

			　彼女がどれだけ姪めいであるケイのことを大事にしているかは、昨日の霊れい廟びようでのやりとりで知っている。動揺するのも無理なかった。

			「申し訳ありませんが、わたしはこれからあの子を探そうと思います。お約束を破ることになりますから、まずはご連絡をと……」

			「事情はわかった。それなら仕方ない。ケイのことを探してやってくれ。……というか、おれたちも手を貸そう」

			「え？　いえ、それは……」

			　恐縮した様子でシランがおれの申し出を固辞しようとしたところで、へらりと笑みを浮かべた幹彦が口を差し挟んだ。

			「いいからいいから。おれたちもやることなくなっちゃって、暇だしね」

			　幹彦はシランの背中を押して廊下まで出た。

			「シランさんは早く行って。おれたちも、すぐに探しに出るからさ」

			「は、はあ。それでは、申し訳ありませんが、よろしくお願いします」

			　戸と惑まどいながらも、シランは頭を下げて去っていく。

			　その背中を見送った幹彦が、こちらを振り返った。

			「これでいいんだよね、孝弘？」

			　どうやら察して動いてくれたらしい。こういうときには、幹彦のちょっと強引なところがありがたかった。

			「悪いな。助かった」

			「別にいいけど。で、どういうこと？　説明はしてくれるんだよね？」

			「ああ。といっても、これはあくまで根拠の薄い推測だが……」

			　少し訝いぶかしげな顔をした幹彦に、おれは答えた。

			「ひょっとしたら、ケイがいなくなったのは、おれたちの側の不始末かもしれない」

			　幹彦の表情から余裕が消えた。

			「それは、ちょっと考え過ぎじゃね？」

			「かもしれない。だが、そうじゃないかもしれない」

			「根拠は？　どうしてそう思った？」

			「昨日、話をした感触だと、ケイは真面目な子だ。まさかサボってどこかで遊んでいるってことはないだろう。なにかあったと考えるほうが自然だ。それに……シランは『こんなことはこれまでなかった』と言っていた。近しい人間であるシランでさえ思い当たる節がない以上、これまでになかった『なにか』は、最近この砦を訪れた人間が持ち込んだ厄やつ介かい事の可能性が高い」

			「ありえない……とは、言えないね。なるほど。言われてみれば確かに、ここに来て３日目。調子に乗った馬鹿が馬鹿をやり始めるのには、丁度良い頃合いか」

			　シランとは違って、おれも幹彦も、この地を訪れた転移者が英雄などではないことを知っている。こうもちやほやされれば、勘違いをして自分勝手な行動に走る者がいてもおかしくなかった。

			「ちっ。こんなことなら、きちんとあいつらのこと見張っときゃよかった！」

			　幹彦が苛いら々いらと床を蹴けった。

			「落ち着け。まだそうと決まったわけじゃない」

			　おれは幹彦をたしなめた。

			　そうだ。まだそうだとは決まっていない。

			　けれど、もしも、もしもそうなのだとしたら……。

			　おれの脳裏に思い浮かんだのは、無残な最期を迎えた水島美穂の遺体。そして、いつかの山小屋で見た、加藤さんの姿だった。

			「……とにかく、早く探そう」

			　かぶりを振っておれがいうと、幹彦は表情を厳しくしたまま頷うなずいた。

			「そだね。なにか見てる奴がいても、シランさんが聞いたんじゃ『勇者への特別な配慮』で口を噤つぐんじゃうかもしれない。その点、おれたちなら立場は対等だ。聞き出せるでしょ」

			「手分けをしよう。おれは水島さんと一緒に動く」

			「うん。それがいいと思う。馬鹿相手には、水島さんだって危ないかもだから。それじゃ、またあとで」

			　慌ただしく駆け出した幹彦と分かれて、おれとリリィはケイの行方を探し始めた。

			　廊下を早足で歩く。慇いん懃ぎんな礼をする兵士たちには、いまはかまっていられない。幹彦の言っていたように、彼らに聞き込みをするつもりはなかった。

			　焦あせっていた幹彦は気付かなかったようだが、おれたちはこの世界の言葉を話せない。だから聞き込みもできない。長くこの砦とりでにいる幹彦は、知り合いに翻訳の魔石持ちがいるかもしれないが、おれにはそうした心当たりもない。

			　とはいえ、闇雲に歩き回るつもりもない。

			「リリィ」

			「わかってる。わたしの『鼻』が必要なんだね」

			　以心伝心。リリィが力強く頷うなずいた。

			　おれは昨日、シランから剣の手ほどきを受けた部屋にやってきた。

			　おれはここで今朝も体を動かす予定だった。シランから準備を言いつけられたケイは、この部屋か、あるいは、その近くまで来ていた可能性が高い。ファイア・ファングの狼の鼻を擬ぎ態たいしたリリィなら、最新のケイのにおいを追うこともできると考えたのだ。

			　先導するリリィは、どんどん人気のないほうへ向かっていった。

			　すんすんと、リリィが鼻を鳴らした。

			「古びた鉄の臭いがするね。多分、武具だと思う」

			「とすると、このあたりは保管区域ってところか」

			　道理で人気がないわけだ。

			　こんなところで、ケイはなにをしているのか。……なにをされそうになっているのか。嫌な予感が現実味を帯び始める。自然、歩が速まった。

			「……いた」

			　ほどなくして、おれたちは人気のない廊下に、金髪の少年少女のふたり連れを発見した。

			　少女のほうは透明性の高い生来の金髪。その手首を握っているもう一方の少年は、根元が黒くなりつつある染色した金髪だった。それはつまり、彼がおれと一緒にこの世界にやってきた転移者だということを意味していた。

			　この砦で勇者として扱われている少年は、まったく英雄らしからぬ行為に手を染めようとしていた。

			　少年は年とし端はもいかない少女を引きずって、部屋に連れ込もうとしていたのだ。

			　少女は幼くも整った顔立ちを怯おびえに引き攣つらせつつも、相手が相手だけに抵抗できずにいるようだ。

			「……」

			　想定していた最悪のケースだった。

			　ただ、まだ最悪の事態には至っていない。

			　どうやらおれは間に合ったらしい。とはいえ、安あん堵どの感情は湧いてこない。胸にはすでに、別の感情がいっぱいになっていたからだ。

			　足早に近づいていくと、こちらの存在に少年が気付いた。

			　眉まゆをひそめて、不快げに表情を歪ゆがめ、少年はなにかをわめいた。

			　昨日の朝に遭そう遇ぐうしたときよりも、ずいぶんと態度が大きい。

			　なぜだろうかと考えて、おれはあのときとは少し状況が違うことに気が付いた。

			　ここには探たん索さく隊がいないのだ。

			　わかりやすくて嫌になる。

			　納得したおれは歩を緩ゆるめることなく距離を詰めると、汚い罵ののしり文句を投げかけてくる少年の頭を鷲わし掴づかみにした。

			　問答無用だ。少年が反応する前に、少女が連れ込まれようとしていた部屋の扉へと、少年の顔面を叩きつけた。

			　鼻血を噴いた少年は、悲鳴ひとつあげずに意識を失った。

			　おれが手を離すと、無防備に体が倒れた。呆あつ気けないものだった。

			　まるで隙だらけだった。おれ程度でも簡単に制圧できた。自分勝手な欲望で他人を傷つけようとしておいて、自分だけは攻撃されることはないとでも思っていたのだろうか。リリィの手を借りるまでもなかった。

			　だがまあ、こんなものなのかもしれない。

			　こいつは厳しい戦闘訓練を受けたわけでもなければ、死線に立った経験があるわけでもない。なんらかの覚悟があるわけでもなく、いまだって勇者という特権を盾にして、やりたい放題。ただ暴力を振るう側にしか立ってこなかった。そんな人間なのだから。

			　おれは少年から視線を切った。振り返る。

			「大丈夫か？」

			　尻しり餅もちをついて目を丸めたケイが、おれのことを見上げていた。ぽかんとしている。

			「……あ。そうか。なにを言ってるのかわからないのか」

			　おれは転移者で、ケイはこの異世界の住人だ。　翻訳の魔石がなければ、お互いに言葉が通じない。

			　どうしたものかと頭を掻かいたところで、ケイがなにかを叫んで立ち上がった。

			「――、――っ！　――！」

			「うおっと」

			　かなり機敏な動きだったので驚いたが、どうも縋すがりついてきただけのようだ。口走る言葉に、おれの名前が何度か混ざっていた。

			「――っ、――っ」

			　そのままケイは泣き出してしまった。怖い思いをしたのだろう。未遂であったとしても、心になにひとつ傷がつかないわけではない。

			　なるべく優しくケイの頭を撫なでてやり、おれは肩越しに振り返った。
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			「……」

			　そこには、派手に鼻血を撒まき散らして倒れる金髪少年の姿があって――

			「殺しちゃ駄目」

			　――おれの肩を掴つかんで、リリィが言った。

			　それで、おれは我に返った。

			　決まり悪く、頭を掻かく。明確な殺意があったわけではなかったが、制止されなければ、なにをしていたのかわかったものではなかった。

			「……悪い」

			「ううん。ご主――真島君が、こういう連中のこと大嫌いなのも、その理由も、わたしは知ってるもの」

			「……」

			　もともと、リリィが水島美穂のふりをしている以上、余程のことがない限り、おれが矢面に立って動くつもりではあった。しかし、ここでとどめを刺してしまうのは、予定にないことだ。

			　今更、この手を血で汚すことを躊躇ためらったりはしないが、いまは単純に場所が悪い。

			　あの山小屋にいた３人組や、加賀のときとは違うのだ。ここは無法の森のなかではなく、すでに人間の領域だということを忘れてはいけない。

			　相手が幼い少女に乱暴を働こうとしていた下げ種すであり、恐らく勇者としての特権から罰せられることはないだろうとわかっても、ここで手を下すわけにはいかない。

			　……いったい、なにが正しくて、なにが間違っているのか、わからなくなるような話だが。

			　割り切れないものを感じつつ、おれは胸に縋すがりついて泣くケイの頭を撫なでた。

			「……？」

			　と、そこで、おれはこちらを見ている視線に気付いた。

			　さっきまでは視野狭きよう窄さくしていて見逃していたが、廊下の壁際にへたりこむ、もうひとりの少年の姿があったのだ。

			「……工藤？」

			　昨日、ほんの一言二言、言葉を交わした、『いじめられっこ』だった。

			　壁際に座り込んだ彼は、なぜか片方の頬ほほを腫はらしていた。

			　おれより早く、その存在に気付いていたリリィが、彼のもとに歩み寄ろうとする。

			「大丈夫？　ええと……」

			　と、言いかけて、はっとリリィは振り返った。

			　咄とつ嗟さにおれのほうに縋りつくように身を寄せたのは、実際は護ご衛えいとしての本分を果たすためだ。

			「この……このっ！　ふざけた真似、しやがって……っ！」

			　金髪少年、坂上剛太が意識を取り戻し、ふらつきながら立ち上がっていた。

			「こ、後悔……後悔、させてやるっ」

			　鼻血を垂たらしながら、坂上は血走った目でおれのことを睨にらみつけた。

			「絶対、後悔させてやるぞ！」

			「お前……」

			　まったくの逆恨み。どことなく狂気をはらんだ怒りは、いかにも浅い。

			　だが、そこには浅はかな人間特有の危うさがあった。

			　モンスターを相手にするときとは、また別の危機感が、おれの背筋に怖気を走らせる。

			　こういう人間は、なんでもする。予感があった。こいつは絶対に、見当外れなこの恨みを忘れない。

			　その結果、目を覆おおうような悲劇が生まれるかもしれない。

			　掛け替えのない貴重なものが失われることに、大層な理由なんて必要ないのだ。むしろ、得てしてこういう小物のほうが厄やつ介かいだということを、おれはコロニーが崩ほう壊かいしたときの経験から学んでいた。

			　ケイはいい子だ。

			　シランは他人に誠実に向き合うことのできる少女だし、水島美穂や加藤さんだって、あんな目に遭あっていい人間では決してなかった。

			　なのに、どうして彼女たちがこんな奴らに傷つけられなければならないのだろうか？

			　おれはこの場でこいつを見逃してしまって良いのだろうか？

			　……この場で、排除してしまったほうが良いのではないか？

			　おれの手が無意識に腰の木剣へと伸びかけた、その寸前のことだった。

			「なにをしている！」

			　睨にらみ合うおれたちの間に、男の声が割って入った。

			　坂上の様子には十分注意しながら、声のほうに視線を向けると、そこに探たん索さく隊の十文字がいた。

			　彼は怒りの形相で、こちらに近づいてくる。タイミングが良いのか悪いのか。こうなってしまった以上、おれは手を止めざるをえない。

			「また揉め事か。今回はなにを……」

			「……ちっ。なんでもねぇよ」

			　坂上の変わり身は早かった。

			　おれのことを憎々しげな目でひと睨みすると、十文字の脇を抜けて足早に去っていく。

			「くっ、待て！　坂上！」

			　十文字は少し迷ったようだが、おれたちを一いち瞥べつしたあとで、坂上を追いかけることに決めたらしい。

			「真島と水島、あと、そっちのは工藤とか言ったか。この一件については、おれが預かる。余計な真似はするな。良いな！」

			　声には、隠しきれない苛立ちが滲にじんでいた。リーダー役も大変なのか、３日目にしてどうやら十文字も、ずいぶんとストレスが溜まっているようだった。

			　無理のない話ではある。十文字だって、チート持ちという以外は、ただの学生でしかないのだ。坂上のような問題を起こす人間がいては、頭を抱えたくもなるだろう。

			　あとはこちらの言い分も聞かずに、十文字は行ってしまった。

			「まったく。いつまで元の世界にいるつもりだっ。ここは異世界で、なにもかもが違うってことがわからない奴に、どうしてこのおれが煩わずらわされなければならない……っ！」

			　去り際に、苛立たしげな愚ぐ痴ちが聞こえて、おれは少し眉まゆをひそめた。

			　――ここが異世界で、おれたちが元いた世界とは、なにもかもが違っている。

			　昨日も十文字は、似たようなことを言っていた覚えがある。

			　確かに、彼の言っていることは正しい。

			　坂上にはそのあたりがまるでわかっていないというのも、その通りだろう。

			　ただ、その一方で、異世界にやってきたことで得たチート能力によって、これまで楽々困難を打ち破ってきたはずの十文字に、本当の意味でその『違い』がわかっているのかどうかは、正直なところ、疑問だった。

			　違うように見えているというのなら、どうしてあんなふうに英雄然として振る舞っていられるのだろうか。

			　……なんて、そんなふうに思ってしまうのは、それこそ不幸な者が幸運な者に抱いてしまう、つまらない嫉しつ妬と心の為せる業なのだろうけれど――

			「なにを言っているのだか。なにも変わってなんかいませんよ」

			　――と、そんなことを考えていたときだったから、その台詞せりふは妙に強くおれの印象に残った。

			　十文字の登場に気を取られているうちに、『いじめられっこ』の工藤陸が立ち上がっていた。

			「大丈夫？　頭を打ったりしてない？」

			　気遣わしげにリリィが声をかけると、少年は線の細い顔立ちに、薄らと笑みを浮かべた。

			「大丈夫です。ええ。これくらい慣れてますから」

			　意識はしっかりしているようで、立ち上がった際の動作にも危うげなところはなかった。とりあえず、大きな怪け我がの心配はなさそうだ。

			「ん。どうした？」

			　そのとき、おれの胸に縋すがりついてきていたケイが、身じろぎをした。

			「――、――っ」

			　やはり、なにを言っているのかはわからない。だが、なにか主張したいことがあるらしいことはわかった。

			「――、――」

			　鼻を啜すすりあげて身を離したケイは、おれたち転移者にはわからない言語でなにかを言って、頬ほほを腫はらした工藤に頭を下げた。

			　おれはケイから工藤に視線を移した。

			「……ひょっとして、お前、この子のことを庇かばって殴られたのか？」

			「あはは。なにもできませんでしたけど。お恥ずかしい限りです」

			　工藤は愛想笑いをして腫れた頬を掻かいた。触れて痛みを覚えたのか、唇の端が引き攣つる。

			　笑みを引っ込めて、少年は軽く頭を下げた。

			「先輩が来てくれてよかったです。その子のことはお願いしますね」

			「ああ。わかった」

			　どこか覚おぼ束つかない足取りで、工藤もいなくなった。

			　人気のない廊下には、おれとリリィ、そしてケイだけが残された。

			　リリィがおれの横顔を見て、首を傾かしげた。

			「どうしたの？」

			「……いや」

			　おれはかぶりを振った。

			　ちょっとだけ、さっきの工藤の言葉の真意が気になっていた。『なにも変わってなんていない』と工藤は言った。この過か酷こくな異世界にやってきて、どうしてそんなことを言えるのか、不思議だった。

			　とはいえ、いまは他にまずやるべきことがある。

			「――、――っ！」

			　服の胸のあたりを引かれて、おれは視線を落とした。

			　赤い目をしたケイが、おれのことをじっと見上げている。

			「……とりあえず戻るか。シランが心配してる」

			　おれはケイの頭をぽんと撫なでた。

			　シランのものに似て、控え目ながら整った顔が、やわらかくほころんだ。

			　いまは、この笑顔が守れただけでよしとしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シランと幹彦に連絡を取ったあと、ケイはおれたちの部屋で預かることにした。

			　新しく翻訳の魔石を貸してもらい、一日を部屋でケイと過ごした。

			　おれたちは、まだ異世界の事情には疎うとい。ケイにとっても、おれたちの世界での物事というのは興味をそそられるものらしく、お互いに話題にはこと欠かなかった。

			　そのなかで、魔石の入手ルートについて尋ねる機会があった。

			　大抵の魔石はそこそこの値段がするらしいが、特に翻訳の魔石は勇者との接触のためだけに作られたものであるため、そもそも需要がなく、市場にあまり出回っていないらしい。

			　軍や騎士団を経由しなければ、手に入れることは難しいということだった。

			　困ったな、という心の裡うちが表情に漏もれてしまったらしく、おれは不思議そうな顔をするケイを誤ご魔ま化かさなければならなかった。

			「ケイを預かっていただき、ありがとうございます」

			　夕方になると、騎士団の仕事を終えたシランが、ケイを迎えに来た。

			「お手間をおかけしました」

			「いや。こちらこそ、いろいろ面白い話を聞かせてもらってありがたかったよ」

			「あ、いえ。わたしもおふたりからいろいろ話を聞けて、その、楽しかったですから」

			　ケイは顔を赤くして、はにかみ俯うつむく。

			　そんな彼女を慈愛の目で見たあとで、シランはおれと距離を詰めた。

			「孝弘殿に提案していただいたことについてなのですが」

			「……どうなった？」

			　お互いに、十分に声を潜めて話をする。ケイの注意は、リリィが引いてくれていた。

			「孝弘殿と美穂殿の世話役として、ケイを付けることは認められました」

			「そうか。それはよかった」

			　おれは、ほっと息をついた。

			　ケイをおれたちの世話役にするように、シランを通して騎士団のほうに頼んでおいたのだ。さすがは勇者という立場だけあって、これくらいの我が侭ままは通るものらしい。もっとも、もともとケイがシランのお付きでしかなく、騎士団での仕事を受け持っていなかったというのも大きいのだろうが。

			　このように取り計らったのは、もちろん、世話役という口実を使って、おれの持つ勇者としての立場のもとにケイを庇ひ護ごするためだ。

			　坂上との一件については大人しくしていろと、十文字に釘を刺されたのに加えて、『勇者に暴力を振るわれそうになった』なんてことを言い出した場合、エルフのケイが砦とりででどのような扱いを受けるかわからなかったため、今朝の事件を大事にすることはできなかった。しかし、この程度の世話を焼くくらいなら、どこからも文句は出ないはずだ。

			　十文字が割って入ったことで、あの場は坂上が引き下がったものの、あの手の輩やからは責せき任にん転てん嫁かと逆恨みに長けている。しばらくの間は、なるべく目の届く範囲にケイの身柄を置いておくに越したことはない。

			「しかし、いまだに信じられません」

			　シランは重い溜め息を吐いた。

			「まさか勇者様のおひとりが、そんなことを……」

			「気持ちはわかるけどな、本当のことだ。まさかケイのいうことを信じてやらないわけじゃないんだろ」

			「ええ。それはもちろん、そうですが」

			「おれたちもこの目で見たわけだし、つまらない諍いさかいにもなった」

			　シランにしてみれば、勇者というのは生きた伝説であり、信仰の対象だ。まさかそれが、幼い少女に邪よこしまな考えを抱くとは想像さえしなかったのだろう。彼女の浮かべた憂鬱な表情には、少し疲れが見えた。

			　とはいえ、彼女には現実をきちんと直視してもらって、自分たちの身を守ってもらわなければならない。

			「これはケイにも言っておいたが、なにかあったら、とにかくおれたちのところまで逃げてきてくれ。おれたちだって、同じ勇者という立場だ。庇かばってやることもできるはずだからな」

			「……ありがとうございます。ケイの件ではお手を煩わずらわせてしまったようですし、本当に孝弘殿にはなんと言っていいか」

			「気にするな。悪いのは坂上だし、おれは手を煩わずらわされたなんて感じていないから」

			　おれはかぶりを振った。

			「それに……あんな良い子が坂上なんかに傷つけられるのを、見て見ぬふりなんてできるはずがないしな」

			　そう言って、おれが向けた視線にケイが気付いた。

			　幼いながら整った顔立ちに、笑みの花が咲いた。

			「孝弘さん！　姉様も来たことですし、そろそろ行きませんかっ？」

			　駆け寄ってきたケイが、おれの手を引いた。

			　昨日はがちがちに緊張していたものだが、早朝の一件があったためか、それとも今日はずっと一緒にいたからか、おれにもだいぶ懐いてくれたようだ。

			「ああ。わかった」

			　ケイも来たことだし、内緒話はここで切り上げることにしよう。

			「シランもそれでいいか？」

			「ええ。かまいません」

			　流れてしまった早朝訓練の代わりに、今日はこれから、またシランに稽けい古こに付き合ってもらうことになっていた。

			「こんなことでしかお返しができないのが心苦しいですが」

			「そんなふうに言うのはやめてくれ。シランの指導は、本当にためになっているんだから。時間を割さいてもらえてありがたいよ」

			　翻訳の魔石や、その他の事柄についての進しん捗ちよくがないなか、これだけはこの砦とりでにやってきて、素直に収穫だと思えることだ。おれの言葉には、一片の誇こ張ちようもなかった。

			「そ、そんなことは……未熟なこの身が、お役に立てるのなら幸いです」

			　目を伏せたシランは、尖とがった耳を指先でいじった。それはどうも照れているときの彼女の癖くせらしい。おれは笑いを誘われつつ、改めて彼女に頼んだ。

			「それじゃあ、今日もよろしく頼む」

			「はい」

			　頷うなずくシランは嬉しげに笑った。

			　そうすると、普段の謹きん厳げんな雰囲気が薄れて、年頃の少女らしい華やいだ部分が表に出てくる。シランもまた、打ち解けてくれた部分があるのかもしれなかった。

			「……ん？」

			　そんなおれたちのことを、じっと見詰める視線があった。

			「どうした？」

			　気付いたおれが問い掛けると、シランと言葉を交わすおれのことを妙に嬉しげな顔で見守っていたリリィは、すっと目を伏せた。

			「ううん。なんでもない」

			　彼女はかぶりを振って、笑顔をケイに向けた。

			「さあ。早くしないとまた昨日みたいに遅くなっちゃう。行こっか」

			「はい。行きましょう！」

			　リリィはケイと手を繋いで歩き出した。シランもそれに続く。どこか引っかかるものを感じたものの、置いていかれても仕方ない。おれも彼女たちを追って歩き出したのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　稽けい古こを付けてもらったあと、一度自分たちの部屋に帰ってきたおれたちは、汗を拭いてから改めて部屋を出た。

			　他の転移者たちも集まった大部屋で夕食を摂る。顔を出した幹彦とケイのことについて少し話をしてから、すぐに自分たちの部屋に戻った。

			　特に用事がなかったというのもあるが、それより疲労のほうが理由としては大きかった。

			　ベッドに横になって、天井を見上げる。今日はそれほど長く稽古を受けていたわけではないため、体力にはまだ余裕がある。けれど、精神的な疲れは昨日と変わらない。部屋の外ではずっと気を張り続けているのも、丸２日となれば疲労も溜まる。

			　寝転がっていると、年少組のあやめとアサリナがじゃれついてきた。彼女たちには窮きゆう屈くつな思いをさせている。おれは体を起こして、彼女たちの相手をしてやることにした。

			　直球で愛くるしいあやめも、見た目は奇妙なアサリナも、おれにとっては可愛い仲間だ。じゃれつかれるだけで癒いやされる。甘噛みされ、鼻面を押しつけられ、巻きつかれる。ひょっとすると、おれのほうが彼女たちに相手をしてもらっているのかもしれない。そう思えるくらいに、それは気の休まる時間だった。

			　それだけ、おれが疲れているということでもあったが。

			　しばらくあやめたちと戯たわむれたあとで、おれは再びベッドに寝転がった。自然と重い吐息が漏もれた。ケイからも話を聞けたことだし、これから今日一日を振り返って、リリィと話し合いをしなければならない。それはわかっている。けれど、天井を見上げていると、次第に意識が遠ざかっていって――……。

			「……あ、ご主人様、起きたの？」

			　いつの間にか眠ってしまったらしい。

			　額を押さえて、おれは小さく呻うめき声をあげた。

			「……どれくらい、寝ていた？」

			「それほど長い時間じゃないよ。いま、夜半を過ぎた頃じゃないかな」

			　正面には、横向きになったリリィの顔がある。彼女はふとももの上に置いたおれの頭を抱くようにして、ベッドに座りこんでいた。

			　距離が近い。女の子の甘い匂いが、強く香った。

			　もう一方のベッドでは、あやめが丸くなって寝息を立てていた。アサリナはおれたちが会話を始めたことを察して、ひょこひょこと頭部を揺らして、こちらの様子をうかがっていた。

			　そして、リリィ。

			　彼女は膝枕をした体勢で、こちらを真剣な眼差しで見詰めていた。

			「……なにかあったのか？」

			「ううん」

			　リリィは静かに首を振った。

			　実際、くぅくぅとあやめの寝息が響く部屋は、平穏そのものと言って良かった。とすると、なにかあったのはいまではないのか。

			　咄とつ嗟さに、今日一日あったことを脳のう裏りに思い返す。

			　しかし、リリィにこんな目をさせるような出来事には、心当たりがなかった。

			　むしろリリィは、ここのところ、ずっと上機嫌だったように思う。

			　幹彦と雑談をしていたときも、シランと訓練をしていたときも、楽しげにおれのことを眺めていた。

			　……いまから考えてみれば、ちょっと奇妙に思えるくらい、彼女は機嫌良くしていたのだ。

			「ご主人様」

			　おれのことを呼んだリリィは、整った容よう貌ぼうに笑みを浮かべる。

			　砂糖菓子みたいに甘い少女の微笑ほほえみだ。けれど、なぜだろうか。おれの目にはその笑顔は、彼女が抱え込んだものを隠すために浮かべているように見えたのだ。

			「ねえ、ご主人様。これから先どうするのかってことだけどね。提案があるの」

			　おれがなにか尋ねる前に、リリィのほうから切り出してきた。

			「なにか思いついたことがあるのか」

			　唐とう突とつに振られた話題に戸と惑まどいつつも、おれは問い返した。

			　前にリリィと話をしたときに、おれがクリアしなければならない条件は整理しておいた。

			　おれの能力を隠したうえで、翻訳の魔石を入手して使用方法を習得し、この砦とりでを出る。そして、どこかの集落から物資の調達ルートを構築し、加藤さんの預け先を見付ける。

			　どう考えても難易度は高く、現状、おれ自身にうまい考えはない。

			　だが、リリィにはアイディアがあるようだった。

			「うん。考えた案はふたつ」

			「ふたつも？」

			　驚くおれに笑顔のリリィは頷うなずいて、頬ほほに手を伸ばしてきた。

			　掌てのひらが頬ほほをさする。パスを通じて、彼女の感情が伝わってくる。

			　……感じられたのは、決意の意思だった。やわらかな笑顔の下で、リリィはなにかを覚悟している。強く固く、譲らぬ意思。さざなみひとつない湖面のように穏やかで、だからこそ、胸の裡うちに秘めた決意が察せられる声色で、リリィはその提案を口にした。

			「ひとつは、わたしたちとお別れすること」

			「……」

			「モンスターに心を与えて率いる力なんて、なかったことにするの。そうすれば、ご主人様はなんの問題もなく、他の転移者のみんなと一緒に、この世界で穏やかに生きていけるよ」

			　リリィの眼差しは、あくまで静かなものだった。

			「他の転移者たちは、いまは勇者として生きていこうとしてるけど、いつかはそうではない生き方を選択する人たちも出てくると思う。全員が首尾良く自分の身に備わった力を自覚できるとも限らないし、そうでなくても、足並みをずっと揃えてはいられないだろうから。そういう人たちと、ご主人様は行動をともにすれば良いよ」

			　現状、チリア砦とりでにやってきた十文字、渡辺、飯野という３人の探たん索さく隊メンバーは、うまく集団をまとめているように見える。

			　だが、リリィのいう通り、いつまでもそうであるとは限らない。たとえば坂上だが、あれだけ好き勝手やっている以上、仲間の輪を外れるのは時間の問題のように思える。

			　そうでなくても、戦うことに嫌気が差す者はいるだろう。反抗的かどうかは、この際、たいした問題ではない。いまは困難に直面したときに特有の日本人的な連帯感や、ある種の現実逃避、はたまた場の雰囲気に流されて……といった理由で、学生たちは行動をともにしているものの、彼らは現代日本で生まれ育ち、その価値観を抱えたままでいるのだ。戦いとは無縁の静かな生活を望む者は、すぐにでも出てくるに違いなかった。

			　ここまでなら、リリィのいうことも理解できる。

			　けれど、それを踏まえて彼女が口にした提案については、まったく話が別だった。

			　リリィたちと別れて、この世界を生きていく？

			　到底、頷うなずけるような話ではなかった。検討以前の問題だ。おれはみんなと一緒に生きていきたいのに、自分自身の穏やかな生活のためにリリィたちと別れるなんて本末転倒でしかない。

			　しかし、わからない。

			　そんなおれの考えを一番よく理解してくれているのが、目の前のリリィのはずなのだ。

			　リリィはどうして、こんなことを言い出したのだろうか。彼女には、おれの返答なんてわかり切っているはずなのに……。

			「わたしはご主人様の返答が聞きたいの。お願い。答えて」

			　リリィの囁ささやき声が耳じ朶だを舐めた。

			　本当に、なにを考えているのだろうか。

			　……なにも考えていないということはないのだろう。

			　彼女のことは信頼している。それこそ、この世界の誰よりも。

			　なにか考えがあるから、リリィはこの提案を口にしているのだ。

			　だとすれば、おれがここでわかりきった答えを返すことには、なんらかの意味がある。

			　それになにより、おれの頬ほほを包み込んだ掌てのひらを通じて、彼女の心がおれの言葉を求めているのが感じられた。だったら、それに応えることに、躊躇ためらいを抱く理由はない。

			「その提案は受け入れられない。そんなことは考えられない」

			　言いながら、おれからもリリィの頬に片手を伸ばした。

			　やわらかい。あたたかい。愛おしい。

			　この指先の感触とぬくもりが大事なのだと、失われてくれるなと、心の底からおれは思うし、それを隠すつもりもない。

			「おれはお前たちを手放すつもりはない。なにがあろうと絶対に」

			　言葉と表情と、それにパスを通じて伝わる感情。全て余さず伝わったはずだ。

			　それが証拠に、リリィは本当に幸せそうに微笑ほほえんだ。

			「ありがと、ご主人様。我が侭ままを言ってごめんね。その言葉が聞きたかったの」

			　……そういえば、リリィは『返答を聞きたい』と言っていたか。

			　言わなくてもわかることを、それでも言葉にしてほしい。これは、そういうことだったのか。

			「うん。お陰でわたしも、やっと覚悟が決められたかな……」

			　覚悟という単語を、リリィは口にした。どうやら、さっきおれがパスを通じて感じた覚悟の念は、おれとの別離に対するものではなかったらしい。思い返せば、最初からリリィは、提案はふたつあると言っていた。とすると、いまのやりとりは、そのふたつ目の提案を口にするために必要な覚悟を固めるための、ある種の儀式のようなものだったのだろう。

			「聞かせてもらえるか。リリィの提案というのを」

			　おれが求めると、リリィは頷うなずいた。

			「うん。といっても、別に突飛な発想があるわけじゃないの。というより、そんなのあるはずがないんだよ。こんなこと、わたしがわざわざ言わなくても、ご主人様も頭のどこかでは薄々気付いてるんじゃないかと思うんだけどさ」

			　浮かべた微笑みを、リリィは少し苦いものに変えた。

			「わたしたちが抱えている問題を、わたしたちだけでどうにかするのって、はっきり言って不可能だよね」

			「……それは」

			「特に、翻訳の魔石の入手と、使用方法の習得。このあたりを、わたしたちの事情を全部伏せておきながら、不ふ審しんのひとつも抱かれずにどうにかしようっていうのは、あんまりに難易度が高過ぎるよ」

			「……」

			　反論は、できなかった。

			　実際、そのうち良い考えが思い浮かぶかもしれないと言いながら、アテのひとつもあったわけではないのだ。

			　だが、だったらおれに、どうしろというのだろうか。

			　おれたちだけではどうしようもない。手詰まりだ。なるほど、それは確かだ。

			　なら、おれはいったい、どうしたらいい？

			　……答えは、最初から決まっていた。

			「協力者を作ればいい。リリィが言いたいのは、そういうことだな？」

			「うん」

			　おれが自力で答えに辿たどり着くのを待って、リリィは頷うなずいた。

			「ある程度の事情を話して、協力を求めるの。言えないところは、言えないでいいと思う。たとえば、そう……この砦とりでを出て行こうと思っていること、それを他の誰かに知られたくないこと。これくらいは言ってもいいんじゃないかな」

			　それは、とてもまっとうな提案だった。

			　これまでのおれたちは、仲間同士で協力し合って、襲いかかってくるモンスターに立ち向かえば、それで良かった。眷けん族ぞくか、それとも敵か。構造は至ってシンプルで、難易度を度外視すれば、対応自体は戦闘の一択しかなかった。

			　しかし、ここはもう樹海のなかではない。おれは人間の領域に足を踏み入れてしまっている。これまでのようにはいかなくても当然だった。

			　こうしたことはすべて、これまでも認識していたことだった。それなのに、『協力者を作る』という選択肢を思い付きもしなかったのは、おれ自身の人間不信に根ざすところが大きい。

			　だが、ここで足踏みしてしまっていては駄目だろう。

			　それではなにも変わらない。なにも変えられない。

			　確かに、人間は裏切る生き物だ。あのコロニーの惨状が、それを証明している。あれは人間の愚おろかしさによって起こった惨さん劇げきだった。

			　しかし、だからといって、すべての人間が薄汚い存在であるわけでもない。

			　たとえば、加か藤とう真ま菜な。おれが保護した、ひとつ年下の女の子。

			　彼女は、おれのことを助けてくれた。自分がおれに疑われていることを知っていてなお、力になってくれようとした。彼女の存在こそが、この世がただ裏切りに満ちたものではない、ひとつの証明にほかならない。

			　この世界に生きるすべての人間が、ありとあらゆる信頼に背そむくわけではない。それは、わざわざ言うまでもない当たり前の事実であると同時に、以前のおれでは決して認めることのできない事柄でもあった。

			　いまのおれは、『他人を頼るべきだ』というリリィの提案を、妥だ当とうなものとして受け止められる。おれたちだけで事態が打開できない以上、協力者の存在は必要不可欠のものだ。

			　もちろん、裏切られる可能性は否定できない。

			　だから、リリィたち眷けん属ぞくを率いるリーダーとしておれがすべきことは、目の前にいる人間を見極めることだ。

			　裏切られないために誰も信用しないのではなく、裏切らないような人間を見極めなければならない。

			　それができないのなら、おれは樹海から出てくるべきではなかった。ゆっくりと忍び寄ってくる破滅の音を聞きながら、心通わせた眷属たちと静かに短い余生を暮らすべきだったのだ。

			　……そう。わかっているのだ。理性では。

			　感情も同じくらいにすんなりと納得してくれたなら、誰にとっても人生は、もっと簡単なものだろうに。

			　秘密を打ち明ける協力者を作るということは、大なり小なり他人を信じるということに他ならない。それを思うだけで、ぞわぞわと嫌なものが背筋を這い上がってきた。

			　鼻び孔こうを鉄の臭いが埋め尽くし、視界には炎がちらつき、全身に痛みが蘇よみがえり、いびつな笑みが精神を侵していく。以前にガーベラと一緒にいたときにも起きたフラッシュバックだった。

			　ああ、心が渇く。全身の肉が腐る気持ちがした。

			　だが、これに屈して、思考を停止していてはいけないのだ。

			　おれは奥歯を噛みしめた。

			　忌まわしいこの記憶を乗り越えなければならない。それこそが、リーダーとしておれが全まつとうすべき責任というものだった。

			　……だけど、果たしておれに、それができるだろうか？

			　心の病気。トラウマ。幹彦に語ることさえしなかった、裏切りと死の真相が心に残した、どろどろに膿うんだ深い傷。言葉にしてしまえば陳ちん腐ぷだが、ヘドロのように精神にまとわりつくこの呪いは、そう簡単に解けるようなものではない。

			　おれのような弱い人間が、これを乗り越えるためには、なにかが必要で――

			「大丈夫だよ」

			　――不意に、視界を塞ふさがれた。

			　頬ほほに触れていた手を動かして、リリィが掌てのひらでおれの目のあたりを覆おおったのだ。

			　視界を塞がれたおれの耳に、普段よりいっそう甘く響く少女の声が染み込んだ。

			「ご主人様はさ、あの洞どう窟くつで、わたしに逢ったときのことを覚えてる？」

			　唐とう突とつな問いかけに少し戸と惑まどったものの、おれはすぐに答えを返した。

			「……ああ。覚えてるよ。忘れるはずがない」

			　絶望とともに一度は生存を諦あきらめかけたおれにとって、リリィの存在がどれだけ救いだったことか。あのときのことを忘れるなんてことは、それこそ死ぬまでありえないだろう。

			「わたしにとっても、あれは大事な思い出なの。わたしの生まれた、最初の記憶。あのとき、ご主人様は『誰か助けて』って心の底から願ってた。その声を聞いて、望まれて、リリィって名付けられた『このわたし』は、この世界に初めて生を受けた……」

			　まるで大切な宝物を抱きしめるように、切なげな声でリリィは思い出を語り、続く言葉を舌に乗せた。

			「だけど、気を失う前のご主人様が『助けて』って願ったのは、モンスターだったわたしに対してじゃないよね？　まさかモンスターが自分のことを助けてくれるなんて、あの時点で、ご主人様が思うはずないんだから。それじゃあ、ご主人様が助けを求めていた相手はなんなのか……」

			　そんなの決まってるよね、とリリィが微笑ほほえむ気配。

			　視線が塞ふさがれているおれには、彼女の笑顔が見えない。

			　彼女が本当に笑っているのかどうか、確認することさえできなかった。

			「ご主人様は、人間なんて信じられないって言いながら、最後の一線で他人を信じてた。だったら、それがご主人様にとっての真実だとわたしは思う」

			「おれにとっての、真実……？」

			「うん。そんなご主人様だからこそ、いまここにいるわたしたちが生まれたの。だから、大丈夫なんだよ」

			　そういうリリィの声が、ほんの少し震えていることに、おれは気付いた。

			「鐘木くんと話してるときも、シランさんと訓練をしているときも、ご主人様はとても楽しそうだった。見ているわたしまで、嬉しくなっちゃった」

			「リリィ……？」

			「ここに来る前に加藤さんが倒れちゃったときだって、そうだよ。なんの躊ちゆう躇ちよもなく、あの子のことを気遣ってあげてたことに、自分では気付いていないのかもしれないけど……」

			　リリィはおれの目の上から、掌てのひらをどけた。

			「もうご主人様の傷は癒いえかけてる。あとは、なにか切っ掛けのひとつでもあれば、前に進めるはずだよ」

			　視界が開ける。そこには、おれにとって誰より愛しい少女の笑顔がある。

			　だけど、最初から最後まで笑顔のままでいたのなら、彼女がおれの視界を遮さえぎる理由はないのだ。

			「ごめんね、ご主人様」

			　やや視線を伏せ気味にして、リリィは懺ざん悔げした。

			「もっと早く、わたしはご主人様にこの言葉を伝えてあげるべきだった。不安だったの。ご主人様が人間と和解してしまうのが。ひょっとしたら、わたしたち眷属が、ご主人様の傍そばにいられなくなる日が来るんじゃないかって」

			　リリィが抱えていた不安を聞かされたのは、これが初めてのことだった。

			　それでも、口元に薄く笑みを浮かべながら眉まゆを下げたリリィの憂うれい顔を見上げていれば、それがこれまでずっと長い間、彼女の心を苛さいなんでいた不安だということくらいわかった。

			「おれがリリィたちを見捨てるなんてこと、あるはずないだろ」

			「うん。それはわかってる。……だけど、不安だったの」

			　本当に大切なものだからこそ、不安になる。それはつまり、彼女がおれに向けてくれている慕ぼ情じようの証明でもあった。

			「わたしがご主人様の傍そばにいられるのは、あのとき、あのタイミングで、ご主人様に出会えたから。だけど、さっきも言った通り、あの時点でのご主人様が、モンスターであるわたしに助けを求めるはずがなくて……だから、そこは本来は別の人がいるべき場所だったんじゃないかって、そんな思いがずっとあったの。わたしは、どこまでいっても偽物でしかなくて、ご主人様が助けを求めたモノの精せい巧こうな紛まがい物でしかないんじゃないかって……」

			　リリィの言っていることは、まったくの的外れというわけでもなかった。

			　たとえばの話だが、おれのことを助けたのがリリィではなくて他の誰か、別の人間だったとしよう。

			　絶体絶命の危機を救ってくれた彼、ないしは彼女に、おれは絶大な信頼を寄せたことだろう。

			　絶望の淵ふちから救い上げてくれたことには、それだけの意味がある。実際、よく似た境きよう遇ぐうにある幹彦は、同盟騎士団の団長に思し慕ぼの念を寄せている。なにかが違っていれば、おれたちの立場は入れ替わっていたのではないかと思ったことも、否定はできない。

			　もちろん、こんなのは、なんの意味もない仮定だ。

			　現実におれのことを助けてくれたのは、ここにいるリリィなのだ。それだけが事実で、それだけがおれにとって大事なことだ。

			　ただ、リリィにとっては、それでは片付けられないことだったのだろう。『そう考えられる』というだけで、もうそれは負い目なのだ。そして、負い目は『本来そこには自分がいるはずはなかった』という思考を生む。それが彼女の不安の源泉だった。

			　たとえば、彼女が人間であったのなら、この手の不安は生まれなかったかもしれない。

			　おれは人間で、リリィはモンスター。それでもおれはリリィのことを愛しているし、リリィもおれのことを慕ってくれている。

			　だけど、やはりおれたちは違う生き物なのだ。なんらかのかたちで不安が生まれることは、ある種の必然でもあったのかもしれない。

			「これまで隠していて、ごめんなさい」

			「……謝らないでくれ、リリィ」

			　おれは首を横に振った。

			「大事なのは、黙っていたことじゃない。本当に必要なこのときに、それを言葉にして伝えてくれたことだろ」

			「ご主人様……」

			「リリィは、こうしていま、不安を押し殺してでもおれのことを励はげましてくれた。ここはおれが礼をいうべき場面であって、お前が謝るところじゃない」

			　リリィは自分のなかの不安と戦っている。戦って、打ち勝って、そして、必要な言葉をおれに与えてくれた。礼を口にすることこそあれ、文句を言うような場面では決してない。

			「リリィは強いな」

			「……ううん。そんなことないよ」

			　亜あ麻ま色の髪を揺らして、リリィはおれの賞賛を否定した。

			　おれの瞳ひとみを覗き込んで、彼女はそっと、秘め事を打ち明けるような口調で告げる。

			「わたしがこうして、自分の抱えている不安を打ち明けられるようになったのは、ご主人様がわたしのことを頼りにしてくれるからなんだよ？」

			「……あ」

			　おれはいつか見たリリィの涙を思い出して、はっとした。

			　あれは、風船狐の逆襲に遭あって、死にかけた直後のこと。『ひとりで抱え込まないで』、『頼りにしてほしい』と泣いたリリィのお陰で、おれは眷けん属ぞくである彼女たちとどう向き合うべきか知ることができ、それからは彼女たちを頼るようになったのだ。

			　それが、いまのリリィを支えている。

			　おれの力になれたという事実を自分自身の力に変えて、リリィは微笑ほほえみを浮かべている。それこそが眷属としての彼女の在り方なのだと、誇ほこらしげに。

			　そんな彼女の微笑みに見み蕩とれていたおれは、自分を縛り付けていたものがずいぶんと力を失くしていることに、ふと気付いた。

			　記憶のなかにこびりついた、狂気に駆られた歪ゆがんだ笑み。

			　不安と戦う少女がそれでも浮かべてみせた、いま目の前にある力強い微笑み。

			　そのどちらがおれにとって大きいものかなんて、わざわざ天てん秤びんに掛けるまでもない。

			　つまりは、おれもリリィと同じだった。いまのおれにとって一番大事なことは、リリィたちのご主人様であることだ。眷属である彼女が頑張っているのに、主であるおれが不ふ甲が斐いないことでどうするのか。そう思うことで、おれという存在に一本の芯が通る。彼女の存在が、弱いおれを支えてくれている。

			　あの洞どう窟くつでリリィに逢えて、本当によかった。

			　そう思った途端、目の前の少女に対する愛おしさが弾けた。

			「リリィ」

			　おれは気付けばリリィの頬ほほに当てていた手を伸ばして、彼女を引き寄せていた。

			　ちょっと無理のある体勢だったが、リリィは従順に、むしろおれが抱き寄せるまでもなく自分から顔を寄せてきた。
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			　唇の輪郭を合わせるようにして触れ合ううち、徐々に行為が深くなる。この胸のなかの想いを伝えたい。一心に願えば、それは叶かなった。パスを通して、触れ合う粘膜を通して、想いが溶け合い、互いの境界がどんどん曖あい昧まいなものになっていく。

			「……ご主人様」

			　息継ぎの合間の愛おしげな呼びかけが、最後に残った理性を痺しびれさせる。

			　真っ赤な舌先で、ちろりと唇を舐めたリリィが、蕩け切った視線をほんの一瞬だけ脇に逸そらした。

			「ごめんね、アサリナ。一晩だけ、ご主人様を独り占めさせてちょうだい？」

			　視線を追うと、いつの間にかスライムの体組織に戻っていたリリィの片腕から、何本もの触手が伸びていた。

			　触手はアサリナの蔓つる状の体に巻きついて、彼女を優しく左手の甲こうに押し込める。その一部は壁にも長く伸びて、そこにある照明を落とした。

			　再び暗闇のなか、吐息が近づき、混ざり合う。

			　そこから先は、互いをただ想い合うだけで良かった。

		

	
		
			08　人形の挑戦　～ローズ視点～

			　

			　手にした木片に、やすりをかける。

			　もうほとんど、形はできあがっている。言うなればそれは、想像を実像に変えるための最後の仕上げの工程だ。だから気を抜くわけにはいかないし、そうでなかったところで、もとよりこの作業に、気を抜けるような工程などない。

			　必要とされるのは、美術品を仕上げる繊せん細さいさだ。

			　もっとも、わたしは現物としてそう呼ばれるものを見た経験はない。

			　ただ、実用性ではなく見た目の美しさを価値とした概念として『美術』を理解することは可能だし、わたしがいま作っているものが、どちらかといえばそちら側に属する物品だということも正しく認識できている。

			　ゆえに、細心のうえにも細心の注意を払う。

			　やすりを入れる角度がほんの少し変わるだけで、できあがるものは驚くほどにその表情を変えてしまう。だからほんの一瞬たりとも気を抜かず、精神が焼き切れるほどに思考して、作業を進めていく。

			　――これがなんなのかを思えば、あまりに華美にするのは分不相応と言える。

			　――だが、これがなんのためにあるのかを考えれば、どれだけ完かん璧ぺきな美しさであっても足りないようにも思えてくる。

			　わたしはいま、わたしのモノを作っている。

			　わたしの意思で、わたしの所有物を作っている。

			　これは、非常に珍しいことだった。

			　わたしが自分の意思で他人のものを作る。あるいは、ご主人様の命に従って、わたしのものを作る。そうしたことは、これまでにいくらでもあった。

			　けれど、わたしの欲するところによって、わたし自身のものを作ることはなかった。

			　そういう意味では、これは真にわたしが手に入れる、初めての所有物といえる。それどころか、完成した暁あかつきにはわたしを構成する一部分となりさえするのだから、あまり華美であるのは好ましくない。わたしに似合うものとも思えないし、分不相応とはそういうことだ。

			　しかし、である。それは『わたしのもの』であると同時に、本質的には『わたしのためにあるもの』ではない。

			　なにせ、それは普段、自分で見ることのないものだ。日常生活において、あくまでこれを見るのは他人であり、この場合、その他人というのは誰より大事なわたしのご主人様のことだ。そうして考えると、どれだけ手を尽くしても、尽くし過ぎるということはないように思えるのだった。

			「できました」

			　すべての工程を終えたとき、わたしの手のなかには精せい巧こうに作り込まれた『少女の顔』があった。

			　歳の頃は、ご主人様と同じくらい。整った顔立ちではあるが、それだけに少し特徴に欠けるところがあるかもしれない。肌はやや白過ぎるが、滑らかで少女らしいハリがある。落ち着いた雰囲気に仕上がっているのは、わたしがもっとも苦労したところだった。

			「どうでしょうか」

			　わたしは傍らで作業を見ていた友人へと、作品を手渡した。

			　彼女はわたしの協力者だ。彼女自身に物作りの技量はないが、彼女なしにはこの方面におけるわたしの創作は立ちゆかない。

			　彼女は様々な角度から、わたしの作品をためつすがめつして観察した。

			　やや暗い表情、焚たき火に照らされた洞どう窟くつ、そして、手にした作品の精巧さ。それらが組み合わさることで、その姿はどこか不気味で魔女めいたものに見えた。

			　ほう、と友人の薄い唇から吐息が漏もれる。結果が告げられようとする。わたしに息をする機能が備わっていれば、緊張に息を呑んだに違いなかった。

			「完かん璧ぺきです」

			「では……」

			　上体を乗り出したわたしに、友人――加か藤とう真ま菜なは、薄らと笑みを浮かべた。

			「リメイクで」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　わたしたちがご主人様と別れたのは、もう３日前のことになる。

			　事前の打ち合わせでは、ご主人様とリリィ姉様が接触した騎士たちは、森を抜けて町に向かうものと予想を立てていた。あのような砦とりでに案内される展開というのは予定にはなく、いざというときに駆けつけることを考えると、これはかなり都合が悪いことだった。

			　しかし、だからといって、わたしたちのやることは変わらない。ご主人様の連絡を待ち、もしもご主人様に変事あることがパスを通じて感知できたなら、万難を排してでも馳はせ参じる。そのためには、なるべくご主人様の近くにいることが望ましい。

			　そこで、わたしたちはご主人様が向かった砦を望むことのできる山を探たん索さくし、手頃な洞窟を見付けて寝泊りをしていた。洞窟はどうやらモンスターが掘った巣穴らしいが、巣の主はずいぶん前に討とう伐ばつされたのか、姿を見ることはなかった。

			「加藤さんの目から見て、どこが悪いのでしょうか？」

			　その洞窟でわたしは、向かい合った友人に問いかけていた。

			「……真菜」

			　短い返答。……いや。これは、単なる文句か。咎とがめるような光を宿した双そう眸ぼうが向けられた。じっとりとした目が、彼女には実によく似合っていた。

			「真菜って呼んでください」

			　最近になって、友人である彼女は、自分のことを真菜と呼ぶようにと頼むようになった。

			　わたしはまだ、その呼び方に慣れていない。そのため、たまにいまのように間違えて、彼女を拗すねさせることもあった。

			「真菜……の目から見て、わたしの作品のどこが悪いのでしょうか？」

			「悪いというわけじゃありませんけど」

			　わたしが言い直すと、真菜はほんのわずかに口元を緩ゆるめた。

			「ただ、なんというか、人間味が足りない気がするんです」

			「人間味、ですか」

			　真菜の言葉を、わたしはそのまま繰り返した。

			　――自分の口で、だ。

			　そう。わたしはいま、製作した頭部を試しに装着しているのだった。

			　人間のような仕組みで動く声帯は、まだ作製に成功していないので、実のところ『声に合わせて口を動かしている』だけだが、ぱっと見ただけなら、わたしが自分の口で言葉を紡つむいでいるように見えるだろう。

			　先程、作製したばかりのこれこそが、少女としてのわたしの顔だった。ご主人様に抱きしめていただくための、その第一歩と言っていい。あくまで造形としてだけなら、真菜の言う通り完かん璧ぺきなものを作り出したと自負していた。

			　ここに至るまでの道のりは、決して平坦なものではなかった。

			　これでもわたしは、物作りについてはそれなりの自信があった。どんなものでも思いのままに木材を加工できることこそが、マジカル・パペットとしてのわたしの特性であったからだ。

			　そう。『思いのままに』だ。それがつまり『思い描けないものは作れない』ということを意味していると知ったのは、この試みを始めてからのことだった。

			　人間の顔面を造形するのは、普段の作業とはまた勝手が違った。そもそも、それまでのわたしの作品とは、方向性からして違っていたのだ。

			　これまでのわたしの創作は、機能を追求したものだった。実用的であり、無骨でさえあった。しかし、今回のこれは本質的には美術品の類たぐいに近い。同じ材料で同じ道具を使っていても、目的が違えば必要とされる技術が変わってくるのは当然のことだった。

			　ほんの数ミリのずれが、全体のバランスを崩してしまう。下手をすると、人間のものとは思えないような崩れ方をしてしまいさえする。最初の試作品といったら、それはもう酷ひどいもので、思い出したくもないほどだった。

			　当然の如ごとく、作業は難航した。

			　とはいえ、諦あきらめるわけにもいかない。その程度の困難で断念するなら、最初から始めていないという話だ。それに、ご主人様にも、いつかお見せすると約束してしまった。わたしに、諦めるという選択肢は存在しなかった。

			　それから練習を積み重ねて、少しずつ上達していった。

			　ところが、あるときから、突然、いくら作っても作品から違和感が拭ぬぐえなくなってしまった。

			　正直、焦あせった。それが『不気味の谷』と呼ばれる領域に差し掛かったためなのだと真菜が教えてくれなければ、わたしの試みは頓とん挫ざしてしまっていたかもしれない。

			　人間によく似たモノの造形や仕草というものは、ある程度のレベルまで人間に近付くと、細かい違いのほうが目について、かえって不気味なものに感じられるようになる。これを、不気味の谷現象というのだそうだ。

			　改善するには、それこそ、より人間に近づけていくしかない。

			　それから何十回という指摘を受けて、わたしはその都度、作品を改善していった。これが何十作目の試作品になるのか、わたし自身も覚えていない。

			　そんな先の見えない試し行こう錯さく誤ごにも、真菜は根気良く付き合ってくれた。

			　これはわたしたちの共同作業といっても過言ではなかった。

			　そのせいか、わたしが作り上げた作品は、どことなく目鼻立ちに真菜と似通ったところがあった。真菜は歳の割に幼い顔立ちをしているので、並べば姉妹にも見えるかもしれない。それこそ真菜が指摘したところの人間味がどうにかなれば、だが。

			「まあ、それは良いとしましょう。もっと大きな問題は、他にあります」

			　真菜が平坦ないつもの声で言った。感情の起伏が薄い表情からはなかなか想像できないが、これで彼女はやる気があるのだ。わたしはそれを知っている。実際、彼女の指摘は大抵が的を射たものであり、わたしの試みにとって有用なものばかりだった。

			「ローズさんは表情がうまく作れていません。造形についてはかなり人間らしくなっていますけど……と言いますか、むしろ完かん璧ぺき過ぎて人間味がなくて天使みたいになってますけど、表情が駄目です」

			　真菜がわたしの顔を見詰めている。いいや。観察している。

			「黙って立っていれば人間と区別がつかないところまで技術が向上しただけに、微細な表情の動きに関して、違和感が大きくなっています。口の動きと声の出し方もちぐはぐです。そのあたりが修正されれば、顔立ちが多少整い過ぎていたところで、どうにでもなるでしょう。逆に、いくら顔の造形が人間らしいものだったとしても、表情が駄目なら台無しです」

			「自覚はしているのですが、どうにも。……それほど駄目ですか？」

			「正直、不気味です」

			　これまで何度も何度も意見を交わし合ってきたわたしたちだ。今更、余計な気遣いで意見を控えることはない。

			　いつものように真菜は直ちよく截さい的な言い方でわたしの欠点を指摘し、わたしもまた、いつものようにそれを受け入れて、それなりにへこんだ。

			　指摘なしに前進はありえない。とはいえ、それで落ち込まないというわけではないのだ。

			「肌とかの感じはとてもいいと思いますよ」

			　そんなわたしの内心を読んだのか、真菜が手を伸ばして頬ほほに触れてきた。

			　彼女が指先を押し付けると、わたしの頬はやわらかく沈み込んだ。

			「真菜の助言がありましたから」

			「ふふ。わたしとしても、想定通りで嬉しいです。『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』とか、あとは最近の『黒い武具』とか。ローズさんが加工した魔法道具は、完成した時点で見た目からして木からかけ離れたものになります。だったら、こうした素材も作れると思ったんですけど、どんぴしゃでしたね」

			　鉄みたいに硬くすることができるのに、人肌程度にやわらかくできないわけがない。

			　というのが真菜の理屈だった。わたしにはない発想である。

			「真菜からこれを聞かされたときには、どうなのだろうと思いましたが、やってできないことはないものですね。もっとも、これも満点とは言いがたいところはありますが」

			　及きゆう第だい点てんではあっても満点には程遠い、というのがわたしの感覚だった。

			　たとえば、肌が妙に白いのは、肌の下を流れる血流までは再現できなかったせいだ。あくまでこれは紛まがい物。切っても血が流れるわけではない。毛穴だってないので、近づいてよく見てみれば、これが作り物であることには気付けるだろう。

			　あまり大きな表情も作れない。肌の下にある筋肉の動きがうまく再現できず、自然な皺しわを作ることができなかったからだ。

			　顔立ちをなるべく物静かな印象の造形にしてあるのも、そうした部分が生んでしまう違和感を少しでも抑えるための方策だった。表情が制限されているのなら、表情豊かでなくてもかまわないようにしてやればいい、という発想である。有効だが、あくまで対症療法的な方策だった。

			　このように、どうしても乗り越えられない技術的限界がいくつもあり、結果として、いまのわたしの顔は無機質な印象のものとなっていた。

			　これは『人間の少女の顔』ではない。『少女人形の顔』だ。

			　とはいえ、『人間らしく見える人形』としてなら、自分でもよくできているとは思う。それがつまり、『動かしたら台無し』ということを意味しているにしてもだ。

			「ともあれ、ここまでこられたのは真菜の協力のお陰です」

			「何度も触られちゃいましたからね」

			　真菜はわたしの顔から引っ込めた手で、今度は自分の頬を掻かいた。

			　参考のために、わたしはこれまで何度もぺたぺたと彼女の顔を触らせてもらっていた。これは真菜の提案で、お陰で少なくとも肌の質感だけなら、少女のそれをほぼ忠実に再現できたと自負している。

			「まあ、表情については長い目で見るしかないでしょうね。どちらかといえば、それはハードの問題じゃなくて、ソフト面……ローズさんの操作能力にかかっていますから」

			「面目ありません。手足と違って、これまで動かしてこなかった部位ですから」

			「練習すればきっと良くなりますよ。これからも一緒に頑張りましょう」

			　励はげましの言葉をくれた真菜は、その直後に少し眉まゆ尻をさげた。

			「……といっても、こちらの教師役については、わたしは適役とは言えないと思いますけど」

			「そう、なのですか？　それはまた、どうして？」

			「赤ちゃんの模も倣ほうではありませんけど、やはり学びの基本は真ま似ねることにあります。その点、わたしはあまり表情が豊かなほうではありませんから」

			　真菜は自分の表情が薄いことについて自覚があるらしい。

			　もっと少女らしく、たとえばリリィ姉様みたいに、花咲くように笑ってみせれば、ずいぶんと印象も変わるだろうに……と、わたしは思うのだが、真菜がそのように笑うことはない。

			　彼女の事情を考えれば、それも仕方のないことなのだろうが。

			「そうだ」

			　そんな表情の薄い真菜が、ぽんと手を叩いた。

			「リリィさんが砦とりでから帰ってきたら、頼んでみたらどうですか？　あの人のほうが、こういうことには適役だと思いますよ」

			「いえ。それは……」

			　折角の真菜の提案だったが、わたしは言葉を濁にごした。

			　確かにリリィ姉様の表情は豊かで、魅力的だ。女性という生き物として、ある種の理想に達している。

			　しかし、姉様に助力を求めるのは、憚はばかられた。

			　真菜とともに進めているこの試みに限った話だが、なぜかわたしは、リリィ姉様に頼りがたいものを感じていたからだ。

			　もちろん、姉様本人には、なんの問題もない。それが作業に関する相談であれ、表情を作る練習であれ、頼めばきっと快かい諾だくしてくれるに違いない。

			　あくまでわたしの側が、なんとなく姉様に対してうしろめたいものを感じているだけのことなのだ。

			　理由についてはわからない。自分でも不思議だった。

			　――ご主人様に抱きしめられて過ごした、あの夢のような夜をもう一度。

			　それが、わたしの願いだ。

			　ご主人様に抱きしめてほしい。わたしが願うのは、ただそれだけ。そこに姉様に対して申し訳なさを感じなければいけない理由は存在しない。そのはずだ。

			　……そのはず、なのに。

			　本当に、なぜなのだろうか。

			　自分でもわけのわからないそうした気持ちのせいで、これまでわたしは、この試みについてリリィ姉様に話をしていなかった。そのあたりのわたしの気持ちをリリィ姉様も感じ取っているらしく、わたしが真菜と一緒になにかしていることには気付いているはずだが、あえて触れることなく見て見ぬふりをしてくれている。

			「ローズさんの気が進まないなら、仕方ないですね」

			　このあたりの話は、以前に機会があって、真菜にも相談をしたことがあった。そのため、わたしが合理的な理由もなしに提案を拒こばんでも、真菜はあっさりと受け入れてくれた。

			「申し訳ありません、真菜。それが有効だということは承知しているのですが……」

			「謝る必要なんてないですよ。うしろめたいって思うローズさんの気持ちは理解できますし」

			　言葉通り、真菜には特に気にした様子はなかった。

			　どうも彼女は、リリィ姉様に対するわたしのこの不可解なうしろめたさが、いったい、なにに起き因いんするものなのか、見当がついているらしい。

			　しかし、彼女はそれがなんなのか、わたしに教えようとはしなかった。

			　わたしがそれを望んでいないことを、彼女は知っているからだ。

			　もともと、わたしが『ご主人様に抱きしめてもらいたい』という自分の願いを叶かなえようと思った切っ掛けのひとつは、『人の心を理解したい』と願ったからだ。だというのに、自分の気持ちに関してさえ、安易に他人に答えを求めるようになってしまっては、いつまで経っても人の心を理解できるようになどならないだろう。

			　わたしは、自分の力で答えを得なければならない。

			　……しかし、それはそれとして、そのために折角の真菜の助言をふいにしてしまっていることもまた事実。これに関しては素直に情けないと思うし、申し訳ないとも思うのだった。

			「……すみません」

			「それほど思い詰める必要はないと思いますよ」

			　そんなわたしの内面に気付いたのか、親しい人間にしかわからないくらいではあるものの、真菜は声をやわらかいものにした。

			「焦あせらなくても、じきにローズさんも答えに辿たどり着くでしょう。どうしてもというのなら、自分がどうして先輩に抱きしめてほしいと思っているのか、そのあたりを改めて考えてみるといいかもしれませんね」

			「どうしてご主人様に抱きしめてほしいのか……ですか？」

			「はい。ローズさんはいつかの夜に先輩に抱きしめられて、他のどんなときよりも幸せだったんですよね？　それを、もう一度と願ってしまうくらいに。そう思った自分の気持ちが、いったい、どこから来ているのか。その源泉が、どんな感情にあるのか。そこに気付けば、ローズさんはまた一歩前に進めるはずです」

			　大事に思っている人から抱きしめられる。

			　それが嬉しい。楽しい。幸せだ。

			　……と、これがただそれだけの感情ではないのは、いまのわたしでも察することはできていた。

			　わたしは、たとえば、あやめがご主人様に鼻面を押し付けるような触れ合いを求めているわけではない。

			　この想いは、純粋ではあるが、無邪気なものではない。人形であるこの身でさえも突き動かしてしまう不可思議な力強さを持ちながらも、もっと複雑怪奇で繊せん細さいなものだ。

			　わたしには、予感があった。

			　この感情に名前がついたそのときこそ、わたしは本当の意味で人の心を知ることになるだろう。その日のために、わたしは考え続けなければならないのだ。

			「わかりました。心得ておきます」

			「はい。頑張ってくださいね」

			　わたしの答えに、真菜はほんのわずかにだが満足げに口元を緩ゆるめて頷うなずいた。

			「それでは、リリィさんにこの件について相談を持ちかけるのは、やめておくことにしましょう。不肖、わたし加藤真菜が、引き続き、教師役を引き受けさせていただきます」

			「真菜には手間をかけさせますが、よろしくお願いします」

			「手間だなんて思いませんよ。わたしとしても、好きでやっていることですから。ローズさんのお世話を焼くのは楽しいですしね」

			　それがわたしのことを気遣っての台詞せりふなのか、彼女の本心なのかはわからない。たとえ、そのどちらであるにしても、わたしは友人の善意に心からの感謝を示すだけだ。

			「とすると、今後についての真菜の意見は、『当面は技術的な改良を進めつつ、表情を作る練習をするべき』ということでいいでしょうか？」

			「あ、いえ」

			　確認のつもりでわたしが尋ねると、これに真菜は首を横に振った。

			「それも良いと思うんですが、このままでは長期戦になりそうなのも事実です。ここは少し、方針を変えようと思います」

			「というと？」

			「真島先輩には完かん璧ぺきなものを見せたい、というローズさんの気持ちは理解できますが、それまでの間に外堀を埋めるのも悪くないと思うんですよ」

			「外堀……ですか？」

			　真菜は頷き、尋ねてきた。。

			「以前にわたしが頼んでいたものはできていますか？」

			「というと、アレですか。ええ、できています」

			　わたしは立ち上がって、洞どう窟くつの壁際に歩み寄った。

			　作った自分で言うのもなんだが、そこには、たくさんの『よくわからない試作品』が置いてあった。

			　ご主人様の『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』に偽装を施してからこのかた、わたしはああいった細工を利用した道具がなにか他にもできないものか試しているのだった。現在のところ、できたものは単なるがらくたばかりだが、そのうち、ご主人様にお褒ほめいただけるものを作れたらと思っている。

			「これですか」

			　試作品のなかに紛まぎれて転がっていたものを拾って、わたしは真菜に手渡した。

			　それは、白い仮面だった。目のところだけがあいているシンプルなもので、特に仕掛けなどはない。真菜に頼まれて先日製作したものだった。

			「それじゃあ、ちょっといろいろ試してみましょうか」

			「試す、ですか？」

			「はい。安心してください。ローズさんは、なにもしなくてかまいません。わたしに全部任せてくださってけっこうですから」

			　そういう真菜の態度は、さっき彼女自身が言った通り、確かに楽しげなものだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばしの時間が経過した。

			「……完かん璧ぺきです」

			　どこか満足げに、真菜がつぶやいた。

			　先程とまったく同じことを言っているのに、洞窟に響く声の調子が違って聞こえるのは、果たしてどういうことだろうか。

			「真菜、これは……？」

			　わたしは戸と惑まどい立ち尽くしていた。

			　見下ろしたわたしの姿は、様変わりしていた。ガーベラがリリィ姉様のために製作した白い服が、わたしの白っぽい質感をした人形の体を包み込んでいたのだ。

			　服を着たのは、これが初めてのことだが、なんだか妙な気持ちだった。

			　ディテールについては作り込んでいないわたしの人形の体だが、こうして服に包まれてしまえば、華きや奢しやな体のラインは女性のそれにしか見えない。

			　ささやかに隆りゆう起きした胸を覆おおう上着には、やや硬質な灰色の髪の毛が流れている。

			　これはファイア・ファングの尻尾しつぽの毛を丹念に梳すくったものだ。少し癖くせのある髪は整えられて、サイドは胸に届くほど長く、うしろは太いみつあみにして、腰のあたりまで伸ばしていた。

			「少し残念ですが、顔は仮面で隠してしまったほうがよさそうですね」

			　これまでわたしのことを文字通りの着せ替え人形にしていた真菜が、わたしの顔に仮面をとりつける。

			　結果、そこにいるのは、仮面をつけた灰色の髪の女だった。

			　覗いた手足だけが、わたしのこの身が人形であることを示していた。

			「手袋も必要ですね。あと靴も」

			「あの、真菜？」

			　わたしはそろそろ我慢できなくなって、真菜の行為に口を差し挟はさんだ。

			「珍しく楽しそうなところ申し訳ないのですが……これはどういうことですか」

			「ああ。そういえば、まだ説明していませんでしたっけ」

			　こくんと首を傾げて、どことなく満足げな様子で真菜が答える。

			「先輩には、ローズさんのことを女性として見てもらう必要があります。これは、そのための作戦です」

			「……よくわかりません。どういうことですか？」

			「いままでだと、どうしても先輩のなかでローズさんが、女性のカテゴリに入っていない感がありました。先輩の性格を考えると、女の子扱いしているなら服くらい着せるでしょうし。そのあたりの意識改革は、早いうちにやっておいたほうがいいと思うんですよ」

			「ご主人様に女性として見てもらう……その必要があるのですか？」

			「ありますよ。ローズさんもたとえば、あやめやアサリナがそうされるように、だっこされるのは嫌でしょう？」

			「別に嫌ではありませんが……」

			　だが、それはなにか違うという思いはあったので、わたしは反論を呑み込んだ。

			　それはつまり、この格好をすることを容認したということでもある。

			　これからはこの格好でご主人様と接する、ということだ。

			　そう思うと、途端に不安が胸の奥から染み出してきた。

			「……変ではないでしょうか？」

			「大丈夫ですよ。顔が見えてないだけに、ミステリアスな魅力があるくらい。……というか」

			　一歩下がって、わたしのことを頭のてっぺんから足の先まで眺めていた真菜が、おもむろに距離を詰めて腕を伸ばしてきた。

			「やっぱり、そうやって不安になっちゃうところとかあるんですね、ローズさんにも。……可愛いです」

			　ぎゅっと抱きしめられる。いや。真菜とは身長差があるので、しがみついてこられているというほうが正しいか。

			　仲良くなってから知ったことだが、真菜にはどうも抱きつき癖ぐせのようなものがあるらしい。恐らくだが、彼女のなかでなんらかの感情が抑え切れなくなると、衝動的にこうしてしまうのだろうとわたしは推測している。

			　まあ、わたしとしても、友人に抱きつかれて嫌な気分にはならないから、好きにさせている。

			　……それに、ひょっとしたらこれは、この世界に転移してからの酷ひどい出来事で変わり果ててしまった彼女の、元の世界での振舞いの残ざん骸がいであるのかもしれない。そう思えば、友人としてわたしが彼女の行動を拒こばめるはずなどなかった。

			「ローズさん、可愛い」

			　そんな感想を言うのも平坦な声なので、ちょっと怖いが。

			　もう少し感情をこめてくれればと思いながら、わたしは大人しく真菜に抱かれていた。

			「……だけど、硬いですね」

			「それはそうでしょう」

			　当たり前のことをいう友人に、わたしは少し呆あきれた声で応えた。

			　一方の真菜はというと、抱きついたままで思案げに目を細めていた。

			「……体のほうにも、手を加えるべきですね」

			「体もですか」

			「はい。これまでは顔の造形に全力を挙げてきたわけですが、それだけでは、片手落ちでしょう。女の子はやっぱり、やわらかくないと駄目です」

			「駄目、ですか？」

			「駄目です」

			　駄目らしい。

			　このあたりはよくわからないが、真菜がそう言うなら、そうなのだろう。わたしはそこには疑問を差し挟はさまない。もともと、形だけ整えればいいと思っていたわたしの顔に関して、なるべく質感を近付けるように提案したのも真菜なのだ。人間のことは、人間である彼女のほうがよく知っている。素直に従っておくのが正解だろう。

			「わかりました。これから試しに作ってみようと思います」

			「がんばってください。顔に比べれば、まだ簡単だろうとは思いますけど」

			「どうでしょうか。あまり自信はありませんが」

			「大丈夫ですよ。多少、ディテールが甘くても、顔ほど違和感を覚えたりしませんから。ローズさんの腕なら、そう時間をかけることなく作り上げることができると思いますよ」

			「それならいいのですが。全力を尽くしたいと思います」

			　友人の激げき励れいの言葉に、わたしは大きく頷うなずいた。

			「それでは、今度も真菜には手間をかけることになりますが、どうかよろしくお願いします」

			「はい」

			　頷うなずいた真菜が、無表情のまま目を丸めた。

			「……はい？」

			　どうしたのだろうか、と不思議に思いつつ、わたしは抱きついてきている真菜の肩に両手を置いた。

			　要領は顔のときと同じだ。彼女には協力してもらわなければならない。

			「え？」

			　本当に真菜には世話になる。

			　いつかこの借りは返さなければいけないと改めて心に刻みつつ、わたしは真菜の華きや奢しやな体に手を伸ばした。

		

	
		
			09　人形の疑問　～ローズ視点～

			　

			「……こ、これからは女の子の格好をすると決めた以上、ローズさんにも専用の服を作ってもらうべきですよねっ」

			　やや早口で言った友人を、仮面の下からわたしは眺めた。

			　少し乱れた服のうえから体を抱くようにした真菜の顔には、ほんのり朱が差している。仲の良い友人兼、体の弱い彼女を普段から見守る、文字通りの意味での『保護者』――別れる直前、ご主人様から真菜のことを頼まれたので、いまは胸を張ってそう言える――としての欲目かもしれないが、顔を赤らめて弱った雰囲気の真菜の姿は、普段よりたいそう可愛らしく、見る者の庇ひ護ご欲をそそる雰囲気があった。

			　ともあれ、『普段より可愛らしい』と感じたその反応は、言い換えるなら、『普段見ない珍しいものだ』ということを意味していて、わたしは疑問を覚えた。

			「――」

			　首を傾かしげる。表情を作る。言葉を発する前に、口を動かす心の準備をする。

			　無意識のうちに、これら全てを連動させるのは膨ぼう大だいな作業だ。そのうえ、ひとつひとつの作業が繊せん細さい極まりない調整を必要とするのだから堪たまらない。

			　人間というのは、よくもまあこんな大変なことを普段からやっているものだと感心する。どんな人間でも、わたしより優れた処理能力を備えていることは疑いようがなく、それだけで彼らは尊敬に値した。

			　……どうも人形である自分にコレができる日が来る気がしないのだが、泣き言を溢こぼしても仕方がない。わたしにできるのは、ただ愚ぐ直ちよくに努力することだけなのだから。

			「真菜？」

			　ともあれ、このように複雑な行程をすべて仮面の下でこなしたうえで、ようやくわたしは友人に疑問を投げかけることができた。

			「先程から顔が赤いようですが、体調でも悪いのですか？」

			「……そうじゃありません。気にしないでください。こっちの都合ですから」

			　真菜はこちらと目を合わせようとしない。

			　ますます不思議な反応だった。わたしは、少し心配になってしまう。

			「無理をしていませんか。なにか変調があれば、すぐに言ってください。真菜はあまり体が強いほうではないのですから」

			「いや。ホントに大丈夫ですから」

			　真菜は両手を体の前で振った。そうしている間も、やはり目は合わせない。

			「というか、ローズさんって真面目で勤勉だからわかりづらいですけど、たまにアレなところがありますよね……」

			「……？　確かに、わたしはあまり頭のいいほうではありませんが」

			「いやいや。そういう意味じゃなくてですね」

			　いまひとつ、真菜の言うことは要領を得ない。このままだと、疑問の表情ばかりうまくなってしまいそうだ。

			「よくわかりませんが、真菜の協力のお陰で、次の作業の目途が立ちました。とりあえず、今回『確認』できた上半身から作ってみようと思います。今後も真菜の協力が必要になると思いますが、すみませんが、そのときはよろしくお願いします」

			「ま、またっ、ですか……？」

			「なにか問題でも？」

			「い、いえ。……わかりました」

			　なにかに堪たえるように、真菜はぷるぷる震えていた。呼吸はやや浅く、年齢の割に幼げな顔立ちは、真っ赤になっている。
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			　この反応はひょっとして……と、真菜の顔を観察していたわたしは、ふと思い至った。

			　さっきまでやっていた、わたしの体を製作するために必要な工程であるところの『確認』の最中も、ひょっとしてそうではないかと思っていたのだが……。

			　もしかして、真菜は恥ずかしがっているのではないだろうか？

			　しかし、だとすると、それはどうしてだろうか？

			　真菜が恥ずかしがる理由が、わたしにはよくわからない。『触れて確認』というのは、もともと、真菜自身の提案だ。実際、そうすることでわたしは、まだまだ問題点はあるにせよ、これだけ精せい巧こうな人形の顔を作り上げることができた。対象が顔から体に変わったところで、今更そうした手段を選ばない理由がない。

			　なのに、どうして真菜は恥ずかしがっているのだろうか？

			　恥じらう真菜の内面について、わたしはちょっと考えてみることにした。

			　わたしにとって、『人間の感情の機き微びを理解する』というのは、大きな課題のひとつだ。

			　客観的な評価として、人間の少女としての繊せん細さいさと複雑さを備えた真菜は、非常によい考察対象だと言える。

			　それに、わたしにとって彼女は、ご主人様を除いてもっとも近くにいる人間であり、親しい友人だ。彼女のことを考える時間は退屈しない。

			「……ふむ」

			　そうして、真菜が恥ずかしがっている理由について考えているうち、わたしには思いついたことがあった。

			　わたしが真菜を師として仰あおいで学習したところによると、人間の男性というのは、女性の体型というものが気になる生き物らしい。

			　そして、それと同じか、あるいはそれ以上に、女性は自分自身の体型を気にするものなのだそうだ。

			　具体的には、胸とか、腰回りとか、お尻とか、脚などだ。

			　もともと、無性的と言うべき非生物タイプのモンスターであるわたしには、ぴんとこないところもあるのだが、そういうものだと理解することは可能だし、それを前提として仮説を立てることも、やってできないことではない。

			　わたしが思いついたことというのは、ひょっとして真菜は、『リリィ姉様に比べて起伏に乏しい体つきを気にしている』のではないか、ということだった。

			　自分自身が恥ずかしいと思っているものを見られてしまったから、彼女は羞しゆう恥ちに身を震わせている。こう考えれば、理屈は通る。

			　だとすると、これは友人としてフォローしておいたほうが良いかもしれない。

			　真菜の体は、まったく恥ずかしいものではないのだから。

			　そう判断したわたしは、ひとつ頷うなずくと、真菜に声をかけた。

			「心配しなくても、真菜の体はとても可愛らしかったですよ」

			「う、うぅう……」

			　真菜が真っ赤になった顔を両手で隠してうずくまった。

			　撃げき沈ちんだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「不用意なことを言ってしまったようで、申し訳ありません」

			「……いえ。気にしないでください」

			　わたしは頭を下げて謝った。

			　真菜はいまだに地面にうずくまったままでいる。顔は両手で隠したまま、おさげにした髪の間から覗く耳が赤い。

			　……ちなみに、これは余談ではあるのだが。

			　わたしが『人間にとって肌を晒さらすのは恥ずかしいことだ』ということを知ったのは、もう少しあとのこと……普段から服を着る習慣が身に付いて、だいぶ経ち、そうした感覚を自分自身でも実感するようになった頃のことになる。

			　ましてや、触れたり揉もんだりと言った行為が示す『それ以上のこと』にまで、考えが及ぶべくもない。わたしは、まだまだ未熟だった。

			「ですが、真菜。嫌なら嫌と言ってくださってかまわなかったですのに」

			　わたしがそう言うと、膝ひざを折って座り込んだ真菜は、顔を隠した指の間から覗のぞいた目で、ちろりとこちらを見上げた。

			「……別に、ローズさんに触れられるのが嫌というわけではないですけど」

			　少しだけ、その目は恨うらめしげだった。

			「ただまあ、なんか目覚めちゃいそうっていうか。ローズさんって背が高くて、すらっとしてて、格好いいですし。声も低めで落ち着いていて、女の子的にちょっとときめくんですよ。ましてや、いまは見た目が、あんまりわたしたちと変わらないですし。……まあ、それはローズさんに服を着せた、わたしのせいなんですけど」

			「ええと、真菜？　なんとなく褒ほめられているというのはわかるのですが……目覚める？　ときめく？　というのは、いったい……？」

			「いえ。そこは冗談なんで、大真面目につっこまれると困っちゃうんですけどね。……そう、冗談。冗談です。あれは女の子同士のスキンシップ、スキンシップ……」

			　再び顔を隠した真菜は、まるで自分に言い聞かせるかのようにつぶやいた。

			　わたしには、よくわからない行動だった。

			「真菜？」

			「……せめて今度からは、水浴びをしたあとにしてください」

			　真菜の要望に、わたしは首を傾かしげた。

			「水浴び、ですか？　ええ。わかりました」

			「多分、わかってないですよね。……まあ、いいですけど」

			　溜め息をひとつ。

			　うずくまっていた真菜は、かぶりを振って立ち上がった。

			「ということで、ローズさんの服を準備しようと思います」

			「わたしの服、ですか」

			　どうやら立ち直ったらしい真菜の発言に、わたしは話を合わせた。顔に赤みが残っていることには言及せずにおくほうがいいのだろう、ということくらいは、わたしにもわかったのだ。

			「ガーベラに、わたしの服の製作を頼むということですか」

			「はい。どうせなら、ローズさんに似合うものを作ってもらおうと思うんです」

			「わざわざ意い匠しようを変えるのですか？　別にわたしは、これと同じものでかまいませんが」

			「いけません」

			　わたしがいま袖そでを通しているリリィ姉様の服を示していうと、真菜はぴしゃりとこの提案を跳ねのけた。

			「いいですか、ローズさん。女の子は、毎日が戦争なんです。言うなれば、お洋服は剣であり、槍やりであり、斧おのであり、弓矢でもあります。そんな色気のない服装ではいけません」

			「……これは、リリィ姉様の服なのですが」

			「あんなチートな人を参考にしたら駄目です」

			「いえ、あの……別に姉様はずるくはないかと」

			「あれだけ美人で可愛くて、好きな人のために尽くすタイプで、おまけに、えっちな捕食系。先輩とはパスで心が繋がっていて、好きな気持ちは筒抜けで、耳元でお互いに、いつでもラブレター朗読してるような状態なんですよ。これがチートでなくてなんなんですか」

			　割と言いたい放題の真菜だった。

			　ただ、頷うなずける部分はないでもない気もする。

			「ローズさんだって、どうせなら着飾った自分を先輩に見てもらいたいでしょう？」

			「それは……はい。その通り、ですが」

			「だったら、決まりですね。ガーベラさんに頼みに行きましょう」

			　真菜はわたしを説き伏せると、てきぱきと行動の指針を決めてしまう。

			　こういった方面で、本当に真菜は頼りになる。わたしがあまり気にしないでいる部分が、どれだけ女の子として大切なものなのか、折に触れて教えてくれるのだ。

			　わたしは普段、戦う力のない真菜を気遣う立場にいる。しかし、こうした方面の話になると、今度は教わる側ばかりに回ってしまう。立場はぐるりと反転して、それでいて、それを負い目に思うことなく済んでいるのは、相手が真菜だからだろうか。

			　お互いに助け合いながら、姉と慕したい、妹として慈いつくしむ姉妹たちとは、また少しばかり違った感覚。これがつまり、友人という存在なのだろう。

			　わたしはそんなふうに思いながら、先に立って歩き始めた真菜の背中を追いかけた。

			「あれ？」

			　しかし、真菜はほんの数歩進んだところで足をとめた。

			　なにかあったのかと思って追いつけば、真菜は入口を見詰めて首を傾げていた。

			「ガーベラさんがいませんね」

			「いない？　そんなことはないはずですが」

			　ガーベラは、見張りをすると言って、ちょっと前に洞どう窟くつを出て行った。

			　てっきり洞窟の外で、ご主人様の服でも作っているのだと思っていたのだが。

			「ひょっとして、砦とりでを見に行っているんでしょうか」

			　この洞窟が口を開けている急な斜面を、木々を掻かき分けて少し登れば、ご主人様が向かった砦を一望できる場所がある。当然ながら、ご主人様の姿が確認できるわけではない。だが、それでも気持ちの問題というのはあるもので、わたし自身も日に何度か足を向けていた。

			　特に、ガーベラはちょくちょく見に行っているようで、３日前の夜などは、歩ほ哨しようらしい金髪の女と目が合った気がすると言って、蒼あおい顔をして帰ってきたくらいだった。そのときに、これからは注意するようにと言い含めたものだったが……。

			「いえ。砦を見に行ったわけではないと思います」

			　わたしは首を横に振った。

			「ガーベラも、わたしたちになにも言わず、どこかに行くほど愚おろかではありません」

			「それもそうですね。とすると、きっと近くに……」

			　言いながら歩き出した真菜が、洞どう窟くつの入口から外に出ようとして、再び足をとめた。

			　不思議に思いながらも、わたしも彼女の肩越しに入口から外を眺めた。

			　そこに、白い蜘く蛛もがいた。

			　なんてことはない。ガーベラは、洞窟の入口脇で座り込んでいたのだ。そこは丁度、洞窟のなかからだと、死角になる位置だった。

			　どうやら、きちんと見張りとしての役目は果たしているらしい。

			　ならば、なにも問題はない。ガーベラは抜けたところがあるので、なにか不測の事態でも起こったのではないかと心配した部分もあったのだが、どうやら取り越し苦労だったようだ。

			　わたしは、ほっと胸を撫なで下ろし……そこで、どうも様子がおかしいことに気が付いた。

			　気付いてしまった、というほうが、感覚的には正しいかもしれない。

			「く、くく……くふ。くふふ。くふふふふ……」

			　緩ゆるんだ笑みを浮かべる白い少女の姿が、そこにはあったのだ。

			　それはもうだらしのない、にまにまとした表情だった。整い過ぎるほどに整っていながら、わたしの人形の顔と違って無機質さのない、それこそ奇跡のような顔立ちが、とても残念なことになっている。

			「ふふ、ふ、ふふふ」

			　ガーベラは、腕のなかにあるなにかを見詰めて、恍こう惚こつとしていた。

			　なにを抱えているのかと見てみれば、それは蜘蛛糸で織おられた白い繭まゆだった。

			　それが彼女の相そう好ごうを緩めに緩めている原因であるらしい。

			「ふふふふ……ふ？」

			　わたしたちがガーベラのそんな姿を目撃してしまってから、ほんのわずかに遅れて、本来鋭えい敏びんな感覚を持つはずのガーベラが、ようやくこちらの存在に気付いた。

			　ばっと振り返った白い少女の赤い目が、わたしたちを映し出した。

			　緩んでいた口元が、みるみるうちに引き攣つった。

			「……ふぁ!?」

			　間抜けな悲鳴。時間が凍こおりつく。

			　わたしも、真菜も、当のガーベラも、固まってしまって動けない。

			　見てはいけないものを見てしまった……のだろう。洞窟のなかから、すぐに見えない位置に彼女がいたのは、つまり、わざとそうしていたということなのだろうから。

			「……ローズ殿、かの？」

			「え、ええ」

			　そういえば、わたしはいま、普段と姿かたちがまったく違っていたのだったか。

			　直面した事態があまりに衝しよう撃げき的過ぎて、そんなこと忘れていた。

			「少し思うところありまして、このような姿になりました」

			「そ、そうか」

			「ところで、ガーベラはいま、なにをして……」

			「わ、わわわ、妾わらわは……」

			　ガーベラは口をぱくぱくとさせた。

			　余程恥ずかしいのか、本来透けるように白い顔は真っ赤になっていた。それきり言葉を継げなくなってしまい、場に気まずい沈ちん黙もくが落ちる。

			　こんなことは初めてで、わたしはどうすればいいのかわからない。

			　ああいや。厳密には、こうしたシチュエーションは、これが生まれて初めてというわけではない。『見てはいけないもの』というのなら、以前にわたしは、ご主人様とリリィ姉様が裸でキスして同どう衾きんしている場面に行き遭あったことがあった。どうもあれは見てはいけないものだったらしく、ご主人様が非常に気まずそうな顔をしていた覚えがある。

			　あのときのわたしはそうした機き微びに疎うとかったので、特にそれ自体に関しては、どうとも思うことはなかった。

			　いまは違う。ものすごく気まずい。

			　成長を感じる一瞬だった。……なにもこんな場面でなくてもいいのに。

			　ガーベラも動かない。これまでいろいろといざこざもあったものの、いまでは曲がりなりにも『妹』と認識している少女は、頭をぐらぐらさせていた。半ば涙目になっていて、白はく皙せきの頬ほほは茹ゆだったように赤い。指先で少しつついたら、ぱちんと弾けてしまいそうだ。迂う闊かつには動けない。

			　わたしは思わず、隣の友人を頼っていた。

			　巡らせた視線に一拍遅れで気付いた真菜は『え？　わたし？』と言わんばかりに軽く目を見開いた。口元が引き攣つる。

			「……あー、えっと。そういえば」

			　目まぐるしくフォローの台詞せりふを考えているのか、真菜の声は少しうわ滑りしていた。

			「ある種の蜘く蛛もは卵をくるんで繭まゆを作る、とか水島先輩に聞いたことがあるようなないような……」

			「そ、そう……なのですか？」

			　あとから考えてみれば、なのだが。

			　ここで真菜に頼ったのは、あまり良い判断とは言えなかった。

			　他人の心の機き微びに敏感で聡そう明めいな真菜だが、基本的にその洞察力は、事前にしっかりとした準備をしたうえで発揮される類たぐいのものだ。

			　言い換えると、意外と即応力は高くない。

			　つい先程、成り行きでわたしに服を剥はがれたように、だ。

			　一方のわたしも、あまりの気まずさから、真菜に話を合わせるだけで精いっぱいだった。

			「しかし、卵もなにも、ガーベラはまだ繁殖行為を行っていないはずですが。少なくとも、ご主人様とは」

			「あ、いえ。別にガーベラさんが先輩以外とどうこうなったということではなくてですね。わたしが言いたいのは、つまり、きっとあれは先を見据えた練習なんだってことです」

			「練習、ですか？」

			　尋ね返すわたしに、真菜はいつもわたしにそうしてくれているときの癖くせが出たのか、丁寧に例を挙げて教えてくれた。

			「わかりやすく人間でいうと、好きな人との間に生まれる赤ちゃんのために、産うぶ着ぎを作っているみたいな感じですかね」

			「まだそういう関係でもないのに、あんなに愉たのしそうにですか？」

			　わかりやすく言ったら駄目だった。

			　確認をしてしまったのも追い打ちだった。

			「――っ！」

			　顔を真っ赤にしたガーベラが、声にならない悲鳴をあげて、涙目で逃げ出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……失敗しました」

			　真菜はやや気まずげな表情でつぶやいた。

			「悪気はなかったんですけど……」

			「真菜は『蜘く蛛もの本能なのだから仕方がない』と言いたかったのですよね」

			「ええ。まあ、そうなんですけど。本能だからこそ恥ずかしいということもあるわけで。フォローの方向を間違えました」

			「……難しいものですね」

			　あのあと、我に返って戻ってきたガーベラに、わたしの衣服を作ってもらうようにお願いをしたわたしと真菜は、砦とりでの全容が望めるスポットへと向かうことにした。

			　顔を真っ赤にして涙目のガーベラの近くにいるのが、大変気まずかったからだ。

			　彼女には悪いことをしてしまった。

			　反省しつつ、わたしは真菜を補助して斜面を登っていく。

			「……む」

			　いつものように無む頓とん着ちやくに茂みに突っ込むと、木の枝に服がひっかかった。少し鬱うつ陶とうしい。これは慣れるまで、多少時間がかかりそうだ。

			　わたしは片手の斧おのの石いし突づきを杖のように地面に突き立てて、支えにすると、もう一方の手を真菜に差し出した。

			「平気ですか、真菜」

			「だ、大丈夫です」

			　少し息を切らせた真菜が、わたしの手を借りて斜面を登る。

			「休憩を取りましょう」

			「い、いえ。その必要は、ありません」

			　膝ひざに手をついて息を整える真菜が、わたしを振り仰あおいで言った。

			「わたしももう、ずいぶんと長いこと森のなかで生活してますからね。いい加減、森を歩くのも慣れましたし、体力もついてます。心配は要いりませんよ」

			「それでも真菜は小柄ですし、体も華きや奢しやで脆もろいですから、どうしても心配になるのです」

			　わたしの言葉を聞いて、真菜は小さく苦笑した。

			「ローズさんって、少し過保護なところがありますよね。まあ、それは素直に嬉しいんですけど」

			「真菜が倒れたのは、まだ３日前のことではありませんか、心配するのは当然のことです」

			　本来なら、真菜は今頃ご主人様と共に砦とりでにいる予定だった。そうならなかったのは、その寸前で体調を崩してしまったからだ。

			「ご主人様だって、ずいぶんと真菜のことを気遣っていらっしゃる様子でした。どうか真菜は、もっと自分の体に気を配ってあげてください」

			　ぴくんと真菜が肩を揺らした。

			「……そう、ですか？　ローズさんの目からも、真島先輩はそう見えました？」

			「ええ。最近のご主人様は、真菜のことを気にしていらっしゃいます。いえ。もっと前から、表に出そうとなさらなかっただけで、そうだったのではないかと思いますが」

			　以前に比べれば、ご主人様が真菜に話しかける機会は増えている。それはどうも、わたしが真菜に魔法の手ほどきをする許可をもらった、あの夜が境になっているようだ。

			　あの夜、ご主人様のなかで、なにか変化があったらしい。それがいったい、どういった心境の変化であったのかは、わたしの想像が及ぶところではない。だが、それが決して彼にとって悪い変化ではなかったということは、察することができた。

			　もともと、なんだかんだと、もっともらしい理由を付けながら、ご主人様は真菜のことを気にしていた。彼女のことを疑い、警戒していた時期でさえ、彼女の体を気遣う台詞せりふを何度も口にしていたことを、わたしはちゃんと覚えている。

			　そもそも、まだ余裕のない時期に、わざわざ真菜という足あし手で纏まといを抱えることにしたこと自体、ご主人様の性格が表れている。

			　思い返せば、あの頃のご主人様は、しきりに『責任』という言葉を使っていた。

			　確かに、ご主人様は責任感が強い。だが、どうも真菜に対しては、『責任』という言葉を、ある種の言い訳として使っていた節がある。

			　人間不信で人間嫌いのご主人様が、それでも、山小屋で保護した女の子を助けるために、無意識のうちに自分に対して使っていた言い訳……あの頃のご主人様のことを思い返すと、そんなふうにわたしには感じられるのだった。

			　なにが切っ掛けだったのかわからないが、最近のご主人様は、そうした気遣いを素直に表面に出せるようになったようだ。その結果、ご主人様と真菜が会話をする機会は、以前に比べて増えている。いまでは、魔力の扱いについてお互いに伸び悩んでいることを励はげまし合うようなシーンもあって、そんなふたりを見て、素直にわたしは嬉しく思っていた。

			　同郷であり、似たような境きよう遇ぐうにあり、同じ人間であるご主人様と会話を交わすのは、真菜もやはり楽しいらしく、声をかけられているときには、嬉しげにしていることが多い。表情の薄い真菜ではあるが、ずっと一緒にいるわたしには、はたで見ていると、彼女の口元がほころんでいることがわかるのだ。声をかけているご主人様本人は、どうやらそんな真菜の様子にお気付きではない様子だが。

			「真島先輩に心配をかけるわけにはいきませんね。わかりました、少し休みましょうか」

			　おさげを撫なでさすりながら、真菜がこくりと頷うなずく。

			　説得に成功したわたしは、何度か小休止を挟みつつ、真菜をつれて斜面を登っていった。

			　やがてわたしたちは、小さな崖がけに辿たどり着いた。生い茂った木々に邪魔されることなく砦とりでを見渡せる、絶好のポイントだ。

			　わたしは、年月を感じさせる赤茶けた重厚な砦を眺めた。

			　あそこにいま、ご主人様がいる。今頃、どうしているだろうか。目的には、どれくらい近づいているだろう。なにか困ったり戸と惑まどったりしていることはないだろうか。

			「……」

			　わたしは自分でそれと気付かぬうちに、深い森を切り取って聳そびえ立つ要よう塞さいに、意識を吸い取られてしまっていた。

			　リリィ姉様ほどご主人様にべったりというわけではなかったが、それでも、この自我が芽生えてからというもの、ご主人様の顔を１日も見ないことはなかった。だからだろうか。自分がいま、ご主人様から離れたところにいることを思うと、どこか落ち着かない気持ちになる。

			　彼の傍そばにいたい、と素直に思う。

			　この身に代えてでも、ご主人様の身を守りたい。我が身は主の盾であり、それこそが眷けん属ぞくとしての己の役割であるから、この身がたとえ木っ端になろうとも本望だ。そんなふうに思うのなら、近くにいたいと思うのは眷属として当然のことで……。

			　ただ、わたしの人形の胸には、いまは他に、もうひとつ別の気持ちが宿っていた。

			　それは、ただ純粋に『ご主人様の傍にいたい』という想いだ。

			　眷属としての自分の役目とは関係ない。ただご主人様の傍にいて、彼の存在を感じていたい。

			　そう思う根底にある感情が、『ご主人様に抱きしめてもらいたい』という願いを生んだのと同じものであることは、明らかだった。

			　いまのわたしは、そうした自分の気持ちを『僭せん越えつで身のほど知らずなことだ』などと切り捨てることなく、大切なものとして、この人形の胸に抱きしめることができている。

			　これはひとえに、隣にいてくれる友人のお陰だった。

			　自分を殺したら駄目だ、と教えてくれた。

			　なにかをしたいという気持ちを、人形の女の子としてご主人様に抱きしめていただくための努力を、誰にも否定できない大事なものだと諭さとしてくれた。

			　諦あきらめちゃ駄目だ、と言ってくれた。

			　わたしの願いは叶かなえられるものなのだから、と励はげましてくれた。

			　真菜と友人となった、あの日のことは忘れない。あれこそが出発点だ。あの日から、わたしは彼女の言葉に支えられて、自分の心に真しん摯しに向かい合うようになったのだから。

			　いつの日か、胸のなかにあるこの感情に、名前をつけることができればいい。そして、それをご主人様に告げることができたなら――……。

			「……」

			　どれだけの時間、そうして、赤茶けた砦とりでを眺めていただろうか。

			　不意に強い風が吹いて、木々がざわめいた。

			　服がはためく。慣れないその感覚に、わたしは我に返った。

			　それと同時に、ずいぶんと長いこと、こうしていることに気付いた。

			　しまった。すっかり物思いに耽ふけってしまっていた。

			　ここにいるのがわたしだけなら、それでも良かった。

			　だが、この場には真菜もいる。彼女にとっては、退屈な時間だったに違いない。

			　ただでさえ真菜には何度となくこの場所に付き合ってもらっている。

			　悪いことをしてしまった。わたしは反省して、真菜のいるほうに向き直り――自分が、とても大きな勘違いをしていたことに気付いた。

			「……」

			　そこには、ひどく真しん摯しな瞳ひとみで砦を見詰める、真菜の姿があったのだ。

			　ほんのりとちいさな微笑を口元にたたえたその姿は、もともと華きや奢しやで細い真菜の儚はかない印象を強めている。それこそ、いまにも消えてしまいそうなくらいに。

			　そのくせして、その視線は砦に吸いつけられたかのように離れない。退屈さなんて微み塵じんもない。わたしが傍そばから見ていることにも気付かずに、ともすると、わたしより熱心に、真菜は砦とりでを見詰め続けている。わたしと同じように、ここから見える砦に――ひいては、そこにいる人物に、想いを馳はせている。
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			　勘違いというのは、つまりは、そういうこと。

			　ご主人様に対して真菜が傾ける感情の大きさを、わたしはずっと見誤ってきたのだった。

			　それに気付くことができたのは、この瞬間であればこそ、なのだろう。

			　わたしは真菜に出会ってから、最初は監視対象として、途中からは友人として、彼女とずっと同じ時間を共有してきた。だから、わたしがご主人様の顔を１日と見ない日はなかったのなら、真菜もまた同様だということになる。

			　条件はお互いに変わらず、それに関する反応もまた、非常に似通ったものだった。

			　だったら、その胸に抱いた想いもまた、同じ類たぐいのものなのではないだろうか？

			　そうして考えてみると、腑ふに落ちることもあった。

			　かつてわたしとリリィ姉様には、真菜のことを警戒していた時期があった。そのことについてどう思っているのか尋ねると、真菜は『怒っていない』と返した。その理由について彼女は、『眷けん属ぞくであるわたしたちに共感しているから』と答えていた。

			　どうして同じ人間であるご主人様ではなく、わたしたち眷属のほうに共感していたのか。

			　ひょっとしてそれは、彼女がわたしと同じ想いを抱いていたからではないだろうか？

			　気付いてしまった事実は、わたしのなかである種の切っ掛けとなって弾けた。それを種火と言い換えてもいい。これまで彼女と過ごしてきた時間は導火線で、いま、そこに火がついた。

			　加藤真菜という少女がひた隠しにしてきた真実へと、わたしの思考は駆け抜けていく。

			「真菜」

			　わたしは、大切な友人の名を呼んだ。

			　真菜は我に返ったようで、不自然に数度瞬またたきをしたあとで、こちらに視線を巡らせた。

			「ああ。すみません。ちょっとぼうっとしていたみたいです。そろそろ帰りましょうか」

			　真菜は何事もなかったかのように、小さく笑みを浮かべてそう言った。その振る舞いからは、ほんの先程まで、あれほど熱心に砦とりでを眺めていたことなんて微み塵じんも窺うかがうことはできない。

			　そこにいるのは、いつもの真菜だ。そう。いつもの。……ひょっとして、それはつまり、これまでも真菜はずっと、こうしていたということなのではないだろうか？

			　なんだそれは。

			　わたしは愕がく然ぜんとせずにはいられなかった。

			　真菜からわたしは、自分の心のなかにある大切なものを教わった。真菜がいなければ、わたしはご主人様に対する想いに蓋ふたをして、胸の奥の倉庫に鍵かぎをしめて、放っておいてしまうところだった。いま、わたしがこの想いを胸に大事に抱きかかえていられるのは、全部、全部、真菜のお陰なのだ。

			　それなのに、その真菜が、自分の心を蔑ないがしろにしている。なかったことにしてしまっている。そんなことが許されるだろうか。

			　なにより、そんな友人のことを見て見ぬふりをすることが、果たして許されるものだろうか。そんなことで、わたしは彼女の友人と言えるのか？

			「どうしました、ローズさん？」

			　帰ろうとして歩き出したところで、真菜はわたしがついてきていないことに気付く。

			　不思議そうな顔をして振り返った彼女に、わたしは問いを投げた。

			　

			「真菜。あなたは、ご主人様のことをどう思っているのですか？」

			　

			　――ぴきり、と。

			　感情の色の薄い真菜の顔に、深く大きなひびが走った。

		

	
		
			10　人形の友達　～ローズ視点～

			　

			「真菜。あなたは、ご主人様のことをどう思っているのですか？」

			　わたしの問いを耳にした真菜は、表情を凍こおりつかせた。

			　きっとそれは、彼女にとって致命的な部分に触れる言葉だったに違いない。これまで誰も触れなかった……あるいは、彼女自身が意図して触れさせてこなかった、加藤真菜という名の少女の内面に、わたしはこのとき、一歩足を踏み入れたのだ。

			「……やめませんか、ローズさん。きっとこの会話は、愉ゆ快かいなことにはなりません」

			　真菜の返した台詞せりふは、少なくとも表面上は淡々としたものだった。

			　ほんの一拍の間に、完全にいつもの無表情を取り戻していたのは、さすがと言ったところだろうか。

			「ねえ、ローズさん。今日はとても楽しかったじゃないですか。いえまあ、わたしは恥ずかしい目に遭あいましたし、ガーベラさんには悪いことをしちゃいましたけど……だけど、楽しい一日だった。違いますか？　それなのに、最後に変な話をして一日を台無しにしちゃうなんて、そんなのもったいないですよ。だから、やめましょう？」

			「いいえ。やめません」

			　わたしは首を横に振った。

			　確かに楽しかった。失敗もいくつかしてしまったが、それだって、きっとあとになれば笑って話せる。これは、わたしたちなりの日常のひと欠片かけらだ。どれだけささやかな出来事も、わたしたちだけの大切な宝物だ。

			　真菜の言う通り、これで今日一日が台無しになってしまうのかもしれない。あるいは、これまで積み重ねてきたものが崩れ去ってしまうのかもしれない。わたしがやろうとしていることは、宝物を台無しにする行為なのかもしれない。

			　けれど、それでもわたしは、この話をやめるわけにはいかなかった。

			　危機感があった。

			　ここで踏み込むことを恐れてはならない。そんなふうに確信できてしまうくらい、砦とりでを見詰めていたときの真菜の微笑ほほえみは儚はかなくて、いまにも消えてしまいそうに思えたのだ。

			「前々から、疑問には思っていたのです」

			　だから、わたしは踏み込んだ。

			　他ならぬ真菜自身が、ここで踏み込むだけの力を、わたしに与えてしまっていた。

			「ご主人様は、真菜のことを疑っていました。それを、真菜自身も知っていた。けれど、あなたはご主人様に手を貸し続けていました」

			「……そのどこに、ローズさんが疑問を抱くようなことがありますか？　なにか至らぬところがあったというのなら、謝りますけど」

			「まさか。謝る必要なんてありません」

			　わたしはかぶりを振った。

			「ただ、わたしは思うのです。真菜ならもう少し、他にやりようがあったのではないか、と」

			　わたしはこれまでずっと、ご主人様と真菜のことを見てきた。彼らのことを考えてきた。理解したいと願ってきた。このふたりのことだけに限るなら、他の誰より想いを傾けてきたと、わたしは胸を張ることができる。

			　これは、そんなわたしだからこそ、抱いた疑問かもしれない。

			　わたしが思い返していたのは、真菜に魔法の手ほどきをする許可を、ご主人様にいただこうとした、あの夜のことだ。

			　ご主人様の心のなかに渦巻いていたのは、真菜に対する不理解と不ふ審しんだった。

			　もともと、ご主人様はコロニー崩ほう壊かい時の過か酷こくな経験から、深刻な人間不信に陥おちいっていた。いまはともかく、少なくともあの夜までは、わたしからすれば異様とも思える疑り深い目で、ご主人様は真菜のことを見ていたものだった。

			　……しかし、それは本当に、ご主人様のトラウマだけが原因だったのだろうか？

			　いまのわたしには、それが疑問に思えてならなかった。

			　ご主人様は真菜を疑っていた。

			　そうと知っていながら、真菜は彼に力を貸し続けた。

			　まだ名を持たなかった頃のガーベラとの戦いのときには、作戦を立案するのみならず、自分の命を危険に晒さらした。

			　暴走したリリィ姉様に冷静さを取り戻させるために、憎まれ役だってやってのけた。

			　未熟な心を持て余していたわたしに手を差し伸べたのだって、友人になったいまはともかくとして、その最初の理由は、わたしがご主人様の眷けん属ぞくだったから、というのが少なからずあったはずだ。

			　不平不満のひとつも言わず、怒ることも拗すねることもなく、戦う力のひとつも持たない少女は、自分にできることはないかとひたむきに探し続けた。

			　……見返りのひとつもなしに、だ。

			　なにを考えてそうしているのか疑問に思うのは、自然なことだろう。

			　だけど、どうしてもその動機がわからない。となれば、どうだろうか。なぜそんなことをするのかと不ふ審しんに思うのが、当たり前の反応なのではないだろうか。

			　ましてやそれが、ご主人様のように、心に病を抱えた人間であるのなら？

			　隠された見返りがあるのではないかと訝いぶかしみ、隠すからにはそうしなければならないうしろ暗い理由があるのではと考え、なにを企たくらんでいるのかと疑惑を抱いてしまうことは、それほどおかしなことではないように思える。

			　真菜本人が以前に口にしていた言葉を借りるなら、真菜の振る舞いには、人間の欲のうち、『なにかをしてあげたい』という部分しか見えず、『なにかをしたい』、『してほしい』が存在しないのだ。そうした欲こそが、『その人らしさ』を表すものである以上、真菜の『人間らしさ』は、いつまで経っても見えてこない……。

			　不思議なのは、わたしに対しては、そのあたりの事情がかなり違っているということだ。

			　最初からあまり真菜のことを疑っていなかったわたしとご主人様とで条件は違うにせよ、真菜はわたしに手を貸そうとしたとき、『共感を覚えている』、『感謝している』、『友達になりたい』などと、きちんと言葉にして気持ちを伝えてくれていた。

			　それなのに、ご主人様に対しては、一度もそうした『わかり合うための努力』を行った形跡がない。ある意味、それは疑いの芽に水をやるかのごとき行いだった。

			　そして、ここで一番の問題は、わたし程度でも気付けたことに、あの聡そう明めいな真菜が気付いていないはずはないということだ。

			　となれば、畢ひつ竟きよう、このような結論に至らざるを得ない。

			「真菜はわざと、ご主人様に疑われるように振舞っていたのではありませんか？」

			　ご主人様の目から見て、真菜の姿はいかにも疑わしく見えていたに違いない。

			　少なくとも、わたしの知っている加藤真菜という少女は、そこにいない。企みの牙きばを隠して雌し伏ふくする、ある種の『モンスター』の姿があるだけだ。

			　しかし、それは、ご主人様が疑ぎ心しん暗あん鬼きのフィルターを通して、彼女を見ていたことだけが理由ではなかったのではないか。真菜自身がそう振舞っている部分があったからこそ、ご主人様はどうしても、彼女のことを疑わずにはいられなかったのではないだろうか。

			「ローズさんの言っていることが正しいとして――」

			　あえてわたしのいうことを否定することなく、真菜はこくりと首を傾かしげた。

			「――どうしてわたしは、そのようなことをしたんです？」

			「そこがわたしも、先程までわかりませんでした」

			　わたしでなくても、そんなのわかるはずがないと思う。

			　どこの誰が、わざわざ疑いを持たれるように振舞うというのだろうか。

			　言ってしまえば、それは一種の自傷行為だ。そんな馬鹿げたことをする理由がない。だからわたしは、これまでも薄々真菜の行為を不ふ審しんに思いながらも、自分の気のせいだと思い込んでいたのだ。

			「だけど、さっきの真菜の姿を見ていたらわかりました。真菜、あなたは――」

			　わたしは友人の目を、仮面の下から見詰めて告げた。

			「――ご主人様に、人間のことを信じてほしくなかったのではありませんか？」

			「……」

			　真菜は無言で、ただかすかに目を見開いた。

			　他の誰かなら見逃してしまったかもしれない、その小さな感情の発はつ露ろは、わたしに確信を抱かせるに十分なものだった。

			　その確信を後押しにして、わたしは続けた。

			「真菜を信じるようになるということは、心を傷つけられたご主人様が、もう一度、人間を信じてみようと決意するということです。……わたしには想像することさえできませんが、それは口でいうほど、簡単なことではないでしょう。ご主人様ひとりでは無理かもしれません。わたしでは力になれませんし、そのあたりはガーベラも同じです。あやめやアサリナは言うに及ばず……恐らく、支えになることができるとしたら、ご主人様の心にもっとも近しい、リリィ姉様くらいのものでしょうか」

			　と言っても、姉様は姉様で、どうもこの問題には及び腰なふしがある。

			　そのあたりはまた、別の話だが。

			「この件に関してご主人様のお力になることは、誰であっても難しい。ですが、真菜。わたしはあなたなら、そんなご主人様の心を解きほぐすことができたのではないかと思うのです」

			「……それはさすがに、ローズさんの買いかぶりではないかと思いますけど」

			　真菜は微苦笑を浮かべていた。

			　それはどうも作った表情ではなく、本気の苦笑いらしかった。

			「……そうでしょうか。わたしはそうは思いませんが。真菜がそういうのなら、そうなのかもしれませんね」

			　他でもない本人がいうのなら、あえて強く否定はしまい。

			　ただ、わたし自身は、決してそうは思わない。

			　未熟なわたしの心をこれまで導いてくれた加藤真菜はすごい女の子なのだと、たったひとりでも信じられるし、信じている。それだけで、わたしが言葉を紡つむぐには十分だった。

			「ですが、『もしも』の話はともかくとして、現実に真菜がご主人様の誤解を解こうと試みることさえしなかったのは、事実でしょう？」

			「……否定はできませんね。しかし、それこそなぜ、わたしは真島先輩に人間を信じてほしくなかったんだって、ローズさんは考えているんですか？」

			「それは……」

			　真菜の問いに、わたしはつい先程見た、真菜の一途な瞳ひとみを思い浮かべた。

			　わたしと同じように、ともするとそれより熱心に、砦とりでを見詰めていた真菜。その心が、わたしと同じ思いを抱えているとするならば……。

			「それは、真菜。あなたが、ご主人様の傍そばを離れたくないと思っているからです」

			　ここで話は、こうして話をすることになった最初の切っ掛けに戻ってくる。

			　真菜はわたしと同じように、ご主人様の傍にいたいと願っている。

			　だとすれば、理屈は通るのだ。なぜなら、わたしと違って真菜とご主人様との関係は、期限付きのものだからだ。

			「ご主人様は、真菜のことを保護した最初のときから『安全なところまで連れていく』とおっしゃっていました。いまのご主人様は、真菜に恩を感じていますから……いいえ、そうでなくとも、そう無責任に身柄を放り出すようなことはなさらないでしょう。安心して真菜のことを任せられる場所を、責任を持ってご主人様は探すつもりでいらっしゃいます。……ですが、これはとても難しいことです」

			「難しい、ですか」

			「ええ。ご主人様の性格を考えれば、自分が信じることのできない相手に、大恩ある真菜の身柄を安心して任せられるはずがありません。しかし、その一方でご主人様は、人間を信じていらっしゃらない。それでは、ご主人様が安心して真菜のことを任せられる場所なんて、どこにも存在しないではありませんか。少なくとも、ご主人様が人間を信じられないでいらっしゃる限りは……」

			　もちろん、それでもご主人様は探し続けるだろうし、いずれはなんらかのかたちで、責任を全まつとうされるだろう。そのあたりについて疑う余地はないし、わたしが心配するようなことではないと弁わきまえている。

			　そう。心配するようなことではない。……だが、それが難しいことであることも、また事実だった。

			　困難であり、それゆえに時間がかかる。わたしは、真菜の自じ虐ぎやく的とも言える行動の理由を、そこに見出していた。

			「期限付きの関係でも、その期限を延ばし延ばしにすることはできます。疑いを解き、誤解を解消することが、その期限を短くするのであれば、あえて疑惑を晴らそうとは思わない。そういう動機であるのなら、真菜の不可解な行動を理解することは可能です」

			　しかし、その行動は、あまりにも不毛だ。

			　痛々しさを覚えずにはいられないほどに。

			　疑われ続けることで、真菜はご主人様の傍そばにいることができる。そうすれば、確かに関係は継続されるだろう。その代わり、決して彼らの関係は深まることがない。

			「疑われたままでもかまわないから、それでも真菜は、ご主人様の近くにいたいと願っている。それだけの想いを、ご主人様に抱いている。だからこそ、ご主人様のために、見返りを求めず力を尽くしもしたのではありませんか？」

			　それはひょっとしたら、祈るような気持ちだったのかもしれない。

			　だって、真菜がどうしたところで、それと関係のないところで、ご主人様が人間不信を克服してしまう可能性はあるのだ。そうなってしまえば、期限切れになった関係はお仕舞いだ。あとには、疑われ続けた少女だけが残されることになる。

			　そんなの、黙って見ていられるわけがなかった。

			「真菜は、ご主人様にとても強い想いを抱いているはずです。それなのに、どうして自分の想いを蔑ないがしろにするのですか。わたしに『自分の心を殺すな』と言ったのは、他ならぬ真菜ではありませんか」

			　そんな迂う遠えんな方法を使わなくても、真菜はご主人様の傍そばにいられるはずだ。

			　わたしには、あえて真菜が幸せに背を向けて、損な道を選んでいるようにしか思えない。

			　離れたくないのなら、離れたくないと言えばいい。

			　ご主人様になにか特別な想いを抱いているのなら、それを告げればいい。

			　真菜はわたしと違って、自分の感情を把は握あくしている。だったら、いつだってそれを彼に告げられるはずなのだ。

			「なんとなくですが、わかります。真菜がご主人様に抱いている感情は、わたしのそれと同じものなのではありませんか」

			　――望みが実現するように努力しちゃおうじゃないですか。ローズさんの望みは叶かなえられるものなんだから。

			　かつて真菜にかけてもらった励はげましの言葉が自然と思い出された。

			　わたしの望みが叶えられるものなのだとしたら、叶えられない望みとはなんなのか。

			　諦あきらめるなと言ってくれた真菜。けれど、諦めていたのは、本当は誰だったのか。

			　わたしたち眷けん属ぞくに共感していたのは、どうしてなのか。

			　何度も口にしていた『羨うらやましい』とは、どういうことだったのか。

			　もっというのなら、『手の届かない幸せを突きつけて心をへし折る』という白いアラクネを撃退したあの手口でさえ、ある種の自じ虐ぎやく的な発想の賜たま物ものだったのではないだろうか。

			　だとしたら、あんまりにも加藤真菜という少女は悲惨だ。ほうっておくことなど、できるはずがなかった。だから――……。

			「真菜。あなたは、ご主人様のことをどう思っているのですか？」

			　わたしはもう一度、同じ問いを投げ掛けたのだった。

			「……」

			　わたしのことを、真菜はじっと、推し量るような目で見詰めていた。

			　わたしもまた、その目を見返した。ここで譲るつもりは毛頭なかった。

			　やがて、真菜はふっと口元に微笑を浮かべた。

			「……正直、驚きました」

			　翳かげりのない、透明な笑みだった。

			　触れたら砕けてしまいそうなくらい薄く透き通っているのに、内心の見通せない微笑ほほえみだった。

			　砦とりでを眺めていたときと同じ、穏やかな笑顔は……なぜだろうか？　わたしの心を落ち着かない気持ちにさせた。

			「『人の心の機き微びがわからない』、『ご主人様のことがわからない』って嘆いていたローズさんが、これほど早く気付くなんて、思っていませんでした」

			「……驚くほどのことではないでしょう。わたしはまだまだです」

			　自身の至らなさは、わたしが一番よく知っている。

			「ただ、こうしたすべては、真菜に教わったことでしたから」

			「なるほど。相手がわたしだからこそ、ローズさんは気付くことができたと。それはなんだか、ちょっとくすぐったい話ですね」

			　真菜はわたしの先生で、わたしの一番近くにいる人で、だからこそ、わたしなんかでも彼女のなかの真実に近づけた。

			　それに、もうひとつ。真菜は決して誤ご魔ま化かそうとしなかった。

			　言葉を弄ろうしてわたしを翻ほん弄ろうすることくらい、真菜にとって、わけないことだっただろう。

			　そうしなかったのは、彼女の誠意だ。友人としてわたしに向かい合ってくれた。『友達になりたい』と告げた彼女に応えたことは、間違いではなかった。そう思えばこそ、わたしは彼女を絶対にほうっておけないのだ。

			　決意を固めたわたしを見て、真菜は口元に浮かべていた微笑ほほえみに、わずかに苦笑を混ぜた。

			「わたしが真島先輩のことをどう思っているのか、ですか」

			　つぶやいた真菜は背中で手を組むと、くるりと体ごと向きを変えた。

			　そして彼女が目に映したのは、ご主人様がいる要よう塞さいだった。

			「そんなに難しいことじゃないんですよ。ありきたりで、むしろ平凡な理由だと思います」

			　口元には、あるかないかの笑み。どこか刹せつ那な的な雰囲気をまとって、真菜は告げた。

			　

			「だけど、ローズさんにはまだわからないのかもしれませんね。人生でこれ以上ない酷ひどい目に遭あっているところを助けられた女の子が、助けてくれた男の子にどんな感情を抱くのか、ということは……」

			　

			　不用意に触れたら壊れてしまう。目を離したら消えてしまう。そんな空気が、ただでさえ華きや奢しやで小さな真菜の容姿に、不吉な透明感を与えていた。

			　しかし、わたしはそんな危うげな彼女を前にして、なにも言ってやることができなかった。

			　真菜のいう通り、わたしには『わからない』からだ。

			　わたしは自分のなかにあるこの気持ちを、いまだにきちんと把は握あくできていない。だから、わたしと同じ感情を抱いている真菜の心の裡うちも、言葉にして語ることができない。わからないだろうと言われてしまえば、沈ちん黙もくするほかなかった。

			　そんなわたしに真菜は向き直った。

			「わたしはこの気持ちを、真島先輩に伝えるつもりはありません」

			「っ！　なぜです……!?」

			「伝えたくないんです」

			　そう告げる口調は、あくまで静かなものだった。

			　その静けさが、真菜の諦あきらめを伝えてきて、わたしは冷静さを保てない。

			「だから、どうしてですかっ。それが大事なものだとわかっていて、わたしにそう教えておいて、それなのに、なぜ……!?」

			「だって、わたしにはこれしかありませんから」

			　真菜は薄らとした微笑ほほえみを崩さない。

			　その人形のような表情を見て……ああ。いまのわたしは気付いてしまった。

			　彼女が心に負った傷は、これっぽっちも癒いえてなんていないのだと。

			「わたしは強い人間じゃありません。本当なら、すべてが終わってしまった、あの日のコロニーの混乱のなか、死んでしまうのが順当だったんだと思います。それなのに、水島先輩のお陰で生き延びることができた。その水島先輩が死んでしまって、今度こそ、あの山小屋で死ぬべきところを、真島先輩のお陰で生きながらえた。……だけど、その時点でわたしの中身は、ほとんど全部なくなっちゃっていたんです」

			　酷ひどい目に遭あって、絶望して、それでも立ち上がれるほど、少女は強くなかった。

			　というより、そもそも人間というのは、そう強くはできていないのかもしれない。

			　目を覆おおうような惨事に見舞われれば、自ら死を選んでしまうこともあるだろう。

			　その気力さえなくしてしまって、二度と立ち上がれなくなってしまっても無理はない。

			　恨みを糧かてに立ち上がれただけでも上等で、傷を抱えてそれでも前を向いて歩いていこうなんてのは、本当に希少なケース。笑って許せたなら英雄で、なにも感じないなら化け物だ。

			　そういう意味で、真菜は平凡だった。ありふれた少女であり、人並みに繊せん細さいだった。

			　かつての弱く繊細だった加藤真菜という名の少女は、あの山小屋で死んでしまった。

			　鼓動は打っていたかもしれない。息もしていたのかもしれない。肌に温かみもあっただろう。だけど、彼女は一番大事なものを失っていた。

			　……心が、死んでいたのだ。

			「真島先輩はリリィさんたちを率いて、わたしのことを助けてくれました。水島先輩の死や、彼女を死に追いやった邪悪、この世界に蔓まん延えんする理不尽さに、他人に対して本気で抱いた初めての殺意……いろいろなことがあって、それまでにもあり過ぎて、あのときの先輩の心は凍こおりついてしまっていたに違いありません。それなのに、あの山小屋で先輩は、わたしのことをまず気遣ってくれました。わたしのもとに、真っ直ぐ始めに来てくれました。あのとき、わたしは先輩の心に触れた気がしたんです」

			　真菜はおさげを揺らして、かぶりを振った。

			「もちろん、錯覚でしょう。わかってます。わたしは人間ですから、先輩との間にパスは繋がらない。こんな錯覚なんて、眷けん属ぞくであるローズさんにとっては、不愉快な話でさえあるかもしれませんね。……だけど、わたしはそれが錯覚でもかまわなかった。なにもかもなくしてしまって、空っぽになったわたしにとって、それは縋すがるべき唯一のぬくもりだったんです」

			　真菜は自分の胸に手を当てる。

			　その仕草は、そこに確かにあった感触を思い出すかのようだった。

			「先輩に出逢ったそのとき、わたしのなかの空くう洞どうに、なにかが生まれたんです。それがなんなのか最初はわからなかったですけど、ただ、この人についていかなくちゃって思いました。はっきりと自覚ができたのは、それこそ、ガーベラさんが襲ってきたあの夜のことです。自覚してしまったら、もう動くしかありませんでした。そうして、わたしはいまここにいます」

			　踏み荒らされて、ぐちゃぐちゃになって、一度中身が死んでしまったのに、そのあとすぐにあとを追うはずだった肉体だけが生き延びた。

			　自分のことを助けてくれた少年に、空っぽだった少女は『ある感情』を抱く。

			　それが原動力になって、本来なら動かないはずのモノが動き出した。

			　そうした真菜の在り方は、ある意味でわたしたち眷属モンスターに似ている。違いはそれこそ、最初からなかったか、失ったかということくらいのものだろう。

			　たったひとつの感情以外、真菜はなにもかもを失ってしまった。なにも持っていなければ、なにも失うことはない。だからこそ、いまの真菜は強いのだ。リリィ姉様の心を負かし、仲間になる以前のガーベラの正面に立って怖じることがないほどに。

			　すでに死んでいる彼女には、恐いものなんてなにもない。屍しかばねが動いただけでも儲もうけもの。死んだところで、それはただそれまでのことでしかない。未練がない。執しゆう着ちやくがない。この世に彼女の魂たましいを留めるものは、なにひとつとして存在しない。怖じることも躊躇ためらうこともなく、破滅が鼻先を通り過ぎても眉まゆひとつ動かさず、真菜は目的に向かって邁まい進しんし続けるだろう。

			　ならば、いまの彼女は怪物モンスターだ。

			　たったひとつ胸に抱いた感情を糧かてに、ただ目的に向かって真っ直ぐに歩き続けるだけの『生ける屍』。それこそが、加藤真菜という怪物モンスターの正体だった。

			「真島先輩への想い。これがなくなったら、わたしは、もとの死体に戻ってしまいます。想いを告げて、断られてしまったら、そこでわたしはおしまいなんです」

			「だから、ご主人様に自分の想いを告げないというのですか。それで、本当に真菜はいいんですか……？」

			「いいもなにも、これが最良の結果じゃないですか」

			　真菜は本気でそう言っていた。

			「真島先輩は、白いアラクネ襲来っていう最大級の危機を乗り越えました。以前はフォローが必要だったリリィさんの危なっかしかったところも、彼女の成長によって克服されています。ガーベラさんも受け入れられて、あとはローズさんの真島先輩への想いだけです。これについてだって、もうほとんど、わたしの手助けなんて要らないでしょう。わたしがいなくなったとしても、大丈夫。ローズさんの心は、わたしが思っていた以上に成長しています。多少は時間がかかるかもしれないですが、きっとひとりでだってうまくやれるはずです」

			「真菜……あなたは、ひょっとして」

			　こちらに向けられた透明な微笑ほほえみを見て、わたしは改めてぞっとした。

			　真菜が、自分にできることを探しているのは知っていた。

			　これまでご主人様やわたしたち眷けん属ぞくのためにやってくれたことは言うに及ばず。たとえば、回復魔法を習得したいと言い出したのだって、その一環だろう。これまで彼女がしてきたすべてのことは、たとえどれだけ小さいことだとしても、この異世界でほとんどなんの力もない彼女が、必死で考えて見つけてきたものなのだ。

			　だけど、それがすべてなくなってしまったら？

			　目的に向かって動いている間は、まだいい。

			　だが、それが終わってしまったら？

			　わたしは真菜の微笑みを見て、いまにも消えてしまいそうだと感じていた。

			　それは、正しい直感だった。いま目の前にあるこの笑顔は、いずれ消えていくことを受け入れている者の微笑みだ。真菜は自分のなかの唯一無二の想いを抱えたまま、消えていってしまうことを望んでいる。ご主人様に想いを打ち明けた結果として、自分のなかの特別な気持ちをなくしてしまうことなんて、それこそ受け入れられないに違いなかった。

			　そして、真菜にはその『終わり』がすでに見えかけているのではないだろうか。だからご主人様のいる砦とりでを見て、あんな儚はかなげな微笑みを浮かべていたのではないだろうか。

			「大丈夫ですよ、ローズさん。なにも心配することなんてありません。きっと、みんなうまくいきます」

			　わたしが動揺していることを察して、真菜が気遣いの声をかけてくれる。

			　しかし、その台詞せりふには徹底して、真菜自身が勘定に含まれていなかった。真菜の口にする『みんな』のなかには、主体であるはずの真菜自身がいないのだ。

			　そんな未来は、わたしにとってあまりにも受け入れがたいもので――。

			「みんなが幸せになって、真島先輩と彼を取り巻くみんなの物語は、ハッピー・エンドで終わるんです。だから……」

			「馬鹿なことを言わないでくださいッ！」

			　――気付けば、わたしは大声で真菜の言葉を遮さえぎっていた。

			「ローズさん……？」

			　きょとんとした顔で、真菜がわたしを見つめている。

			　ああ、その不理解が腹立たしい。

			　ここでわたしの怒りを理解できないということが、真菜の抱えた歪ゆがみの表れだ。彼女はとっくの昔に破は綻たんしている。あれだけ他人の心の機き微びに聡さといくせに、本人の心がスクラップになっているだなんて、それはどんな皮肉だろうか。

			「馬鹿なことを言うのはやめてください。みんなが幸せになる？　そんなはずないではありませんか。そのなかに、真菜がいないのですから」

			「……ああ。ローズさんは優しいですね」

			　真菜は口元に苦笑を浮かべた。

			「だけど、わたしのことなんて気にしなくていいんですよ。わたしは人間です。先輩の眷けん属ぞくじゃありません。真島先輩と眷属たちの物語の、ただの端は役やくでしかないんですから。……それに、どうせ一度は死んだも同然の身です。今更、幸せになろうなんて、叶かなわぬ夢を見たりはしませんよ」

			　いっそ絶望的なくらい、わたしの言葉は真菜に届いていなかった。

			　いったい、どうすればいいのだろうか。

			　――自分の気持ちを殺したら駄目だ。

			　――諦あきらめちゃ駄目だ。

			　――あなたの願いは叶えられるものなのだ。

			　真菜にもらった言葉を、なにひとつとしてわたしは返してやることができない。

			　どの台詞せりふも、わたしが口にしたところで力がない。ご主人様に対して抱いている感情がなんなのか『わかっていない』わたしでは、『わかっている』彼女が定めてしまった決意を覆くつがえさせるだけの説得力を持たせることができない。そもそも、『幸せになれ』といくら言ったところで、それに本人が価値を認めていなければ、そんなの届くはずがなかった。

			　だから――だから？

			　どうする？　どうすればいい？

			　諦あきらめて口を噤つぐみ、このまま黙って、真菜の言い分を認めるのか？

			　そうして真菜はいずれ無言のまま消え去り、わたしたちはご主人様と幸せに暮らすとでも？

			　……そんなこと、認められるはずがない。

			　どうにかして、わたしは真菜に伝えなければいけない。

			　確信があった。真菜は間違っている。どうしようもなく致命的な間違いを犯している。らしくもない失敗をしていることに気付いていない。わかったように微笑ほほえんでいても、わかってなんていないのだ。

			　それも当然のことだ。たとえ、いまの真菜が自分の死を受容した一種の怪物であろうとも、なにもかもを悟ってしまえるはずがないのだから。

			　ご主人様だって、自分の未熟さに悩んでいた。真菜はそれよりひとつ年若い。わたしよりわかっていることは多くても、彼女にだってわからないことはあるだろう。わたしがわかっていて、真菜がわかっていないことだってあるはずだ。

			　それを伝えなければいけない。

			　……しかし、どう伝えればいいのかが、わたしにはわからない。

			　真菜の行いは間違っていると、わたしの心は叫んでいる。なのに、それを論理立てることができない。

			　伝わらない。伝えられない。

			　それが歯は痒がゆい。悔しい。不ふ甲が斐いなさに身が震える。

			　少しは成長したと思っていたのに、わたしは友達ひとり救えないのか。

			　どうしてわたしたちは、真菜とパスが繋がっていないのだろう。仮にそうであったのなら、真菜がここまで思い詰めることだってなかっただろうに。

			「真菜、わたしは……」

			　それでもどうにかして伝えたいと思ったから、わたしは諦あきらめ悪く言葉を紡つむいだ。

			　しかし、それが真菜に伝わることはなかった。

			　わたしが失敗したからではない。ましてや、諦めたからでもない。

			　そのチャンスが、失われてしまったからだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……え？」

			　小さな音が、聞こえた。

			　遠くから響いてくる。近づいてくる。最初小さかった音は段々大きくなり、そこに破壊音さえ混じり始めた。

			「……地響き？」

			　山腹にあるこの崖がけへと向かって、なにかが斜面を駆け下りてきている。

			　瞬またたく間に音が近づく。数が多い。危険が近い。

			　真菜を連れてこの場を退避――は、間に合わない。あまりにも速過ぎる……っ！

			「こ、これは……っ!?」

			　質量と推進力に蹂じゆう躙りんされて、茂みが砕け、枝葉が舞い散る。

			　現れたのは、緑色をした大イモムシ。グリーン・キャタピラの巨体だった。

			　アラクネの巣から北上したわたしたちが、最近このあたりにやってきてから遭そう遇ぐうするようになったモンスターだ。巨体を利用した強烈な突進攻撃と、しぶとい生命力を武器にする。

			　はっきりいえば、たいした敵ではなかった。

			　これでもわたしは、レア・モンスター。ご主人様の眷けん属ぞくになってからは、数十というモンスターを下し、それだけ戦闘経験を積んでいる。ガーベラやリリィ姉様には一歩も二歩も劣る戦闘能力しか持たないこの身ではあるものの、グリーン・キャタピラ相手に一対一で戦う分には、倒すことはそう難しいことではなかった。

			　ただ、現れたグリーン・キャタピラは、１体ではなかった。

			　珍しいことだったが、ありえないというほどのことでもない。同種のモンスターに限った話ではあるが、ファイア・ファングのような群れるモンスターでなくとも、複数体が行動をともにしていることは、たまにあることだからだ。

			　だから、わたしを動揺させたのは、『数』そのものだった。

			「な、なんて数……!?」

			　視界を埋め尽くすほどの数のグリーン・キャタピラが、木々の間をすり抜け、あるいはへし折りしながら、斜面を駆け下りてきていた。下手をすると１００体近いのではないだろうか。このあたり一帯のグリーン・キャタピラが集結したのではないかと、疑うような光景だった。

			　あからさまな異常事態だった。いったい、なにが起こっているのか。

			　……いや。考え事をしている時間はない。

			　斜面を駆け下りる無数のグリーン・キャタピラのうちの一部が、わたしたちのいる崖がけに向かってきていた。

			　がちがちと顎あごを左右に打ち鳴らす音が近づく。

			　あっという間に、左右三つずつの複眼が目前に迫り――……。

			「真菜！」

			「きゃっ」

			　わたしは真菜を抱きかかえて、その場を飛び退った。さっきまで真菜がいた場所を、１体のグリーン・キャタピラが通り過ぎ、崖を転がり落ちていった。

			　回避には成功した。しかし、安あん堵どしている暇はない。山腹にしがみつくように存在する、この崖がけ上の面積は狭い。飛び退った先にも、別のグリーン・キャタピラの突進が迫っていた。

			「シィ――ッ！」

			　真菜を抱えたまま、正面からあの巨体とぶつかりあうのは、あまりにリスクが大き過ぎる。そう判断したわたしは、咄とつ嗟さに、迫る大イモムシに対して片手の戦斧を投とう擲てきした。

			　グリーン・キャタピラは生命力が高い。投擲の一撃で殺し切るのは難しいだろう。しかし、大きなダメージを与えれば、足を止めることくらいはできるはずだ。

			　ぶおん、と斧おのが唸うなりをあげた。

			　魔法がかかった黒色の刃が、芋虫の緑色の外がい殻かくに食い込む。片側三つの複眼を潰し、分厚く丈夫な外殻を断裂させ、重く不吉な音をたてて、肉厚な刃が頭部にほぼ埋まり込む。

			　期待以上のクリティカル・ヒット――……なのに、突進はとまらない。

			　怯ひるんだ様子のひとつもなく、大芋虫の巨体が迫った。

			「馬鹿な……!?」

			　ダメージがなかった？　そんなはずがない。頭部がふたつに割れているのだ。即座に死なないのは、虫の生命力ゆえのことだとしても、ほんの一瞬さえ動きをとめないなんてことがあるはずがない。本当に、なにが起こって……。

			「くっ、この――ッ！」

			　背中にある予備の斧おので、迎撃する時間はなかった。

			　回避も不可能。とすれば、あとは耐えるしかない。

			　着地と同時に襲いかかってくる傷ついた大イモムシへと、わたしは片腕の丸盾を突き出した。

			　真菜を両腕に抱えるようにして、頭部と肩で盾を支えるように左半身を突き出し、衝しよう撃げきに備え――……。

			「……ギィ、ガッ!?」

			　凄すごまじい衝撃が、わたしの人形の体を襲った。

			　すんでのところで着地した足の下で、がりがりと地面が削れる。

			　よりにもよって、パワー・タイプのモンスターの、勢いが乗った渾こん身しんの攻撃を真正面から受け止める羽目になり、比較的脆ぜい弱じやくなジョイント部が悲鳴をあげる。このままだと、体のどこかが壊れる。それがわかっていても、うしろに跳んで衝撃を逃がすわけにもいかない。背後は、ほとんど切り立った崖がけの斜面なのだ。

			「ギ、ギギ、ギ……ッ！」

			　堪たえ切れずに足が滑る。

			　地面に熊手のように突き立てた足指が、負荷に耐えかねて何本か弾け飛んだ。

			「ギッ……ギ、ギギ」

			　突進がとまったのは、本当にぎりぎり。あと一歩さがれば、斜面を転がり落ちてしまう位置だった。

			「こ、これで、どうにか……」

			　わたしは小さな安あん堵どを抱いた。

			　だいぶ体にガタがきているが、それでも耐えきることに成功した。最初についていた勢いさえなくなってしまえば、グリーン・キャタピラは怖くない。あとは、真菜を地面に下ろしてから自由になった手でどうにでも……。

			「っ！　まだです、ローズさん！」

			「――なッ!?」

			　真菜の悲鳴が届く。そのときには、一拍遅れて、わたしも状況を感知していた。

			　グリーン・キャタピラの巨体を回り込んで、目の前に現れた大きな影。それは、大型獣タイプのモンスター。凶悪な赤い眼球でわたしを見下ろす凶悪な兎うさぎの頭部に、熊の体たい躯く。モンスターとしての名称は、ラフ・ラビット。

			「ぐるぅおぅおお！」

			　グリーン・キャタピラと違って、巨体ながら俊しゆん敏びんな動きでわたしに肉薄したラフ・ラビットは、すでに太い腕を振り上げている。

			　……なぜ、グリーン・キャタピラと、ラフ・ラビットが同じ場所に？

			　そんなわたしの疑問は、振り下ろされた腕に打ち抜かれて砕けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　無我夢中で動いたせいか、記憶の前後がはっきりしない。

			　気付けば、わたしは崖がけの中腹ほどで、急な斜面にしがみついていた。

			「……真、菜」

			　最初に頭に浮かんだのは、大事な友人のことだった。

			　真菜、真菜は――……ほっとした。大丈夫だ、まだ腕に抱えている。

			　蒼あお褪ざめた顔で、彼女はわたしのことを見上げている。頬ほほにできた擦かすり傷が痛々しいが、大怪け我がはしていないようだ。

			「怪我、は……ありま、せんか。真菜」

			　それでも一応、確認する。

			　万が一があってはいけない。いま、ここには、回復魔法の使い手であるリリィ姉様がいない。真菜に大怪我をさせるわけにはいかなかった。

			「ローズさん！　ローズさん！」

			　わたしの確認に対する返答は、泣き声だった。

			　真菜の可愛らしく整った顔に、涙がふた筋流れている。

			　彼女を泣かせるようなことがなにかあったのかと思い、わたしはほんの少し首を傾げた。

			　

			　――ごろん、とわたしの眼がん窩かから、左の眼球がこぼれおちた。

			　

			　作り物の眼球はころりころりと転がって、そのまま崖がけを落ちていく。

			　あっという間に見えなくなった。

			「……あ」

			　思い出した。

			　わたしは、ラフ・ラビットに顔面を殴おう打だされたのだ。

			　追い討ちを受けることなく、近くにその気配もないのは、崖から落ちたことでわたしたちが死んだと思い込んだためだろう。

			　かぶっていた仮面は、殴られたときに砕けてしまったらしい。目玉が転がり落ちたことから察するに、折角作った顔のパーツも、無残に破損してしまったようだった。

			　とはいえ、どうせ造り物なのだから、眼球が落ちたところで戦闘面に支障はない。

			　それでも一応、状態を把は握あくしておいたほうが良いだろう。わたしは急な斜面に慎重に身を張り付けながら、真菜を抱えていないほうの左腕で顔面に触れる。

			　触れられない。

			　

			　左腕の手首から先がなかった。

			　

			　……ああ。こちらも思いだした。

			　ラフ・ラビットに殴られたわたしは、真菜を抱きかかえたまま、切り立った斜面を転がり落ちてしまったのだ。そのまま勢いがついて下まで落ちてしまうと、わたしはともかく真菜の命が危険だった。咄とつ嗟さに左手をブレーキとして斜面に突き立てたのだが、すでにかなりの勢いがついていたために、がりがりと指先からやすりがけされることになってしまった。

			　自分が指先から削り取られていく経験というのは、あまり気持ちのいいものではないが、それでも命には代えられない。あとはもう、必死に斜面にしがみついていた。どうにか勢いを殺すことができたのは、幸運と言える。

			　真菜を斜面に押しつけまいとして立てていた膝ひざにも破損があって、姉様から借用した服はところどころ破けていた。足の指先は斜面に埋まり込んで、こちらもどうも指が残っている気配がない。

			　それらをすべて点検してから、わたしは真菜に向き直った。

			「それで、真菜。もう一度訊ききますが、体は無事ですか？」

			「――っ！　わたしのことなんか！」

			　ガラにもなく叫んだ真菜が、わたしの顔に手を伸ばした。

			　壊れてしまった顔の左側を覆おおうように、掌てのひらが当てられる。

			「わたしなんかより、ローズさんこそ大丈夫なんですか!?　こんなに傷ついて……体中ぼろぼろじゃないですか！」

			「別にかまいません。それくらい」

			「かまわないなんてこと、ないでしょう！」

			「かまわないんですよ。だって、真菜が無事だったんですから」

			　わたしがそう言うと、みるみるうちに真菜の眉まゆが吊り上がった。

			　本当に珍しい、真菜の怒りの表情だった。

			「なにを言ってるんですか！　ローズさんはもっと、自分のことを大事にしてください！」

			「していますよ」

			　わたしは即答する。真菜は言葉を失った様子で、唇を震わせた。

			　わたしが適当なことを言っているわけではないことは、すぐにわかったのだろう。汚れてしまった顔には、薄く困こん惑わくが張り付いていた。そんな彼女に、わたしは言葉を重ねた。

			「わたしはちゃんと、自分のことを大事にしています。蔑ないがしろになんてしていません。それは真菜に教えてもらったことですし、ご主人様にも言われたことですから」

			　今更、言われるまでもない。わたしは確かに頭の良いほうではないが、さすがにそれは、馬鹿にし過ぎではないかと思う。わたしだって、成長のひとつくらいしているのだ。

			「だけど、仕方がないではありませんか。大事にするようになったわたし自身より、ご主人様のほうが大事ですし……それは真菜だって同じなんですから」

			「わ、わたし、ですか……？」

			　真菜は明らかに狼ろう狽ばいしていた。信じられない、というふうに目が見開かれている。

			　無理もない。わたしもまさか、自分がご主人様と同列に語るようになる人間が現れるなんて、かつては思ってもみなかった。

			　いまは違う。

			　真菜の問いにも、わたしは確信をもって頷うなずくことができた。

			「ええ。だから、死なないでください、真菜」

			　全てを諦あきらめてしまっている真菜に、なにを伝えるべきなのか、やっとわかった気がする。

			　必死になって真菜を守って、結果としてぼろぼろになってしまっても後悔はない。そんな自分に気付けたことで、わたしは自分にとって、なにが大事なのか、それがいったい、どれだけ大切なものなのか、改めて自覚することができたからだ。

			　その大切なものは、間もなく失われてしまうのだという。

			　諦あきらめとともに、儚はかなく消え去ってしまうのだという。

			　そう思ったら、わたしはもう言葉を選んでなんていられなくなった。

			「『わたしなんか』なんて言うのはやめてください。消えてしまわないでください。わたしには真菜が必要です」

			「ロ、ローズさん……？」

			「わたしと過ごした一日が楽しいって、言ってくれたではありませんか。ご主人様と、あんなに楽しそうにお喋しやべりしていたではないですか。わたしはそんな真菜のことを見ていて、本当に嬉しかったのです。幸せだったのです。だから……」

			　細かいことを考えるのはやめた。どう伝えればいいのかなんて考えない。そうすることで口を噤つぐむことになるのなら、論理なんてなんの意味もなかった。

			　胸のなかにある気持ちを、全部そのまま口に出してしまおう。大丈夫だ。きっと真菜なら、わかってくれる。そう信じて、わたしは告げた。

			「どうか生きてください。幸せになってください。……真菜が幸せになれないのに、わたしの物語がハッピー・エンドになるはずないではありませんか」

			「……あ」

			　真菜が愕がく然ぜんとした顔になった。

			　自分の計算違いに気付いた顔だった。

			　――実際、真菜は失敗していたのだ。

			　真菜は自分の幸せに、なんら価値を見出していない。ただご主人様に寄せた想いだけで歩き出した彼女は、自分の幸せなんて見向きもせずに、ここまで歩き続けてきた。そうした真菜の在り方は、今更、わたしにはどうしようもないくらい、完成されてしまっている。

			　しかし、その一方で彼女は、自分以外の人間の幸福には、きちんと価値を認めている。

			　そうでなければ、あんなふうに真しん摯しに、わたしの願いを叶かなえようと力を貸すことができるはずがない。

			　真菜は自分自身の幸せを捨てられても、わたしのそれを無視することはできない。それは彼女のこれまでの努力を否定することに等しいからだ。

			　それになにより、もともと彼女の心は、他者を蔑ないがしろにするようにはできていないのだ。

			　どうあろうと真菜は、彼女なしには成立しないわたしの幸せを無視できない。

			　それはつまり、真菜が自身の幸せを諦あきらめられなくなってしまったということだった。

			「あ、ぅあ……」

			　ずっと真菜が纏まとっていた、刹せつ那な的な雰囲気が取り払われる。

			　消えてしまいそうだった危うさは、もはやない。彼女はここにいる。確かにわたしの腕のなかにいて、わたしのことを見上げていた。

			「だ、だけど、そんなの、ない。そんなのってないっ」

			　あの真菜のものとは思えないくらいに、反論はたどたどしいものだった。

			「ローズさんの幸せと、わたしは全然関係……」

			「関係ない、なんて言ったら怒りますよ、真菜」

			　びくりと真菜は震えた。

			　幼い子供のように怯おびえる彼女に、わたしはなるべく優しく声をかけた。

			「友達になってほしいと言い出したのは、真菜のほうではありませんか」

			「……あ」

			　真菜がたったひとつだけ犯してしまった失敗が、ここにある。

			　大事な友人が悲惨な終わりを迎えることを知っていて、自分だけ幸せになれるほど、わたしは冷酷でも無情でもないつもりだ。本当にただ消えていってしまいたいのなら、真菜はわたしと友人になるべきではなかった。

			　これはもう、取り返しのつかない大失敗だ。

			　取り返させてなんてあげない。

			「ご主人様に対する感情以外、なにも持っていないなんて悲しいことを言わないでください」

			　なにも持っていないから、加藤真菜という存在は怪物だった。

			　だとすれば、わたしという友人を得た時点で、真菜はもう怪物ではない。

			　ただの少女で、わたしの大事な友達だ。

			　そして、怪物ではない友人になら、わたしの言葉も届けられる。

			「わたしに友人の幸福を祈らせてください。幸せになった真菜を見せてください。真菜のいうハッピー・エンドには、真菜も一緒でないとわたしは嫌です」

			　真菜の目から再び流れ始めた涙を拭ぬぐってやろうとして、わたしはそのための手がないことに気付いた。少し考えたあとで、わたしは真菜を抱きかかえた無事なほうの手で、真菜の顔を胸に抱きしめた。

			　わたしの服の胸元に、涙がしみていく。微細な震えが、わたしの体に伝わる。

			「ローズさん。わ、わたしは……」

			　それ以上は、言葉になっていなかった。

			　きっと、あの山小屋で出会ってから初めて、真菜は当たり前の女の子に戻って泣いた。

			　

			　わたしの胸で、真菜は泣いている。

			　背中に手を回して、ぎゅっと縋すがりついて、声もあげずに静かに咽むせび泣いている。

			　友人として、そんな彼女を思う存分泣かせてあげたい気持ちはあった。

			　けれど、状況はそれを許してくれないようだ。

			「……無ぶ粋すいな」

			「ローズさん……？」

			　わたしがつぶやくと、真菜が顔をあげる。

			　無垢な表情。泣きはらして真っ赤な目が、わたしを見詰めている。

			「申し訳ありません。真菜。落ちないように体重を預けて、掴つかまっていてもらえますか。いまのわたしは、片腕がありませんので」

			　頷うなずいた真菜が、首に両腕を回した。

			　わたしは自由になった右腕で、背負っていた予備の戦斧を手に取る。見据える先には、急な斜面をこちらに降りてこようとしている、半液体状の体組織を持つモンスターの姿があった。

			「今度はスライム、ですか。……いえ。それだけではない？」

			　意識を崖がけから外へと向ければ、この崖のある山腹を駆け下りる影が多数あった。

			　わたしと同種のマジカル・パペットの姿がある。灰色狼ファイア・ファングが、蠢うごめく樹木トレントが、弾丸の大カブトムシのスタブ・ビートルが、それぞれの速度で山を駆け下りている。他にも、左右二対の鎌を持つカマキリや、影を押し固めたような真っ黒い腰から上の人影、頭部が体ほどもある巨大な犬など、わたしたちが見たこともないモンスターも多々見られた。

			　もっとも数が多かったのは、さっきわたしたちがぶつかったグリーン・キャタピラのようだったが、それ以外のモンスターも数十体はいる。

			　全て合わせれば、数百は下るまい。明らかな異常事態だった。

			「どうして、あんなにたくさんの種類のモンスターが、一緒に行動を……？」

			　わたしの首筋に抱きついた真菜も、事態に気付いて息を呑んでいた。

			　彼女の言う通り、複数種類のモンスターが同時に現れることは、まずない。遭そう遇ぐうすれば必ず戦闘になるわけではないにせよ、基本的に異種のモンスター同士が群れることはないからだ。

			「それに、このあたりでは見かけないモンスターの姿もありますよね」

			　先程、襲いかかってきたラフ・ラビットをはじめとして、このあたりには生息していないモンスターの姿も多数あった。

			　異常事態は進行している。なるべくなら、なにが起こっているのか把は握あくしたいところではあるが……。

			　わたしはすぐに思考を中断した。それは後回しでいい。

			「真菜。不思議に思う気持ちはわたしにもわかります。ですが、まずは目の前の危険を乗り越えなければなりません」

			「そう、ですね」

			　崖を下るスライムは、ゆっくりと、だが確実に、こちらに近付いてきていた。

			　平時ならなんということもない相手だが、いまのわたしは切り立った斜面の中腹にいる。まともには動けない。大きく動けば、身を預けて掴つかまっている真菜を振り落としてしまう危険性もあった。

			「なかなか厳しい状況ですけど、ローズさんはどうするつもりですか？」

			「一か八かになりますが、この斧おのを投げつけようかと」

			「言うと思いましたけど、やめたほうがいいと思います。角度的に多分、そうするとあのスライム、ここに落ちてきちゃいますよ」

			「……でしたら、時間を稼ぎながら少しずつ降りていきましょう」

			　幸い、よくよく気をつければ、降りられる程度の傾けい斜しやはあった。問題は、あのスライムに追いつかれないかどうかだが……。

			「考えるよりは、まず行動すべきですね。いざとなったら、迎撃しましょう。ある程度の高さまで降りたら、崖がけ下に飛び下りることも可能になるかもしれません」

			「わたしもそれがいいと思います」

			「しかし、片腕がないのは痛いですね」

			　降りるのにも、迎撃をするのにも支障が出る。現状はどうしようもないとして、これを乗り越えたら、対策を講じる必要があった。

			「こんなことなら、遠距離攻撃手段のひとつでも用意しておくべきでした。手足のスペア・パーツも、常に携帯しておくべきでしたね。しかし、そうすると、どうしても荷物が……」

			「ローズさん」

			　スライムから注意を外すことなく、可能な限り迅速に斜面を下り始めたところで、真菜がわたしの名を呼んだ。

			「なんですか、真菜」

			「わたしのこと、守ってくださいね」

			「――」

			　それがいま、この状況だけを指した言葉ではないことは、明らかだった。

			　それはいつか消え去ることを受容してきた少女に訪れた変化の兆きざしだ。わたしは真菜の眼差しに、ひとつ大きく頷うなずいた。

			「はい。必ずや」

			　この小さく華きや奢しやで繊せん細さいな友人のことを必ず守ってみせる。

			　たとえ、どんなことがあろうとも。

			　そう固く心に誓ったわたしは、そのとき、白い影を見た。

			　……どうやら、この場に限って言うのなら、わたしが出る幕ではないらしい。

			「気をつけてください、真菜。――アレが来ます」

			「え？　わっ、きゃっ!?」

			　わたしは降下を中断し、再び真菜の体を抱き寄せる。

			　その次の瞬間。白い弾丸が斜面に突き刺さった。

			　着弾点にあったスライムの体たい躯くが、木こっ端ぱ微み塵じんに弾け飛んだ。

			　振動が大きく崖を揺らし、わたしは真菜を抱えて崖にしがみついた。細かい小石が降り注ぎ、弾け飛んだスライムの粘着質な体液が、ぼたぼたと落ちてくる。

			「大丈夫かの、ローズ殿」

			　土煙が晴れて、そこに立っていたのは、巨大な白い蜘く蛛もだった。

			　８本足でしっかりと斜面を掴つかむその姿は、この地形に最適なかたちに違いない。そうでなくとも、彼女に敵う戦力などそうそういるものではないが。

			　わたしの姿を目にしたガーベラは、かたちのよい眉まゆをかすかにひそめた。

			「ずいぶんと派手にやられておるな。危ないところであったの」

			「……いまの衝しよう撃げきで落ちかけたのが、一番危なかったのですが」

			「それについては問題ない。落ちそうになったのなら、捕まえる準備はできておったからの」

			　蜘蛛糸という特殊能力を持つガーベラの言うことだから、これは本当なのだろう。日常生活においてはいろいろと残念な面が目立つ彼女だが、こと戦闘面においては、これほど頼りになる存在はそういない。

			「礼を言います、ガーベラ。助かりました」

			「たいしたことではない。いま、上まで引き上げよう」

			　ガーベラはわたしたちのもとへとやってくると、蜘蛛糸でしっかりとわたしたちの体を固定した。わたしは真菜を抱えたまま、引かれて崖を上へと歩き出す。
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			「しかし、どうも奇怪な事態が起こりつつあるようだの。妾わらわのいたところにまで、あの有う象ぞう無む象ぞうどもは押し寄せてきたぞ」

			　どうやらガーベラも、あのモンスターの大群に行き遭あったようだ。なにが起きているのか、わたしよりも長い時間を生きているガーベラでも心当たりはないようだ。

			「ガーベラは無事でしたか」

			「問われるまでもない。向かってきたものは、叩き潰しておいた。手の届かぬ範囲は、さすがに放っておいたがの。あれだけおるとキリがないし……それに、ローズ殿たちのことが心配でな。崖の中腹にお主らの姿を見つけたときには、それはもう心臓がとまることかと……」

			　崖の上までわたしたちのことを引き上げてくれたガーベラが、そのとき唐とう突とつに言葉を切った。

			「ガーベラ？　どうかしましたか？」

			　首に抱きついた真菜と一緒に、崖がけ上に体を引き上げたわたしは、赤い目を見開くガーベラの美び貌ぼうを見上げた。彼女はなにかを見て、言葉を失っているようだった。

			　わたしも、彼女が目に映しているものへと向き直った。

			　そして、同じく絶句した。

			「砦とりでが……」

			　呆ぼう然ぜんとした真菜の声が、崖上に響いた。

			　何百というモンスターにまるで虫の如ごとくたかられる、巨大な砦の姿がそこにあった。

		

	
		
			番外編　Loving dead　～加藤真菜視点～

			　

			　ぽす、ぽす、と揺られている。

			　その振動には、赤ん坊が母親の心臓の鼓動を聞くように、わたしを安あん堵どさせるものがある。どこかくすぐったいような気持ちになって、わたしは少し口元を緩ゆるめた。

			「平気ですか、加藤さん？」

			「はい」

			　首だけで振り返ったローズさんの声に応える。

			　わたしはローズさんにおぶられて、森を進んでいるところだった。

			　同行者はローズさんの他に、ガーベラさんだけ。荷物は全部ガーベラさんがまとめて持っていて、ローズさんのお荷物がわたしだった。

			　……情けない。

			　わたしは本来なら、ここにいるはずではなかった。

			　真島先輩やリリィさんと一緒に、異世界人と転移者からなる集団に接触しようとした寸前に、わたしは迂う闊かつにも倒れてしまったのだ。つい先程の出来事である。肉体的な反応ばかりはどうしようもなく、体調は最悪で、多分、今日一日は歩くのも覚おぼ束つかないだろう。正直、いまもちょっとだけ辛つらいところはあった。

			　とはいえ、ローズさんに見守られるかたちで数時間休んだことで、気絶寸前の醜しゆう態たいからは、どうにか回復することができていた。

			　わたしが休憩している間に、ガーベラさんは真島先輩の行き先を確認してきてくれた。

			　真島先輩たちの存在を察知した白兜かぶとの兵士の索敵能力は厄やつ介かいだったが、幸いなことに、ガーベラさんには、先輩との間にパスという繋がりがある。互いの居場所はなんとなくわかるということで、目視できないくらい遠くから追跡することが可能だったようだ。

			　彼女の話によると、この深い森のなかに、巨大な石造りの建造物があったらしい。そこに、異世界人たちに連れられた真島先輩とリリィさんは、案内されていったということだった。

			　ガーベラさんはよくわかっていないようだったが、それは恐らく、人間の建造した要よう塞さいだろう。こんな危険な森のなかにある以上、外敵への備えは万全のはずだ。真島先輩の身になにかあれば、ローズさんやガーベラさんは、そこに突入する必要がある。要塞がなんのためにある施設なのかすらわかっていない彼女たちに、それがどのようなものなのかを説明し、注意を促うながすのが、わたしの役目だった。

			　といっても、それもどこかに腰を落ち着けてからのことになるだろうが。

			　そんなことを考えている間にも、わたしを背負ったローズさんは、ざくざくと森を進んでいく。

			　こうして彼女におんぶされるのは、これが初めてというわけではない。人の手の入っていない森を歩くのは、道路の大部分がアスファルトで舗装された日本の都会育ちの人間にとって、想像を超える苦行と言っていい。肉体的に脆ぜい弱じやくなわたしは、真島先輩たちの進行速度を落とさないために、こうしてローズさんの手を煩わずらわせることもしばしばあった。

			　幸い、先導しているガーベラさんがいるお陰で、ローズさんの手が塞ふさがっていても心配はない。どんなモンスターが襲いかかってきても、ガーベラさんが撃退してくれることだろう。

			「気を付けよ、ローズ殿。そこの地面、少し脆もろくなっておるぞ」

			「わかりました」

			　たまに警告を受けながらも、ローズさんは歩き続ける。

			　踏み出した人形の足が、柔らかい土を踏み抜く。それを引きずり出す作業は、土を掘り起こす作業に似ている。緑に飽ほう和わした嗅きゆう覚かくが、地面の抱く生命力を感知する。落ちた葉や朽ちた木々が腐って土に戻り、還元された生命力の匂いだ。

			　この森は、モンスターの跋ばつ扈こする死の森であると同時に、噎むせ返るほどの命に満ちている。ちっぽけな人間の命なんて、押し潰されてしまうのが当然のようにも感じられて、どうして自分が生きていられるのかと考えると、少し不思議な心地にもなった。

			　言うまでもなく、それは巡り合わせによるものだ。

			　真島先輩をリリィさんが助けて、その真島先輩がわたしのことを救ってくれた。以来、わたしはずっと彼に守られている。

			　何度か、わたしから真島先輩に手を貸すこともあった。そんなわたしに報いることができないことを、彼が気に病んでいるのは察している。

			　そんなのいいのに、と思う。いまここにあるわたしのすべては、彼のお陰で存続している。命だけでなく、心さえも。だから、全部彼のために捧ささげ尽くすのは当然のことで、そうできるだけで十分で、見返りなんて必要ないし、そもそもそんなもの求める気だってなかった。

			　そんなわたしだからこそ、どんなことにも恐怖を感じることはない。失って怖いものなんて、それこそ、胸に抱えた大切なひとつの感情くらいのものだった。

			　……自分が破は綻たんしていることは、自覚している。

			　きっとわたしは、このままだと、どこかであっさり死ぬだろう。恐怖の感情がまともに働いていないということは、そういうことだ。なにも得ることなく、あの山小屋で手に入れた唯一無二の感情を胸に抱えて、屍しかばねを晒さらすことになる。

			　それでもいい、と思う。

			　実際、そうでなければ、わたしなんかが白いアラクネの膨ぼう大だいな殺意の前に身を晒すことはできなかった。こうした自分の特性のお陰で、先輩の役に立つことができたのだ。

			　もとより、わたしは屍みたいなものだ。歩く屍。リビング・デッド。なにかの間違いで動き出したものが、停まるだけ。それくらいのものだとしか、自分自身でも思えない……。

			「加藤さん」

			　と、呼ばれて、わたしは思索から立ち戻った。

			「体が辛つらいようでしたら、言ってください」

			　いけない。反応が遅れたせいで、余計な心配をかけてしまったみたいだ。

			「あ。いえ。大丈夫ですから」

			　目と鼻の先にある、のっぺらぼうな人形の顔に、わたしは咄とつ嗟さに首を振ってみせた。

			　心配してもらえることはありがたい。その反面で、うしろめたくもあった。

			　ローズさんは、わたし自身よりも余程に、わたしのことを大事にしてくれている。わたしが彼女にとって、生まれて初めての友人であるからだ。

			　いつかわたしが死んでしまったら、きっとローズさんは悲しむだろう。そう思うと、なにも感じないはずの胸の奥が、きゅっと引き絞られるような感覚があった。

			　どうしてわたしはローズさんに、友達になってほしいなんて頼んだのか。あのときの自分が理解できなかった。

			　別に友人という立場になくても、ローズさんを手助けすることはできたはずだ。それなのに、わたしは彼女と友人になった。この選択が、遠からぬ未来に彼女を悲しませることになるのは、わかり切っていたことだったのに。

			　そこまで頭が回っていなかった？

			　それは確かだ。なぜなら、あの台詞せりふは衝動的なものだったからだ。

			　ふと気付いたら、口にしていた。迂う闊かつだった。わたしは肉体的には貧弱で、できることと言ったら考えることくらいのものだ。それなのに、きちんと考えることなく、思ったことをそのまま口に出すなんて。どうかしている。自殺行為と言ってもいい。

			「……」

			　自殺行為。自殺行為か。

			　死んだも同然の身の上で考えるようなことではないなと思って、わたしはそこで思考を停止させた。

			　過ぎてしまったことに関して、これ以上考えたところで意味はない。

			　ローズさんと友達になったことは、もう済んでしまったことだ。いまとなっては取り返しはつかない。わたしはローズさんのことが大好きで、自分の失敗のせいで彼女を悲しませてしまうのは、すごくすごく嫌だけれど、これはもう仕方ないことなのだ。

			　

			　……そんなふうに、思っていた。

			　このときのわたしは、まだなにも知らなかった。

			　マイナスのマイナスがプラスである以上、『死んだも同然の自分』にとっての『自殺行為』とはなんなのか。

			　ローズさんが、わたしの想像を超えて、どれだけ素敵な女の子なのか。

			　

			　なにも知らずに、諦あきらめの霧のなかを、恋する屍しかばねは歩き続ける。

			　

			〈『モンスターのご主人様』④へ続く〉

		

	
		
			日暮眠都（ひぐれ　みんと）

			大阪在住。小学校時代に遊んだ某大作ＲＰＧの六作目では、仲間になったスライムに全ソースを突っ込む。そして現在、ヒロインがスライムの小説を執筆中。（二〇一五年五月現在）

			　

			イラストレーション

			ナポ（なぽ）

			一九九四年二月生まれ、長野県出身。好きな食べ物は『ラーメン』。最近趣味として写真始めました。綺麗な写真が撮れるとすごく嬉しいです。（二〇一五年五月現在）
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